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巻頭言

植物が地表に花開くとき、実は地中

では根を充分に張っている。

科学技術の進展や成果の一部を社会

が知るときには、あらわには見えずと

も地中の根のように既に膨大な基礎研

究の実績がある。一般に、社会は新聞、

テレビなどの報道、インターネットや、

評判、噂など、情報の確かさ、質につ

いてはいわば凹凸のない雑多で玉石混

淆の状態で受け取っている。研究最前

線で研究者が一喜一憂しながら熱中し

ている状況の一次情報（最新の学会発

表や原著論文）からは何段階も拡散し

たいわばｎ次情報と言える。社会は日

常のニュース、ｎ次情報、を何とか最

先端研究の一次情報に掘り下げて“感

覚的”にでも理解しようとするが、こ

の時にはあたかも目には見えない極微

の世界を見るがごとく“知の顕微鏡”

とも呼ぶべき助けがあれば大いに理解

が進む。それには専門家による「翻訳」

が果たす役割が極めて重要になる。逆

に、研究最前線では基礎研究者は自身

の研究が展開する方向や、やがて地表

に出て社会での実生活にどのように役

立つだろうかをあたかも将来を見通す

がごとき“知の望遠鏡”を各人が持っ

ているはずだ。

人工光合成の歴史、現状、将来への

展望を想う時、"知の顕微鏡 "と "知の

望遠鏡 "の調和とその確かさが非常に

気になる。人類の将来をかけた次世代

エネルギーシステムとしての人工光合

成は、もはや人類の夢ではなく、必ず

実現しなくてはならない課題となった。

極めて社会的要請の強い課題となった

のだ。社会は常に貪欲であり、結果を

今か今かと待ち望む。大きい期待と容

赦ない現実的評価はこれまでも多くの

課題についても繰り返されてきた。基

礎研究者はそのような社会の姿勢を「科

学への理解が浅い」と嘆じ、直截的な

非難や言い訳をしがちではあるが、実

は社会のダイナミズムはそれほど単純

でもないし、基礎研究者に許された自

由時間も実はそれほど長くはないので

ある。

確かな“知の顕微鏡”と“知の望遠鏡”

の両方が備わった社会では、いわゆる

サイエンスコミュニケーションが健全

に機能する社会として、基礎研究から

応用実用までの道筋が漠然と見える場

合があるに違いない。我が国は、その

ようなサイエンスコミュニケーション

が成り立つ可能性を秘めた数少ない社

会と筆者は感じている。科学技術政策

こそが、このような社会の仕組みを先

導するものであってほしいのだが……。

1）自然に学び、理解し、2）触発されて、

3）機能として、やがて自然を超えると

いうアプローチで、人工光合成研究は

急速に進んでいる。わが国は、上記の

どの段階でも先頭を走っている。しか

し、一朝一夕にはいかない。著者は約

30年計画と考えている。頂上をめざす

“駅伝”に例えよう。熾烈な区間競争の

結果、複数のノーベル賞も生まれよう。

しかし、登頂、完走には、足の引っ張

り合いではなく他者の研究成果を尊重

する強力な多種類の異分野連携による

切磋琢磨が不可欠である。

地上で最も速く走る動物はチータら

しいが、人工物の自動車はごく普通の

ものでもアクセルさえ踏めば動物のス

ピードは軽く凌駕する。同じニュート

ン力学に依りながら、速度のみに注目

すれば人工物の自動車は自然を超えて

いるようにみえる。

天然の光合成は30億年近い進化を

経ている。人工光合成はその後をあく

までも急追するのか、自然の不思議を

理解し、触発されながら全く異なるシ

ステムで自然を超える機能を実現する

のか、科学的アプローチにおいても

Multiple-Cross-Fertilizationの言葉をか

みしめたい。

分子研には、若手の優れた先端研究

者達が人工光合成の実現に向けて正面

から取り組んでいる。Leading Institute 

への期待は極めて大きい。

井上 晴夫
首都大学東京

人工光合成研究センター長

いのうえ・はるお
　1969年東京大学工学部卒、修士課程を経て
1972年東京都立大学工学部助手、講師、助教授
を経て1991年同教授、2005年首都大学東京都市
環境学部教授、同学部長、研究科長、国際センター長
など。日本化学会筆頭副会長（2005）、光化学協会
会長（2006-2007）、Asian and Oceanian Photochemistry 
Association会長（2008-2009）、日本化学連合副会長
（2012-）、科学技術振興機構さきがけ研究
「光エネルギーと物質変換」領域研究総括（2009-）、
科研費新学術領域研究「人工光合成」代表者（2012-
2017）。

人工光合成への期待
――“知の顕微鏡”と“知の望遠鏡”――
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レターズ

太田 信廣 北海道大学電子科学研究所　特任教授

分子研にはこれまでいろいろとお世

話になった。1980年代には機器セン

ターでの共同実験で何度もお邪魔した

し、その後は運営委員会や人事選考委

員会に参加させて頂いた。昨年までの2

年間は客員教授として、また協力研究

等でもお世話になった。このように分

子研の比較的初期の頃から最近まで関

係することが多かったことから、今回

分子研レターズへの寄稿依頼を頂いた

ことと思う。

共同利用について
分子研は国内外の研究者に広く開

かれた研究施設としてこの間ずっと機

能し、分子科学研究の発展に多大なる

役割を果たしてこられたことは疑うべ

くもない。ただ、初期の頃は外部から

の多くの人で賑わっているのが印象

的だったが、だんだんその数が減って、

最近は、会議やセミナーの会場、ある

いは食堂へでも行かないと人に会うこ

ともないような状況にあるのは気に

なっている。かつては分子研に限られ

ていた高価な装置が各大学にいきわた

り、分子研に赴くことなしに実験がで

きる、ということもあるのかもしれな

い。だからといって分子研の重要性が

薄れたとは思わない。選択と集中とい

うことで、ある目的に沿った研究に多

くのお金が流れる傾向にあるようだが、

お金が集まりにくい領域の研究に興味

を示す人も多いはずだ。研究資金が足

りなければ、共通の装置を利用しなが

ら研究を進める以外にない。個々の研

究者のニーズを叶えてやることが財政

的に許されないとすれば、共同研究や

機器のシェアリングがより重要となる。

何より私自身、最近でも分子研の装置

を利用させて頂いて大変助かっている。

分子研には、これまでと同様のシステ

ムがベストかどうかは別として、共同

利用や共同研究を通して、外部の人間

が研究を行うことが可能なシステムを

継続して欲しいと切に願っている。

研究室サイズについて
共同利用への対応ということもあ

り、分子研で研究室を運営する方々の

雑用は相変わらず多そうに見えるにも

かかわらず、そして個々の研究成果は

非常に顕著であるにもかかわらず、各

研究グループの構成員の数が比較的少

ないのは、何とかならないものかと外

部の人間ながら気になる。大学に属し

ていればどの研究室にも多くの学生が

配属されるということでは勿論ないが、

分子研の各研究室と大学に属する多く

の研究室との大きな違いは学生の数が

圧倒的に違うことではないか。分子研

の各研究室には総研大の大学院生が参

加していると思うが、学部を持たない

大学院大学への希望者は限られており、

教員は学生集めに苦労されているので

はないか。研究所は学生を当てにして

はいけないという意見もあるとは思う

が、研究と教育が共に進められるので

あればそれにこしたことはない。

博士課程について
この15年間で博士課程修了者は2.6

倍に増えているというが、博士課程進

学者が多いという実感は少なくとも私

にはない。文部科学省は、若手や女性

研究者の比率と共に、人口あたりの博

士号取得者も海外に比べて少ない、と

いう分析を盛り込んだ「科学技術の振

興に関する年次報告」（科学技術白書）

を閣議に報告したという記事を最近目

にした。2002年には修士課程の学生の

14.1％だった進学者が2012年度には

9.6%まで下がって来ているという。博

士課程を修了しても安定した職になか

なかつけないという実態があり、会社

もなかなか採用したがらない状況の中

で、研究室の修士課程の学生に博士課

程への進学のことを積極的にはすすめ

分子研に関連して思うこと
昭和 47年 東北大学理学部化学科卒、昭和 52年 東北大学大学院理学研究科化学専攻
博士課程修了（理学博士）、昭和 52年 マーケット大学博士研究員、昭和 53年 北海道大学
応用電気研究所助手、平成 4年 北海道大学工学部助教授、平成 8年  マックスプランク
研究所招聘研究員、平成 10年 北海道大学電子科学研究所教授、平成 25年 北海道大学
電子科学研究所特任教授
分子研との主な関わり
平成 13年～ 16年 分子科学研究所運営協議員、平成 16年～ 18年 分子科学研究所
運営会議委員、平成 13年～ 18年 分子科学研究所人事選考委員、平成 14年～ 19年 
分子科学研究所学会等連絡会議構成員、平成 22年～ 24年 分子科学研究所客員教授

おおた・のぶひろ
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にくい。学位を取得することに、世間

的には一定の敬意を表するという面は

あっても、就職活動においてインセン

ティブがなく、私の周囲でも優秀な学

生はむしろ修士課程を終えると会社に

就職する傾向にある。博士課程の学生

を増やそうということであれば（単に

増えればいいということでもないとは

思うが）、学位取得がプラスになるよう

な方策が必要だ。

院生の流動性について
分子研や大学付属の研究所の学生が

少ない原因の一つとして、学生の流動

性の問題もある。「欧米の学生は学部卒

業してから大学院に進学する際に、大

学を移る場合が多い。教育環境、研究

環境を変えることは若い学生の教育上、

極めて重要である」ということで、日

本においてもそうあるべきである、と

いう議論が非常に活発にされていたの

はついこの前だったと記憶している。

あれはどうなったのか。最近この種の

議論をメディアで目にすることもない。

私が所属する北大を例にとると、理学

部および工学部を卒業するのは毎年

200名および700名前後、どちらも約

8割強が大学院進学となっている。その

中で、他大学への進学率を見てみると、

理学部は8%前後、工学部は3%前後と

1割にも満たない。また海外の大学の大

学院に入学した学生は少なくともここ

数年間はいないようだ。極めて閉鎖的

であり、学生の流動性が以前に比べて

大きくなったということでは全くない

ようだ。

大学間の移動が少ないだけではなく、

所属する学部に直結する大学院ではな

く、学内の他の大学院の修士課程へ進

学する学生も少ない。修士課程から博

士課程に進学する場合も同じ研究室で、

という場合が多い。結果として、学部

教育に関わることのない研究室への入

学希望者は残念ながら非常に少ない。

複数の研究科（学院）から学生が配属

できるようなシステムがあれば、学生

にとっても選択肢が広がることになる

と思うのだが、北大の場合はなぜかそ

うはなっていない。

留学生について
附置研究所に属する私の研究室では、

北大の学生からの入学希望者が少ない

ということもあって、バングラデシュ、

インド、台湾からの留学生をできるだ

け受け入れることを試みてきた。ただ、

経済支援ができるかどうかは深刻な問

題である。経済支援がお願いできるの

であれば留学生を増やすことは可能だ

と思っている。分子研では、学生の確

保にどう対応されておられるかは知ら

ないが、外国の特定の大学の特定の学

部や専攻と人事交流も含めて、といっ

たことも考えられてはどうなのだろう

か。優秀なのに、その意欲を満たす環

境にない学生であれば、優れた環境を

希望するに違いない。となれば、まだ

これからという地域を念頭に検討する

のが筋かもしれない。学生を集めよう

ということであれば、アジアやアフリ

カといった地域に目を向けるべきなの

かもしれない。少なくとも私は、アジ

アの留学生が研究室に来てくれたこと

で多いに助かった。人種によっての優

劣にそれほどの差があるわけではない

とすれば、優秀な学生の数は人口に比

例することになる。研究は個々の力と

はいっても、同じ研究室内で議論する

人数が有る程度多い方が活性化される

ように思うのだが。

馬場先生と分子科学
この原稿を準備していた6月26日、

かつて約10年間助手として一緒に過ご

した馬場宏明先生が90才でご逝去され

た。その通夜、告別式が6月28、29日

に東京で、長倉三郎先生ご夫妻、田中

郁三先生ご夫妻、伊藤光男先生、土屋

荘次先生、坪井正道先生、山崎巌先生等、

分子研に非常に縁の深い方々がご参列

されるなかで執り行なわれた。先生は

北大をご退官されてから3年後の昭和

65年に坪井先生、田隅先生とご一緒に

「回想の水島研究室̶科学昭和史の一

断面̶」を編集され、日本の分子科学

の創成に関わられた数多くの門下生の

方々による水島先生とその研究室をめ

ぐる回想文集を出版されている。馬場

先生の稿を改めて拝見すると、渡辺格

先生の「これからは技術と倫理が重要

である」というお言葉を強調されてい

ると共に、「状況に応じてどのような装

置でも手作りする精神、必要ならば専

門を外れた物理学にも生物医学にも踏

み込むような無限界主義、流行の研究

を追うことはしないという独歩の精神」

を水島研究室において感得されたこと、

そして北大の象徴でもあるクラーク博

士が残したとされている「少年よ大志

を抱け」を想起されて科学界・教育界

における「高遠なる大志」の思想の実

現の大切さを述べられている。研究の

再現性や厳密性、論文の書き方や発表

の仕方に関しては殊の外厳しい先生で

あったが、分子科学研究の今後を考え

る上で実に貴重な考えが述べられてい

ると感じる。ちなみに、昭和62年に北

大をご退官された先生は北海道大学が

できた頃の初期の事情を述べた「大志

の系譜」という著書を上梓されている。

私が所属する研究所の前身である応
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用電気研究所に在職された先生は、新

たな研究を行うには市販の装置ではな

く、新たな装置を自ら構築することで

なければ真に新しい研究は難しいとい

うお考えであった。技術支援の重要性

を認識され、装置の作成等で大きな力

を発揮する機械工作、ガラス細工、電

子回路に関係する技術者を大事にされ

た。所長として部局の運営にあたって

は、これらの技術者は一朝一夕に育つ

ものではないというお考えのもと、退

職される方がいる場合にはその何年前

にも新しい人を導入することを決めて

育成にご尽力されたのを身近に拝見し

た。これは、現在の分子科学研究所が

まさに技術支援に携わる技術者の育成

や技術力の維持に務められていること

と同様と思う。大学や研究所における

人員削減がこれら技術者をターゲット

として行われる昨今の風潮を考えると

大変困難なことだと思うが、分子研に

おいては継続して大事にしていって欲

しいと思う。技術支援は、新しい研究

を始める、といった場合にはなくては

ならないものの一つであることはまち

がいない。研究のためのインフラが整っ

ていなくては十分な研究が遂行できる

とは思えない。馬場先生が在籍された

旧応用電気研究所時代から、私達の研

究所は、分子・物質、光、生命、そ

して数理と、化学と物理と生物と数学

の非常に複合的な分野の集まりを特徴

としてきたが、上記無限界主義に通じ

るものだと思うし、分子研において

も、生命科学に強く関係する分野等に

も力を入れられており、共通する点も

多いと感じる。研究を進める際に、必

要なものはどれをも取り入れて考える

という懐の深さが必要であり、狭い領

域に閉じこもる時代ではないことは確

かである。馬場先生は分子研において

は所長が赤松先生の時には運営協議

員、長倉先生、井口先生の時には評議

員、伊藤先生の時には研究顧問を勤め

られたと聞いており、分子研の運営に

も多大な貢献をされたのではないだろ

うか。また、平成12年の分子研レター

ズ42の巻頭言として「実験科学の原

点」をお書きになられている。そのな

かで、水島先生の絶筆となった文章「ひ

と桁の実験」を例にひかれて、単に実

験の精度や時間分解能や波長分解能を

高めるだけではない「物質の示す全く

新しい現象や機能を探り出すような実

験、すなわちひと桁の実験」が重要と

のお考えを述べられている。これは何

も、高精度、高分解能の実験を否定し

ているわけではなく、新しい分子構造

論、構造化学を創始することに繋がっ

た水島先生のご研究を念頭におかれて、

人々に新たな概念を持たせることに

なったり、従来の概念を変える必要性

を示したり、新たな研究分野の開拓に

繋がったりといった大きな視野から研

究を進めて欲しいということを述べら

れているのだと私は理解している。い

ずれにしても、馬場先生が残された言

葉をかみしめて研究の姿勢や方向を再

確認することは、分子科学を専攻する

者ばかりではなく科学者一般に大切で

はないか。ここに馬場先生の分子科学

における多大なる貢献に思いを馳せる

と共に、ご冥福を心よりお祈り申し上

げます。

レターズ

馬場先生の思い出（Kasha則で知られるM. Kasha 教授が日本で
最初に馬場研究室を訪れた際の写真。馬場先生は右から2人目）。

馬場先生が北大を退官された後で発行された書物。
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電子状態を、一電子が感じる平均相

互作用およびその運動Fと二電子間クー

ロン反発相互作用Vによるハミルトニ

アンH=F+Vにより特徴づけよう。F>V

（弱電子相関）の場合、一電子描像が支

配的で、HOMO-LUMOエネルギー差は

大きく、電子をHOMOまで詰める「単

一」の電子配置によって電子状態を把

握できる。密度汎関数理論（DFT）な

どはこのような弱相関系を精度良く簡

便に扱える理論である。一方、F<V（強

電子相関）の場合、HOMO-LUMOエネ

一電子描像は、化学結合や反応を解釈する上で簡便で強力な概念であり、またそ

れに基づく分子軌道理論や配位子場理論は分子科学者の常備ツールである。今、理

論化学の最前線では、一電子描像を超越する化学の電子状態をどう記述しどう理解

するかという問題が先端的な課題として取り組まれ、そして、その理論の開発に新

しい進展が見られる。一電子的記述は、実際の多電子描像を平均化した表現であり、

電子状態を単一の電子配置によって近似的に捉えることに等しい。一方で、一電子

描像を超える電子状態では、複数の電子配置による量子的重ね合わせ（多参照）状

態を考慮する必要があり、自明でない複雑さを伴う。本研究グループでは、発足以来、

密度行列繰り込み群（DMRG）を用いた量子化学計算法の開発を進め、大次元の多

参照電子状態の高速計算を実現してきた。この量子シミュレーション技術を用いて、

従来適応不可能とされたチャレンジングな分子系に対する電子状態計算を行い、有

機分子のポリラジカル状態、磁性状態、電子励起状態、光合成を司る錯体分子の混

合原子価状態、量子スピン状態などを記述することができた。本稿は理論と応用に

ついて紹介する。

やない・たけし
1997年東京大学工学部応用化学科卒
1999年同大学院工学系研究科修士、
2001年博士（工学）2001年学術振興会
博士研究員 2002年米国Pacifi c Northwest 
国立研究所、同年Oak Ridge 国立研究所
博士研究員、2005年Cornell 大学博士
研究員を経て2007年1月より現職。

理論・計算分子科学研究領域
理論分子科学第一研究部門　
准教授

密度行列繰り込
み群に基づく量
子化学の最前線：
理論と応用

柳井　毅

はじめに

多電子理論とその量子化学

図1 分子軌道が擬縮重する系では、一電子描像（単一配置理論）を超えて多電子描像（多参照
理論）に基づき、化学結合、原子価結合の組換え、スピンや電荷の組換えを量子の重ね
合わせ状態として考慮する必要がある。擬縮重軌道の増加に従って、重ね合わせの電子
配置は急激に増大する。
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ルギーは擬縮重し、その為HOMOだけ

でなくLUMOへの電子占有も許す電子

配置を「複数」考慮しなければ正確な

電子状態を記述することができない（図

1）。このような強相関系は、一電子描

像のDFTの欠点が現れる系で、多体問

題として取り扱う必要がある。そのモ

デリングは、電子配置の重ね合わせと

して定式化できる（多参照法）が、そ

の自由度はネズミ算式複雑さを持つ（図

2）。例えば、擬縮重した軌道状態を

持つ原子が複数個結合することにより、

より大きな擬縮重性が現れ、その記述

に必要な重ね合わせの自由度は指数関

数的に増大し、既存の理論手法では適

用限界に容易に達する。こうした問題

は、固体物理の強相関現象（超伝導など）

の理論研究にも見られる一大チャレン

ジであり、また最近では分野融合によ

る活発な取り組みも見られる。

量子化学計算で扱う化合物おいて強

相関現象とはなんだろうか？バルクの

ようなマクロ電子系でなく、分子の電

子系において、強い電子相関がどんな

興味深い化学に関与しているのだろう

か？　一例としては、カロテノイドの

-*励起状態の許容状態と禁制状態が

挙げられる。許容状態は一電子励起的

な電子状態として、また、禁制状態は

二電子励起やそれ以上の励起キャラク

ターを持つ強相関な電子状態として知

られる [1]。興味深いことに、エネルギー

順位に関して、一電子励起の許容状態

より、二電子励起の禁制状態の方が順

位が低い（図3）。そのため、この禁制

状態は、光合成などにおけるエネルギー

移動を理解する上で重要な電子状態で

あると知られる。なぜ一電子余分に励

起させる禁制状態の方がエネルギーは

低いのだろうか？　これは一電子描像

を超える禁制状態が持つ強い電子相関

に起因する。この例のように、強相関

がからむ電子系では人間の直感に従わ

ない量子多体現象、“more is different”

な創発性が出現することがある。我々の

最近の研究（後述）では、光合成水分解

中心の多核マンガンクラスタやグラフェ

ンナノリボンも一電子的理解が通じない

系であることを示した [2,3]。このような

現象の背後には、指数関数的に複雑化す

る電子の物理があり、これを記述するに

は人間はもちろんコンピュータでも容易

に理解の限界に達する。

当研究グループでは、上述の限界

の打開に向け、密度行列繰り込み群

（DMRG）[4]と呼ばれる量子アルゴリ

ズムを量子化学計算に取り入れる新し

い手法開発を行っている。DMRGは、

Wilsonの数値繰り込み群から発展し、

強相関系の量子格子模型を効率よく厳

密対角化する物理手法として開発され、

今では物性物理の標準的手法として用

いられている。DMRG法では、格子サ

イト（量子化学では分子軌道に相当）

間の電子相関をブロック化し、各ブロッ

クでの電子状態を逐次求めながら、全

系に対する多体波動関数を再帰的（繰

り込み群的）に組み立てていくアルゴ

リズムである（図4）。繰り込み過程に

おいて、多電子の振る舞いに関する膨

大な情報量をコンパクトな有効表現へ

と圧縮することで、大自由度の量子的

重ね合わせ（エンタングルメント）状

態を多項式時間で高速処理することが

できる。そういった点でDMRG法は量

密度行列繰り込み群に基づく
電子状態理論の開発

図2 重ね合わせ状態の自由度は電子と軌道の数に対して指数
関数に（組み合わせ論的に）増大する。既存法では、16
電子16軌道系が扱えるサイズの限界（「指数関数の壁」）
である。マンガンクラスタのDMRG計算では1018次元
の配置空間を扱った [2]。

図3 カロテノイドの-*励起状態のS2許容状態（一電子性）
とS1禁制状態（多電子性）のエネルギーダイアグラム。
カロテンの励起状態はDMRG-CASSCF計算によっても
研究された [5]。
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子情報理論とも深い関係があることも

知られている。DMRGを用いた量子化

学計算法の開発は全世界的に取り組ま

れており、系を限れば、百電子百軌道

系またそれ以上サイズの多参照系を扱

うことも可能であり、その適応範囲は

従来法を遥かに超えることが示されて

いる。

我々は、これまで、DMRG法に基

づく化学の電子状態理論を展開し、最

先端の計算技術を駆使した方法論・

ソフトウエア開発を行ってきた [5-10]。

DMRG法を量子化学計算へ実装する際

の特徴的な工夫は、活性空間（active 

space）法と呼ばれるHilbert空間のモ

デル化を用いる点にある（図5）。活性

空間法では、系の全電子と分子軌道の

うち、擬縮重状態に起因するものとそ

れ以外に分割し、活性空間に限定して

DMRG計算を行うことで効率よく多参

照状態を記述する。以下、我々が開発

してきた理論手法（非経験的DMRG法）

を簡単に紹介する。

(1) DMRG-CASSCF法 [5]： DMRGの多

電子描像の基礎となる一電子波動関

数（分子軌道）の最適な形を求める。

活性空間法では、活性軌道の選択に

任意性があり、特に金属系などでは

その選択が難しいが、本手法で最適

な軌道を決定し整合性の高い記述が

得られる。

(2) DMRG-CASPT2法 [7]： DMRG法で

活性空間に限定した多参照状態を求

めたのち、活性空間とその補空間と

の間における相互作用（動的電子相

関と呼ばれる）を二次の摂動論によ

り補正する。動的電子相関の考慮は、

エネルギー等の定量的な議論に欠か

せないと知られる。

(3) DMRG-CT 法 [8] お よ び DMRG-

MRCI法 [9]： 動的電子相関をクラス

タ展開（e-A H eA）および配置間相互

作用法により高次相関まで取り込む。

(4) F12-DMRG法 [10]： 天能（神戸大）

が近年提唱したF12相関因子を用い

て、露わな二電子間の相互作用を予

め解析的に取り入れ、電子相関の収

束性を飛躍的に改善する。

以上の他にも、エネルギー核座標微

分（フォース）、状態間のスピン軌道相

互作用、EPRパラメータなどの物性値

をDMRG計算から算出する手法開発も

行っている。

我々は、この最新鋭の計算技術を挑

戦的な分子の電子状態解析に実践投入

し、一電子描像を超えて、これまで誰

もが見たことのない計算レベルで化学

の電子状態の世界を探求している。以

降その応用研究を示す。

我々は、DMRG法により、光合成酸

素発生反応中心であるマンガンクラス

タの電子状態をほぼ完全解の精度で数

値シミュレーションすることに成功し

た [2]。水分解酸素発生の反応メカニズ

ムは、光合成の最大の謎の一つとして

知られている。謎解きの鍵となるのは

活性中心とされるマンガンクラスタの

働きである。2011年に日本の研究グ

ループによりその鮮明なX線結晶構造が

明らかにされたことから、反応機構の

解明に向けて急速な進展をみせている。

今回の計算では、多核金属クラス

タの波動関数を量子の重ね合わせ状態

（1018次元という膨大な自由度）とし

て求めた。その記述から各マンガンイ

オンの酸化状態など電子の様子に関す

る基礎的知見を高い信頼性で明らかに

図4 (a) DMRGのスイープアルゴリズムの概念図。分子軌道を一次元サイト（●）
に割り当て、右 (L)と左 (R)にブロック化を行う。ブロック長は逐次伸縮し繰り
返し波動関数を求め、最適な多体基底を組み立てる。(b) 繰り込みの概念図。

図5 活性軌道・電子とそれ以外に分割する
活性空間法の概略図。

光合成系 IIマンガンクラスタ
への応用研究
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した。各マンガンイオンの酸化状態は、

水2分子から4個の電子を引き抜いて酸

素を発生する能力と密接な関係にあり、

酸化状態の特定は反応機構の解明に有

力な情報を与える。その酸化数に関し

て、Ｘ線結晶構造を入力として得られ

た我々の計算値は、これまでにEPR分

光やＸ線吸収発光分光により確定され

てきた酸化数とは異なるものであった。

この酸化数の不一致は、最新のＸ線結

晶構造に修正の必要性があることを示

唆する。同時にこれは、Ｘ線ダメージ

によりマンガンクラスタが構造変化を

起こしているという最近の仮説を支持

するものである。

またマンガンイオン酸化数の異なる

2つの状態のエネルギーポテンシャル

曲線を計算し2つの状態が交差する点

を発見した（図7の青線と赤線の交点）。

金属錯体の高い触媒能を支える特徴の

一つとして、反応障壁を回避しながら

効率的な反応経路をたどるために、状

態交差点でポテンシャル曲面を巧みに

乗り換える現象が知られる。一般には、

その状態交差は項間交差で起こると考

えられてきたが、今回発見した状態交

差は、スピン状態を変えることなく交

差（円錐交差）する極めて特殊なケー

スである。項間交差と比べ円錐交差で

の状態の乗り移りは格段に効率がよい

ことからも、マンガンクラスタの持つ

高い触媒能を解き明かす上で特に重要

な知見である。また本研究では、EPR

分光法から得られる磁気的相互作用パ

ラメータをDMRG計算から求めた。酸

化数と比較してより微細な電子的物性

量（観測可能）を用いて、結合長や結

合角などの分子構造に関して妥当性を

一段と詳細なレベルで検証できること

を示した。

これらの成果は、光合成酸素発生反

応のメカニズム解明に重要な知見をも

たらすのみならず、本計算手法が、生

体中の金属酵素の触媒作用を飛躍的な

計算精度で解釈、予測するための強力

な基盤技術であることを示すものであ

る。最近は単核・多核鉄のヘム、非ヘ

ム系への電子状態計算にも挑戦してお

り、近々結果を報告できると思う。

グラフェンはその重要な性質の一つ

に驚異的な電荷移動度を持つことが知

られるが、そのままでは金属的である

ため、終端したグラフェンナノリボン

（GNR）が次世代有機半導体のナノ材料

として期待されている。現在ペンタセ

ンが有機半導体として用いられている

が、より高い電荷移動度をもたせるた

めにグラフェンを模倣するように長鎖

GNRの合成に注目が集まっている。ノ

ナセンやテランセンなどは最近単離に

成功しているが、さらに長いGNRを合

成することは大きな挑戦である。GNR

の合成の難しさに、ジグザクエッジに

創出するラジカルの存在がある。

我々化学者はベンゼンやナフタレ

レンが閉殻非ラジカル種であること

は知っているが、もう一方の極限では、

無限長のGNRは無限個のラジカルをも

つことが簡単な数理モデルから示され

る。ベンゼンはGNRの基本単位である

が、どうしてそれらが長いGNRを構

成するとラジカルを創出するのだろう

か？　我々はこのラジカルの創発現象

図6 (左 ) 光合成系 II酸素発生中心マンガンクラスタのX線結晶構造。
(右 ) 各マンガンイオン酸化状態を表す自然軌道電子占有数の
解析。非整数の電子占有数は重ね合わせ状態に由来する。

図7 構造変化に沿ったエネルギーポテンシャルの模式図（縦軸：エネルギー、横軸：
構造変化）。EXAFS/EPR構造モデル（左）とXRD構造モデル（右）の基底状
態は異なるマンガンイオン酸化状態にあり中央の円錐交差点で交差している。 

グラフェンナノリボンのラジカル
状態への応用研究
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の解明に向け、DMRG計算によりラジ

カル構造のサイズ依存性に関する定量

的な解析を行った。

本研究では、GNRの全電子軌道

からなる活性空間を用いて、これまで

計算が難しかった長鎖GNRの多参照波

動関数を求めた [3]。モデルとするGNR

は幅一定（ベンゼン3個分）としてエッ

ジ長を大きくしサイズ効果をシミュ

レートした。多電子波動関数から電子

占有数を求め、開殻・ラジカル性を定

量化した。計算の結果として (i)リボン

長に従いエッジ局在化するラジカル軌

道の様子 (ii) ラジカル電子数の増加の様

子 (iii) アセン系との比較による幅効果

などを明らかにした（図8）。ジラジカ

ルはDFTのスピン分極モデルで記述さ

れるが、GNRで出現するポリラジカル

状態はスピン揺らぎが大きく多参照理

論による取扱いが重要になる。本研究

は分子とバルクGNRのラジカル性を橋

渡しする記述を与えた。

多電子理論は福井理論のような人に

分かり易い理論を提供しないのか？と

指摘されることがあるが、多体現象は

一電子描像のような単純さや規則性が

ないが故に思いもよらない現象・機能

を生むのだと筆者は感じることがある。

そこでは計算が理解の本質を導いてく

れる（もちろん人間はコンピュータよ

り賢いはずだが）。本研究グループでは、

非経験的DMRG法の計算ソフトウエア

の整備を進めており、多参照性が表れ

る錯体化学や光化学などに対する量子

化学計算に広く役立てばと期待してい

る。電子の振る舞いを正しく予測する

事が出来れば、時々刻々と進む化学反

応の詳細な情報を直接取り出せる。理

論計算のそのような強みを生かしたい。

本稿では我々自身の手による実践的な

チャレンジングな系への応用計算を示

すことができたと思うが、その他にも、

我々のソフトウエアを通じた共同研究

も現在進んでいる。我々の基礎的な開

発が、既存の限界や概念を打ち破る新

しい理論化学へと展開していくことを

期待する。

以上で紹介した非経験的DMRG法の

開発およびマンガンクラスタの研究は

倉重佑輝助教が主に行ったものであり、

GNRの研究および関連した開発は水上

渉博士（元総研大生）が主に行ったも

のである。その他現在進行の研究も含

め、グループメンバーおよび共同研究

者全員に感謝の意を表したい。

略語：DFT (density functional theory); 

DMRG (density matrix renormalization 

group); CASSCF (complete active 

space self-consistent field); CASPT2 

(comple te ac t ive space second-

order perturbat ion theory); MRCI 

(multireference confi guration interaction); 

GNR (graphene nanoribbon)

図8 (a)グラフェンナノリボンのエッジ軌道の
サイズ依存性。 (b)自然軌道の占有数の
サイズ依存性。2=二重占有、0=非占有
であり、それからのずれとして開殻やラ
ジカル（1=unpaired）は記述される。

まとめと今後の展開
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協奏分子システム研究センターは

2013年4月に発足し、分子科学研究所

がこれまでに培ってきたナノサイエン

スに関する研究資産をベースに、「分子

それぞれの性質が高次構造を持つ分子

集団系の卓越した機能発現にどう結び

つくのか」という学問横断的な重要課

題に挑戦します。

ポイントは多重の階層を越えて機

能している分子システムの知恵に学ぶ

ことです。システムの構成要素である

分子について理解を深めるのに加えて、

それぞれの分子がどのようなネット

ワークや制御を介して混然一体となり、

階層構造へと繋がっていくのかを解明

する必要があります。分子に秘められ

た固有の機能を、システムはときには

数ケタもことなる時空間スケールへと

押し上げて突如発現させ、またときに

はマスクするように作用します。この

ような制御を自律的にかつ僅かなエネ

ルギーで行う系を協奏分子システムと

命名し、センターではその解析や創成

に取り組みます。協奏分子システムの

原理が解明されれば、新規システムを

創成して生命機能や分子機能を発現さ

せることも夢ではなくなります。

ミッション達成に向けて、各階層を

究めた研究者を微細なナノスケールの

分子科学からタンパク質や細胞のよう

なマクロで不均一な分子科学まで幅広

く募り、「解析」、「創成」、「システム研究」

をミッションとする3つの研究部門に

配置しています。未踏の領域に切り込

む若手独立フェローから、分野をリー

ドするシニア研究者まで、異なる学問

領域の研究者が集う、幅広くも層の厚

いメンバー構成です。キックオフ・ミー

ティングを4月2日に開いてメンバー間

の交流を深めました。

研究活動や研究成果については、ウェ

ブサイト（http://cimos.ims.ac.jp/）から

の情報発信、ワークショップ、セミナー

等の開催を通じて広く社会に発信して

いきます。また、国内外の主要な研究

拠点との連携を深め、協奏分子システ

ム研究の国際的拠点となれるよう努力

していきたいと思います。当センター

の活動に対する、ご協力とご支援をお

願いいたします。

（秋山 修志　記）

協奏分子システム研究センターが発足

センターメンバーの集合写真

ウェブサイト
http://cimos.ims.ac.jp/
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ベルリン自由大学と国際連携協定締結

2013年 6月に分子科学研究所はベ

ルリン自由大学（FUB）と分子科学

分野での国際連携協定を締結しまし

た。個人ベースの交流を発展させ、今

後は組織ベースになります。具体的

な連携相手はDepartment of Physics

とDepartment of Biology, Chemistry, 

and Pharmacyに属する研究者、学生

です。後者には Institute of Chemistry 

and Biochemistry, Institute of Biology, 

Institute of Pharmacyが属しています。

Departmentは日本の学部相当で、学科

相当は Instituteと呼ぶようです。連携

相手が大学になった背景として、（1）

複数の学部が含まれること、（2）大学

として国際連携に力を入れていること、

（3）大学としての協定の方が継続して

対応できる（Deanが交代しても）こ

となどがあります。学長と所長がMOU

に署名する前に、国際連携部Deanの

Elke Löschhornさんの部屋で、関係者

と懇談しながら筆頭副学長のMonika 

Schäfer-Korting教授と私で内容確認を

し（下記写真左参照）、学長にも挨拶を

してきました。

ドイツでは2006年より国として研

究大学強化事業（Excellence Initiative）

が始まり、6年おきに140大学からトッ

プ11大学を選抜するようになりまし

た。2012年の2回目の評価で5大学の

入れ替えが起きましたが、FUBはトッ

プ11大学を堅持した6大学のひとつで、

そのキャッチフレーズは International 

Network Universityです。FUBは、ド

イツが東西に分断されたときに、ソ連

占領地区（東ベルリン）に属すること

になったフンボルト大学からの離反者

が1948年に英米仏の占領地域（西ベ

ルリン）に創設した総合大学です。西

ベルリンは西ドイツ領ではなく英米仏3

カ国の統治領でしたので、西側の支援

の下に大学が作られ、創設時から国際

大学の役割を果たしてきました。現在、

学長の下に大学全体の国際関係を統括

する国際連携部が置かれています。

ドイツでは大学の制度改革が進み、

大学教授資格（Habilitation）取得の必

要性から教授（任期なし）着任の年齢

層が高くなっていた、つまり研究者と

しての自立が遅くなっていた状況を抜

本的に是正するために、2002年より

Habilitationなしで30歳前半から独立し

た大学教授に採用するJunior Professor

制度が始まりました。任期のある

Junior Professorにはドイツ特有の教

授（昔はC2～C4、今はW1～W3の

レベルあり）の内部昇格禁止ルールが

適用されませんので、Habilitation がな

くなったものの、Junior Professorを経

ないと教授（任期なし）になれないシ

ステム設計になっています。FUBでも

この新制度を積極的に取り入れており、

同時に女性の雇用も増やしているよう

です。分子研独自の若手独立フェロー

と非常に似通った制度ですので、若手

同士で直接、研究交流や交流人事がで

きそうです。こちらでは博士号取得後、

他大学での2年以上の研究歴があるこ

と、かつ、博士号取得後、6年を超えな

いこと（育児期間等は除く）が採用条

件であり、採用されても研究費は自分

で稼ぐ必要があるなどの厳しさがあり

ます。

ベルリン自由大学は以上のような大

学です。是非、国際連携協定締結を機

会に研究交流を進めて下さい。研究所

外の方もご参加いただけると幸いです。

 （小杉 信博　記）

国際連携部で筆頭副学長とMOUの確認中
学長室、国際連携部のある大学本部建物前。正面には核分裂
発見者のOtto HahnとLise Meitnerの記念館が見える。
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桑島邦博教授退職記念の会

分子科学研究所　生命・錯体分子

科学研究領域、岡崎統合バイオサイエ

ンスセンター　戦略的方法論研究領域

教授の桑島邦博先生が、平成25年3月

をもって定年退職されました。桑島教

授は、昭和46年に北海道大学理学部高

分子学科を卒業されました。蛋白質の

非天然状態に関する研究によって博士

号を取得され、北海道大学理学部教務

職員、スタンフォード大学博士研究員、

北海道大学理学部助手、東京大学大学

院理学系研究科物理学専攻助教授、同

教授を経て、平成19年1月に分子科学

研究所・岡崎統合バイオサイエンスセ

ンター教授として着任され、研究と教

育に従事されてきました。

桑島先生の定年退職にあたり、平

成 25年 3月 6日午後より岡崎コン

ファレンスセンター大会議室におい

て退職記念の会を開催しました。記

念事業として、大峯巖所長のお祝い

の言葉の後、英国ケンブリッジ大学

のChristopher M. Dobson 教授、韓国

KIAS（Korea Institute for Advanced 

Study）の Jooyoung Lee 教授のお二

方を講師とし、記念講演会を開催し

ました。記念講演会では、Dobson

教 授 に よ る「New Approaches to

U n d e r s t a n d i n g a n d P r e v e n t i n g 

Neurodegenerative Diseases」、Lee教

授による「Global Optimization 

by Conformat ional Space 

Annealing and its Application 

to Biological Systems」と題した講演が

行われました。記念講演会で講演をお

願いしたお二人の先生方は、いずれも

桑島先生と同じ研究分野において研究

を進めており、桑島先生とも長く親交

を深めてこられたこともあり、随所に

桑島先生とのエピソードを含めて講演

していただきました。

記念講演会に引き続いて、桑島教授

による最終講義「My Studies on Protein 

Folding̶ In commemoration of the 

retirement in 2013」が行われました。

桑島邦博教授は、生物物理学・蛋白質科

学の分野、特に、蛋白質のフォールディ

ング機構の研究において、モルテン・グ

ロビュール状態と呼ばれる非天然状態を

発見し、それが蛋白質のフォールディン

グ反応の中間体であることを証明され、

世界にその名を轟かせるとともに、世界

の蛋白質科学研究における一時代を築か

れました。最終講義においては、大学院

生として研究を始められた頃から現在に

至るまでの研究の歩みを、その時々の写

真も交えながら、約1時間にわたってお

話していただきました。

最終講義の後、岡崎コンファレンス

センター中会議室において記念祝賀会

を開催し、研究所内、所外合わせて98

名（所外56名、所内42名）の方々のご

出席を賜りました。記念祝賀会は、大

峯巖所長のご挨拶、ケンブリッジ大学

のChristopher M. Dobson 教授、KIAS

（Korea Institute for Advanced Study）の

Jooyoung Lee 教授、名古屋大学大学院

理学研究科の岡本祐幸教授、東京大学

大学院新領域創成科学研究科の能瀬聡

直教授にご祝辞を頂き、岡崎統合バイ

オサイエンスセンター長である高田慎

治教授による乾杯で始まりました。

歓談の後、最後に桑島先生よりご挨拶

を頂き、記念品ならびに花束の贈呈を行

い、盛会のうちに無事記念祝賀会を終え

ることができました。年度末のお忙しい

中、退職記念の会にご出席いただいた皆

様、ならびにこの記念事業のために様々

なご支援をいただいた分子研の皆様に対

して心より御礼申し上げます。

（青野 重利　記）
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平成25年3月20日、東京千代田区

の学術総合センター一橋講堂において

第14回自然科学研究機構シンポジウム

が開催された。概ね年2回のペースで

開催されてきた本シンポジウムである

が、今回は分子科学研究所がホスト機

関としての役割を担い「分子が拓くグ

リーン未来」と題して環境やエネルギー

に関わる幾つかのトピックスを紹介し

た。シンポジウム冒頭、佐藤勝彦機構

長のご挨拶、大峯巖分子研所長からの

シンポジウム趣旨説明につづき、最初

の講演者である大阪大学の福住俊一教

授には基調講演として光合成の分子科

学的研究の概要と先端をご紹介いただ

いた。 

分子研、京都大学、東京大学、トヨ

タ自動車から人工光合成、先端的ナノ

材料、太陽電池研究、空中窒素資源の

有効利用、新しい電池技術、環境調和

型化学合成などの未来型技術革新を予

感させる魅力的な研究成果が次々と紹

介された。講演会の最終登壇者として

ノーベル化学賞受賞者であられる米国

パーデュー大学の根岸英一教授がノー

ベル賞受賞研究の立脚点でもあるdブ

ロック遷移金属の特性を紹介され、さ

らにはそれら金属元素の特性を利

用した全く新しい化学合成手法

を示された。講演会終了後には

シンポジウムのコーディネーター

でもあられる立花隆氏と根岸教授

との対談が催され、根岸教授が先

導される国家的研究プロジェクト

ACT-Cに関する展望・期待、そし

て二酸化炭素の有効利用への夢などシ

ンポジウムを総括するような意見交換

がなされた。

講演会に加え、別室では自然科学研

究機構に属する5研究所からの展示発

表もあり、休憩時間には多くの聴衆が

研究機器のデモ操作や研究内容紹介に

参加した。

シンポジウムは分子科学研究所（岡

崎コンファレンスセンター）にもリモー

ト中継され、東京会場とあわせておお

よそ500名近い聴衆を得、成功裏に閉

会した。

さて、余談では有るが筆者は根岸・

立花両先生、大峯研究所長、大島教授

（広報委員長）と共に前日夜にシンポジ

ウム（特に両先生の対談）の打合せを

持ち、美味なる北海の海の幸と少々の

アルコールのせいもあり、延々 4時間

近い懇談（放談）を大いに楽しむこと

ができた。またシンポジウム後には立

食にて軽い食事を取りながらシンポジ

ウムにご参加いただいた先生方（特に

登壇者の方々）と懇親と意見交換をし、

これまた楽しいひと時を過ごす事がで

きた。

さらに本シンポジウムの内容につい

て、立花隆氏が文藝春秋2013年5月

号の巻頭コラムにて「有機合成新時代」

と題して大きく取り上げてくださった

ことは望外の幸せであった（下記参照）。

最後にシンポジウム内容の立案・運

営に微力ながらも参加した者として、

ご登壇いただいた先生方、またシンポ

ジウムを運営・サポート下さった分子

研の皆様、機構本部の方々にこの場を

借りて厚く御礼申し上げます。

（魚住 泰広　記）

第14回自然科学研究機構シンポジウム「分子が拓くグリーン未来」報告

人工光合成の研究者、正岡重行・分子科学研究所准教授は、人工光合成が実現するには、まだまだ時間がかかるが、これが実

現したら、生物進化史上画期的進化とみなせるという。「これまでの生物界では、太陽エネルギーを直接捕集して、食物に変えら

れるのは、植物だけでした。動物はそれを食べてエネルギーを得るだけの一方的消費者でした。しかし、人工光合成ができたら、

人間は独立の食物エネルギー生産者になるのです。これは動物で最初のことで、進化史を塗りかえる出来事になります」という。

生物学の用語で、従属栄養生物、独立栄養生物という言葉がある。人工光合成が可能になったら、人間は人類全体として従属

栄養生物から独立栄養生物に転換が成るのだ。これは、数億年に一回あるかないのか大進化といっていいだろう。そしてその暁

には、食物、エネルギーのみならず、人間が必要とするほとんどあらゆる物質を有機合成で太陽エネルギーから作り出せる時代

になるわけで、文明の様相は一変するだろう。

文藝春秋2013年5月号　『有機合成新時代』立花隆（一部引用）
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佐藤勝彦機構長のリーダーシップ、

岡田清孝担当理事による取り纏め、自

然科学研究機構（NINS）5機関の世話

人各1名による検討、事務局企画連携

課の方々の支援などにより、昨年度末

の2013年2月5日～7日の3日間、芦

ノ湖畔のザ・プリンス箱根に缶詰状態

で上記研究会が開催されました。参加

者は5機関からの推薦（非公募）で各

15名前後になるように調整され、主に

中堅・若手研究者（助教以上）を中心

に機構内ばかりでなく外部も含めて選

ばれました。

このColloquiumの目的は、個別テー

マについての単なる研究会ではなく、

自然科学の各分野を先導している5機

関が協力して、将来に向けた新たな横

断的な科学研究テーマを提言する、と

いうところにあります。それを実現す

るため、「哲学及び社会科学」の観点か

ら全体講演2件と「物質」「生命」「宇宙」

「エネルギー」の4分野から全体講演各

2件の中で「自然科学の将来像」に触れ

ていただいた後、5機関関係者が適度

に混ざる形で「生命システム」「時間」

「多様性」「新物質と新機能」「地球環境

の近未来」の5分科会に分かれて、参

加者全員でブレーンストーミングを行

い、最終日にその内容をそれぞれ発表

し、全体討論を行うという形式を選択

しました。分子研にも各分科会から最

低1名の参加要請があったため、議論

がかみ合いそうにない「時間（時間概

念も含む）」、「地球環境の近未来（宇宙

現象も含む）」にも無理強いでお願いし

ました（参加して下さった方に感謝し

ます）。全体講演に分子研からお願いし

た講師は若手独立フェローの石崎さん、

准教授の正岡さんで、趣旨に添ったす

ばらしい講演をして下さいました。講

演後、それぞれ「生命システム」、「新

物質と新機能」の分科会での活発な議

論に参加いただきました。また、分子

研が世話役だった「新物質と新機能」

分科でのブレーンストーミングは、分

子研教授の山本さんに取り纏めをお願

いしました。具体的なターゲットとな

る新たな物質や機能を定めるような議

論は所詮、無理な話でしたが、ターゲッ

トを決める際に必要になる基本的な考

え方についてはうまくまとめて下さっ

たと思います。

なによりよかったのは、人里離れた

ところに強制的に押し込められて、寝

食をともにしつつ、ゆったりと過ごせ

たところです。議論がかみ合わなくと

も、分野入り乱れて、丸テーブルで一

緒に夕食やアルコールを楽しみながら

議論したりすることで、自然科学研究

機構としての一体感を感じることがで

きましたし、そのことによって自然発

生的な研究連携がいろいろありそうだ

という気配を感じることもできました。

分子研内の研究者同士でも、何が研究

上問題になっていて、お互い何が共同

研究として期待されているかなどの議

論が必要であることが浮き彫りになり

ました。今後の課題だと思います。平

均しておとなしい分子科学の研究者に

は、全体講演や全体討論での歯に衣着

せぬ質疑応答なども刺激的だったと思

います。佐藤機構長のお考えでは、将

来的には国際会議にしていく方向性も

あるのですが、議論した内容から国際

会議に耐える具体的な提言にまとめあ

げるには、もう少し時間が必要な気が

しました。佐藤機構長も1回だけでは

難しいと判断され、第2回目もほぼ同

じ形式で開催することが決まりました

（静岡県掛川ヤマハリゾート「つま恋」

で2013年12月16日～18日）。分子研

の世話役は継続性を考えて山本教授に

バトンタッチしました。放送大学准教

授の安池智一さんにも協力をお願いし

ております。詳細は以下のページをご

覧下さい。

所外の方：http://www.nins.jp/public_

information/colloquium.php

所 内 の 方：http://www.nins.ac.jp/

s taffon ly / index/ 0 8 _kikakurenkei /

colloquium/colloquium.html

（小杉 信博　記）

第１回NINS Colloquium「自然科学の将来像」報告

夕食会・懇親会の様子（大峯所長のスピーチ）
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唯美津木准教授に第１回女性化学者奨励賞

山根宏之助教に第２回自然科学研究機構若手研究者賞

石月秀貴助教にレーザー学会平成25年度第37回業績賞（進歩賞）

東林助教に第31回有機合成化学奨励賞、住友化学研究企画賞

大迫隆男助教に有機合成化学協会　研究企画賞

2013年3月に開催された日本化学会

春季年会において、「固体表面での分子

レベル触媒構造の構築とその機能の可

視化」の研究で第1回女性化学者奨励

賞を頂きました。これまでお世話になっ

た先生方、一緒に研究をしてくれたス

タッフ、学生の方々、SPring-8やPFの

共同研究者の方々にこの場を借りて深

く御礼申し上げます。

金属錯体の固定化や固体表面での固

定化金属錯体の構造変換を通じて、様々

な金属活性構造を固体表面上に構築す

る研究に取り組んできました。担体と

なる酸化物表面の水酸基と金属錯体の

アルキル基等と反応し、化学結合を形

成するので、特定の金属錯体を固体表

面に選択的に固定化することができま

す。新しい配位構造を作り出すことで、

固体表面との化学結合が金属活性サイ

トの触媒作用にどのように関わるのか、

その構造を明らかにしてきました。

また、分子研に移ってから、SPring-8

のX線マイクロビームを用いた顕微

XAFS分光法やX線ラミノグラフィー

XAFS法を触媒材料の構造解析に展開

し、固体触媒材料のナノ構造を2次元、

3次元的にイメージングすることに取

り組みました。2012年には、SPring-8

と共同で、世界で初めてX線ラミノグ

ラフィー法とXAFS分光法を合わせたX

線ラミノグラフィー XAFSの測定を成

功させ、固体高分子形燃料電池膜電極

接合体内部の電極触媒の分布や化学状

態を3次元的に可視化しました。これ

らの研究を評価して頂けたことを大変

嬉しく思っています。

女性研究者の数はまだ少なく、女

性化学者を増やすために様々な活動が

行われています。学生の男女比は化学

の分野ではだいぶ改善してきましたが、

研究者として続けていくには女性固有

の様々な問題が存在することも事実で

す。一方で、女性研究者の数が少ない

ために、研究以外の業務負担が一部の

女性研究者に集中しがちなおかしな状

況も発生しています。これらのアンバ

ランスが是正され、よりよい環境を作っ

ていくことに少しでも貢献できればと

思っております。

（唯 美津木　記）

唯美津木准教授（現名古屋大学教授）に第１回女性化学者奨励賞

この度、「シンクロトロン光を用いた

有機ナノ集合体の系統的電子状態研究」

という題目で、第2回自然科学研究機

構若手研究者賞を受賞いたしました。

本賞は、天皇陛下御即位二十年を祝う

奉祝曲「太陽の国」（歌唱：EXILE）の

収益の一部について、エイベックス・

エンタテインメント株式会社から自然

科学研究機構が寄付を受け、若手研究

者支援・奨励のために創設されたもの

です。

受賞理由となった私の研究内容は、

表面科学的アプローチによる有機薄

膜・界面の構造制御とシンクロトロン

光（UVSOR施設）の偏向特性・波長可

変性を駆使した光電子分光測定により、

従来は議論が困難だった有機半導体の

薄膜・界面の構造と電子状態の相関を

元素・官能基レベルで解明しようとす

るものです。今回の受賞に際し、佐藤

勝彦機構長や各研究所長を前にした本

山根宏之助教に第２回自然科学研究機構若手研究者賞
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研究内容のヒアリング、日本科学未来

館の科学コミュニケーター松山桃世博

士との打ち合わせ、そして高校生や一

般の方々を対象とした受賞記念講演な

ど、多くの貴重な経験を積む機会を頂

きました。6月16日に日本科学未来館

のみらいCANホールで開催された受賞

記念講演会では、機構5研究所から選

出された各受賞者の出身高校生徒・先

生、東京近郊のスーパーサイエンスハ

イスクール指定校生徒、一般参加者な

ど多くの方に参加して頂きました。講

演の後、ミート・ザ・レクチャラーズ

という一般参加者と受賞者が直接対話

できる機会が設けられました。私には、

有機・バイオ・グリーンエレクトロニ

クス、エネルギーバンド理論、UVSOR

やSPring-8などのシンクロトロン光施

設とCERNなどの大型ハドロン衝突型

加速器との違いなど、非常に高度な内

容の質問を受けました。近年は理系離

れが深刻化しているという話を聞きま

すが、理系に興味を持っている生徒た

ちは寧ろ先鋭化しているのではないか

という印象を持ちました。また、「分子

研で働きたくなったのですが、どうす

れば良いのですか？」という嬉しい質

問も頂きました。初めての経験でした

が、今回の受賞記念講演会のミッショ

ンはなんとか達成できたのではないか

と思っています。

（山根 宏之　記）

このたび、レーザー学会第 427回

研究会での研究会報告「10mm厚

PPMgLNデバイスによる0.5J級光パラ

メトリック発振」で、平成25年度・第

37回業績賞（進歩賞）を受賞すること

ができました。この賞は、過去2年間

のレーザー学会関連論文発表および研

究会報告などにおける、レーザーに関

する研究および製品の開発に関し顕著

な成果を示した研究の連名者全員に対

して授与されるものです。

今回受賞した研究は、分光や分

析、加工や通信など、種々の利用が期

待できる中赤外光を非線形光学波長変

換により発生するための周期分極反転

（PPMgLN）素子を、従来に比べ大口径

化することで、高効率かつ高エネルギー

の波長変換を実現したものです。この

研究は、平等准教授が分子研に着任以

来、（当時の）栗村助手、および庄司

博士らと共に進めてきたものです。研

究開始当時の分極反転素子は、波長

変換効率は高いものの

素子開口が小さいた

め高エネルギーパルス

レーザー光の取扱いに

は不向きであり、ナノ

秒パルス動作で数ミリ

ジュール程度の光パラ

メトリック発振出力が

限界でした。これが現

在では2桁程度向上し、

本研究では0.5ジュール

を越える赤外光出力を

実現することができました。

このような大口径 PPMgLN素子

は、単純に波長変換レーザー出力の向

上のみならず、取り扱う波長変換パル

スのスペクトル帯域拡大にも有効で

す。現在では国内外の共同研究にこの

PPMgLN素子を提供することで、種々

のレーザー光発生に利用されるに至っ

ており、今後もさらにこの研究を進め

ていく予定です。

最後に、本研究を進めるにあたり御

指導・御支援いただきました、物質・

材料研究機構の栗村直博士、東京工業

大学の藤井正明教授、中央大学の庄司

一郎教授、島津製作所の齊川次郎博士

など共同研究者の皆様、分極反転装置

の作製に御協力いただいた分子研装置

開発室の皆様、および所内および研究

室の皆様に深く感謝します。

（石月 秀貴　記）

石月秀貴助教にレーザー学会平成25年度第37回業績賞（進歩賞）

受賞者記念写真（前列の右から2番目が筆者）

受賞者記念写真（前列の一番右が筆者）
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このたび、「おわん型共役分子バッ

キーボウルの合成」の研究において、有

機合成化学協会の第31回有機合成化学

奨励賞、研究課題「三次元共役へテロ

環化合物の開拓」によって、同協会住友

化学研究企画賞の表彰を受けました。有

機合成化学協会は「有機合成化学と工業

の発展」を掲げて1942年に発足して以

来71年の歴史を有し、理学、工学、薬

学、農学、生化学、医化学の学際を超え、

産官学の研究者が集う伝統ある団体です。

奨励賞は有機合成化学または関連産業に

貢献する研究をなした40歳以下の研究

者に送られる若手の賞です。また、研究

企画賞は独創的な萌芽的研究に対して賛

同企業の寄付によって助成金を贈呈する

賞です。奨励賞はフラーレンの部分構造

に相当するバッキーボウルと呼ばれるお

椀型共役炭化水素化合物において、不

斉（キラリティ）を持つキラルバッキー

ボウル、窒素原子を含むキラルアザバッ

キーボウルの合成法を開発、またこれ

らの性質・物性を明らかとしたことが主

な対象となりました。近年、おわん型に

限らず、従来の平面型π電子系化合物、

あるいは非有機合成的な手法で合成され

るフラーレンやカーボンナノチューブと

は異なり、有機合成的な手法を用いて三

次元の非平面型電子系の物質科学を開

拓する研究が進展してきています。今回

の受賞は共に今後の研究の発展を奨励す

るものであり、今回の受賞を励みにさら

に精進していきたいと思っています。最

後に今回受賞の対象となりました研究は

決して私のみの力で成し遂げられたもの

ではなく、このような研究の機会を頂き

ました櫻井英博准教授を始めとしまして、

共同研究者の方々にこの場を借りて深く

感謝致します。

（東林 修平　記）

東林助教に第31回有機合成化学奨励賞および住友化学研究企画賞

有機合成化学協会授賞式（後列左）

この度、有機合成化学協会　研究企画

賞（塩野義製薬　研究企画賞）を頂まし

た。櫻井グループの東林修平助教も本賞

（住友化学　研究企画賞）を受賞されて

おり（奨励賞を合わせ同時受賞！）、今

年度、分子研からは、2名の受賞者を輩

出いたしました。本研究企画賞は、これ

までの成果に対する評価ではなく、所属

先や名前など特定できないよう匿名で研

究プロポーザルが審査に付され、優れた

萌芽的研究企画に対して、各冠企業から

賞が与えられるものであり、まさに研究

企画力を試すという若手有機合成化学者

における登竜門であります。

今回、私は、「高分子担持不斉銅触媒

によるフロー系有機分子変換工程の開

発」についての研究企画に関して、塩

野義製薬様から本賞を頂きました。カー

トリッジ化した触媒を予め組み込こん

だ反応流路に、反応基質溶液を流し込

むだけで、反応を完結させるフロー有

機分子変換反応システムは、従来のフ

ラスコ反応よりも、簡便かつ高効率に

反応を完結させることができる次世

代型有機分子変換反応システムとして、

最近、注目を集めております。しかし

ながら、フローシステムに適応できる

効率的な担持不斉遷移金属触媒は、未

だ数が限られており、その開発が期待

されております。そこで、私は、高分

子担持不斉銅触媒の創製およびフロー

工程への展開に関する研究を展開する

ことで、高効率 •高不斉選択的有機分子

変換が達成できるフロー反応工程の実

現を目指していきたいと考えておりま

す。今回は、『企画』での受賞報告でし

たが、次回は、その『成果』での受賞

報告となるよう、最善を尽くし、研究

に取り組む所存であります。

（大迫 隆男　記）

大迫隆男助教に有機合成化学協会　塩野義製薬研究企画賞

受 賞 者 の 声
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平成25年3月13日（水）、14日（木）

の2日間にわたって、文部科学省ナノ

テクノロジープラットフォームの分子・

物質合成プラットフォーム平成24年度

成果報告会が岡崎コンファレンスセン

ターで開催された。ナノテクノロジー

プラットフォームプログラムはナノテ

ク関係先端設備などの共同利用を促進

するための事業で、平成24年度より

10年の予定で始まったものであり、分

子科学研究所は、3つのプラットフォー

ムのひとつである分子・物質合成プラッ

トフォームの代表機関（参画実

施機関数11）と実施機関を担う

こととなった。代表機関の運営

責任者は横山利彦、運営マネー

ジャーは金子靖が務めており、

分子研実施機関の責任者も横山

である。24年度は初年度であり、

分子研が成果報告会をとり行っ

た。出席者は107名、成果報告

34件（口頭13、ポスター 21）

で大変盛会であった。機関紹介

（各実施機関）を行った他、文

部科学省からのご挨拶、ナノテ

クノロジープラットフォームセ

ンター機関からから事業全体説

明をいただいた。また、招待講

演として、名城大学の飯島澄男

先生から「ナノカーボン材料の

科学と応用」、東北大学・下村政嗣先生

から「ナノテクノロジーが支えるバイ

オミメティクス」、不二製油 (株 )中村彰

宏先生から「食品のおいしさを支える

多糖類の構造と機能」をお話しいただ

いた。初年度にもかかわらず、多くの

ハイレベルの成果が報告され、次年度

以降のさらなる発展が期待された。

文部科学省ナノテクノロジープラットフォーム　分子・物質合成プラットフォーム
平成24年度成果報告会

事業報告

平成24年より文部科学省国家課題

対応型研究開発推進事業における「元

素戦略プロジェクト＜研究拠点形成型

＞が開始しました。本プロジェクトは、

磁石材料、触媒・電池材料、電子材

料、構造材料の4領域から構成されま

す。その一つである触媒・電池の元素

戦略プロジェクトは、京都大学に研究

拠点を置き、材料創製、解析評価、電

子論の各グループを配置し、連携機関

として東京大学および分子科学研究所

が参画しています。分子研では電子論

グループを構成し、触媒・電池の界面

現象を解析するための方法論の開発を

行い、最適材料の理論予測を行います。

現在、エネルギー問題・資源問題は

社会的に解決しなくてはならない喫緊

の課題としてその重要性が高まりつつ

あります。本プロジェクトのミッショ

ンは明確であり、希少元素フリーの高

性能な触媒と二次電池を開発すること

にあります。触媒・電池の分野は近年

大きく進展しましたが、貴金属や希少

元素を使用することによって高性能化

してきた歴史があります。例えば、自

動車排ガス浄化触媒では白金、ロジウ

ム、パラジウムが使用され、二次電池

実験と理論計算科学のインタープレイによる触媒・電池の元素戦略研究拠点
Elements Strategy Initiative for Catalysts and Batteries (ESICB)

報告：物質分子科学研究領域　教授　横山 利彦

報告：計算科学研究センター　教授　江原 正博
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では、量産化や大型化によりコバルト

やリチウム原料の枯渇の可能性が急激

に高まっています。地球上の限られた

資源を有効に利用し、持続的社会を実

現するためには、汎用元素の利用によ

る触媒や電池の高性能化、触媒・電池

の元素戦略研究の進展が今まさに求め

られています。このような社会的な要

請に対して、本プロジェクトでは、触

媒の開発では自動車排ガス浄化触媒お

よび化成品合成触媒に焦点を絞り、二

次電池の開発ではナトリウム電池に焦

点を絞った研究開発を推進します。

本プロジェクトの特徴は、触媒・電

池という明確な材料開発の目標が設定

されており、実験と理論・計算化学の

インタープレイによって新規材料を開

発することにあります。そこでは複雑

な複合材料である触媒および電池の微

視的過程を解明し、複雑・複合系の化

学を深化させ、新しい基礎概念や法則

性を提案することも重要な課題となっ

ています。この研究開発を通じて、理

論化学に新たな課題が提供され、基礎

科学としての深化も期待されています。

電子論グループには分子科学と物性科

学の研究者が参加し、各分野の最先端

の理論によって複雑・複合系の科学に

挑戦しています。独自の理論によって

理論先導の材料開発を行うことが求め

られています。そして、この研究開発

を通じて、優秀な若手人材を育成し次

世代につないでゆくことも重要な課題

です。

昨年 7月に発足して以降、これま

でに2回の公開シンポジウム、次世代

ESICBセミナーなどを開催しました。

また、数回の触媒検討会・電池検討会

を実施し、実験と理論の交流を行いつ

つ、研究開発を推進しています。今後、

3つのグループがより緊密な交流を行

い、触媒・電池の革新的な材料開発が

実現することを期待しています。

最先端の光の創成を目指したネットワーク研究拠点プログラム（文部科学省）

文部科学省は、平成20年度より新

たな拠点形成事業として、「最先端の

光の創成を目指したネットワーク研

究拠点プログラム」（以下、光拠点事

業）を開始した。本事業は「ナノテク

ノロジー・材料、ライフサイエンス等

の重点科学技術分野を先導し、イノ

ベーション創出に不可欠なキーテクノ

ロジーである光科学技術の中で、特

に、今後求められる新たな発想による

最先端の光源や計測手法等の研究開

発を進めると同時に、このような最先

端の研究開発の実施やその利用を行い

得る若手人材等の育成を図ることを目

的として（文科省ホームページより

抜粋：http://www.mext.go.jp/b_menu/

houdou/20/07/08072808.htm）」実施

される。具体的には、光科学や光技術

開発を推進する複数の研究機関が相補

的に連結されたネットワーク研究拠点

を構築し、この拠点を中心にして（1）

光源・計測法の開発；（2）若手人材育

成；（3）ユーザー研究者の開拓・養成

を3本柱とする事業を展開する。

この光拠点事業の公募に対して、分

子科学研究所は、大阪大学、京都大

学、日本原子力研究開発機構ととも

に、「融合光新創生ネットワーク」と題

したネットワーク拠点を申請し、採択

された（http://www.mext.go.jp/b_menu/

houdou/20/07/08072808/003.htm）。

本年度で5年目を迎えるが、これまで

にこの拠点を舞台に、世界の光科学を

牽引する多くの素晴らしい研究成果や

人材が生み出されてきた。なお、この

他にもう1件、東京大学、理化学研究所、

電気通信大学、慶応義塾大学、東京工

業大学によって構成される「先端光量

子アライアンス」と題されたネットワー

ク拠点が採択されており、これら二つ

の異なる拠点間の交流による新たな展

開も進みつつある。

平成24年度の分子科学研究所におけ

る活動内容を以下にまとめる。

（A）光源要素技術の開発

マイクロドメイン制御に基づく超

小型高輝度高品位レーザーの開発に

おいて、世界最大OPO出力540mJの

10mm厚PPMgLNの作製に成功他、原

研とQUADRAに用いる次世代レーザー

モジュールの共同開発を推進した。

深紫外や中赤外領域における新しい

超短光パルス発生技術の開発において、

QUADRA-IR開発のための要素技術と

して、赤外コヒーレント光源を改良し、

新しい評価方法を開発した。全帯域で

ほぼ位相が揃っている、パルス幅6.9fs

のパルス発生と、電場の直接測定に成

功した。

超高精度量子制御技術のうち、コヒー

レント制御技術を分子集合体や凝縮相に

適用するための研究開発では、CREST

研究として進めている超高速量子シミュ

レーターの開発に必要な光格子ポテン

シャルの作成、およびさきがけ研究とし

て進めている固体パラ水素結晶中での時

報告：光分子科学研究領域　教授　大森 賢治
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空間コヒーレント制御において、京都

大学の野田進教授のフォトニック結晶

レーザーが有効であることが期待され

る。今年度も昨年度に引き続き、野田

グループとの研究交流を通じて、フォ

トニック結晶レーザーの将来的な導入

に向けた準備を進めた。また、極低温

リュードベリ原子を用いた超高速量子

シミュレーターの開発において、極低

温リュードベリ原子研究のパイオニア

であるHeidelberg大学物理研究所長の

Matthias Weidemueller教授との研究交

流を進めた。また、コヒーレント制御技

術を孤立分子や分子クラスターに適用

するための研究開発では、10 mJクラス

の出力を有し、周波数チャープを能動的

に制御可能な、新規コヒーレントナノ秒

パルス光源の開発に成功した。この光源

は、今後、孤立分子や分子クラスターの

ポピュレーション移動を制御する上での

重要な基盤装置となることが期待される。

時空間分解顕微分光技術の開発では、

超高速近接場光学測定系の更なる最適化

を進め、より装置の安定性、特性、柔軟

性を向上させた。特に、分散補償光学系

の調整と可変形鏡の最適化により、15fs

のパルス幅を近接場プローブ先端で実現

した。これを用いて、金ナノロッドの位

相緩和を時間領域で直接観測し、その空

間分解計測を行ったところ、ナノロッド

上の位置によって位相緩和速度に差があ

ることが観察された。

（B）人材育成・施設共用

人材育成では、上述の光源要素技術

の開発業務への参加を通じて、他機関

の若手研究者や学生の教育を行った他、

大森教授が名古屋大学大学院理学研究

科物質理学専攻および独フライブルグ

大学物理学科で講義を行った。

施設共用では、ナノ秒コヒーレント

光源、超高精度光干渉計、走査型近接

場光学顕微鏡を拠点内の先端的な共同

研究の資源として提供するための準備

を進めた。

さらに、本ネットワークにおける

供用研究の推進への寄与を目的とし

て、最先端の光の創成を目指したネッ

トワーク研究拠点プログラムワーク

ショップ「ジャイアントマイクロフォ

トニクスを目指して」を開催した。

量子ビーム技術は、ビーム発生・制

御技術の高度化に伴って近年大きく発

展してきており、基礎から応用に至る

までの幅広い分野で活用されてきてい

る。量子ビームの研究開発を戦略的・

積極的に推進するとともに、次世代の

量子ビーム技術を担う若手研究者の育

成を図ることを目的として、2008年度

より「量子ビーム基盤技術開発プログ

ラム」が開始された。本事業では、基

盤技術としての量子ビーム技術の発展

と普及に資するべく、汎用性・革新性

と応用性が広い研究テーマについて、

ネットワーク研究体制を構築しながら

研究開発を行うことを目的としている。

本研究所からは、極端紫外光研究施

設（UVSOR）を利用した「リング型光

源とレーザーを用いた光発生とその応

用」という課題名で提案を行い、採択

された。本研究所を中核とし、名古屋

大学、京都大学の参画を得て、5年計画

で実施してきた。UVSOR-II電子蓄積リ

ングの改造、ビームラインの建設など

を含む計画であり、レーザーを用いる

ことで特色あるシンクロトロン光を作

り出し、その利用法の開拓を行おうと

するものであった。具体的には、コヒー

レントシンクロトロン放射と呼ばれる

機構を利用した大強度テラヘルツパル

ス光の発生、コヒーレント高調波発生

と呼ばれる機構を利用した大強度極紫

外線パルス光の発生、また、これらの

実用化及び利用法の開拓である。

本研究開発の基礎となる電子ビーム

とレーザーを組み合わせた光発生技術

は、UVSORにおいて世界に先駆けて開

発された独自のものであり、これを実

用的な段階へ引き上げることが本研究

開発の主題であった。2013年3月の研

究期間終了までに、コヒーレント放射

光の発生とその利用のための装置群の

構築と立上調整を完了した（図1）。蓄

積リングの一部を改造し、専用のスペー

スを新たに創出し、そこに、レーザー

装置、アンジュレータ装置、専用ビー

ムラインを建設した。こうすることで、

既存放射光利用装置はそのまま活かし

ながら、コヒーレント光発生・利用と

いう新しい機能をUVSORに付加する

ことができた。これら新たに開発した

装置群の試験運転を行うとともに、試

験的な利用実験を実施した。UVSOR

の独自技術を基礎にしたこれら装置群

は、今後さらに実用へ向けて調整を進

め、共同利用への展開を目指す。

なお、本研究開発プログラムには合

計5名の博士研究員と総研大や参画機

関である名古屋大学の大学院生・学部

学生6名が参加した。特に博士課程の

大学院生2名は関連研究テーマで学位

光・量子科学研究拠点形成に向けた基盤技術開発「量子ビーム基盤技術開発
プログラム」（文部科学省）「リング型光源とレーザーを用いた光発生とその応用」
報告：極端紫外光研究施設　教授　加藤 政博
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IMSアジアコア冬の学校

報告：生命・錯体分子科学研究部門　教授　魚住 泰広

国際研究協力事業報告

事業報告

を取得するとともに、量子ビーム関連

研究機関で研究活動を継続しており、

本研究の目的の一つである、当該分野

の若手研究者の育成、ということにも

十分貢献できたと考えている。

本研究は加速器技術とレーザー技術

の融合という側面を有しており、本研

究の遂行には、分子制御レーザー開発

研究センターの協力が不可欠であった。

今後も、放射光技術とレーザー技術の

融合に積極的に取り組み、特徴ある光

発生技術、利用技術の開発を推進して

いきたいと考えている。

本年度のアジアコアWinter Schoolは

韓国・釜山にて日本、韓国、中国、台

湾から約 70名（内、日本から 20名）

の大学院生を中心とした参加を得て上

記日程の通り開催された。18件のレク

チャーに加え、学生からの発表を中心

とした49件のポスター、さらには幾

人かのグループでのディスカッション、

情報交換も盛んであった。

懇親の場も設けられ、日本、韓国、

中国、台湾の参加者が相互に親交を深

めた。世話人会議では来年の台湾での

開催が確認された。

講演は理論、光、マテリアル、触媒、

合成、生化学など多岐にわたる領域を

横断する内容であり、とくに既存の1

分野にとどまらない学際的なアプロー

チも多く大変レベルの高いものであっ

た。これらは一見には教育的な「school」

には不向きな高度先端的な内容に見え

るものの、講演自体は決して専門の「蛸

壺」的なものではなく、学際領域研究

への挑戦を通じて、幅広い学問領域で

の基礎的な学力、周辺領域を見渡す広

い視野、などなどが先端の研究推進に

必須であることを強く感じさせるもの

であり大学院生を中心とする若手参加

者へのメッセージが込められたものが

多かった。東アジア地区での連携・親

交がより深まった。また、世話人会議

では各コア研究所を中心として他大学

の学生や講演者を積極的に参加させる

可能性、香港など近隣の地区からの参

加可能性についても前向きの意見交換

がなされた。

図1　完成したコヒーレント放射光発生装置
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『IMSアジアコア冬の学校』印象記
国際研究協力事業

国際研究協力事業報告

もはや恒例の「IMSアジアコア冬の学校」。今年はKAISTがホストとなり釜山での開催となった。

開催初日1月27日には、筆者は共同研究で訪れていたソウルから、またあるものは浦項から、そして多くのものは岡崎

から着々と釜山へと移動した。あぁ ♪とらわよ～ぷさんはんへ～♪ そんなメロディーが頭の中に響き渡る。♪逢いたいあ

～な～た～♪ そう、今回逢いたいのは、まずはメインホストで日本語もペラペラの崔教授、そして実行部隊金教授、大御

所金教授。あ、やっぱり「金」ばっかりだから苗字表記には限界あるなあ。

ま、そんなわけで（どんなわけだ？）東アジアの分子科学研究教育拠点に繋がるアジアコアプログラム。JSPSアジアコ

アの終了後は IMSアジアコアとして日本、中国、韓国、台湾の学術交流を継続している。その中心的なアクティヴィティー

である「アジア冬の学校」が本年1月27－31日、KAISTのお世話で釜山にて開催されたのである。

硬めの報告はどこかの報告書を探してください。ここはあくまでレターズ記事。とはいっても概要を示しますと、日本、韓国、

中国、台湾から約70名（内、日本から20名）の大学院生を中心とした参加。18件のレクチャーに加え、学生からの発表を

中心とした49件のポスター、さらには幾人かのグループでのディスカッション、情報交換も盛んであった、となります。

さてさて学術交流の硬い部分は別掲されてるプログラムを見ていただくとして、やはり重要な文化交流は非公式外交です

ね。分子研から参加の院生、PDも数年前火災事故で一躍有名になった釜山の実弾射撃に挑戦したり、はたまた筆者はこっそ

りとSang Kyu Kim教授にコプチャン（日本で言えばいわゆるホルモンですが、質が全く違う。韓国では精肉よりも高価なん

じゃないかと思うくらいの贅沢食材）をオネダリしたり、はたまた先年の本プログラムで北京の裏路地で一緒に「立ち○○○」

して深い深い親交を温めた崔（Choi）教授と深夜2時からゴンタンを食べに行ったり、いやあ楽しくも真面目に過ごしました。

なかでも公式の夕食会は船に乗ってのクルーズディナー！ いやあ、美しかったです、夜景。そして船内では今や韓国の

枠を越え、アジアが誇る世界的大ヒット「江南スタイル」にあわせて Psyの「乗馬ダンス」で大騒ぎ！（まあ大騒ぎしてた

のは筆者と“裸の大将”鹿野氏。巻き込まれた山口氏もワケがわからぬまま踊りまくってたけど）。

どうです、前回参加しなかった人も、次回こそこの有意義なセミナーに出たくなったでしょ？　次回は大森先生が大好き

な台湾がホストで～す。
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分子研出身者の今

（広島大学 大学院理学研究科 化学専攻 教授）
井上 克也

いのうえ・かつや／ 1993年東京大学理学系研究科博士課程修了。博士（理学）。
日本学術振興会特別研究員（1993-1994）、北里大学理学部専任講師（1994-1995）、
分子研相関領域研究系助教授（1996-2004）、その後現職。

2004年に出所してから9年が経ちま

した。緊張の課題をかかえて出張中に、

分子研時代から苦手の先生から、分子

研出身者の今という記事を書けとの

メールをいただき、いつもならなんと

かして先延ばしするところが、緊張と

苦手でもって、書きますと折り返しメー

ルをしてしまった。メールで返事をし

たもののすっかり忘れてしまって、最

終期限過ぎて、催促のメールをもらっ

てはじめて思い出した。こういう時は

だいたいこんなもので、この催促メー

ルと同時に他に2つ、もっと重い（失

礼！）催促メールが5分も違わず届い

た。分子研で学んだことの第一は、安

請け合いするな、ということだったの

に、反省！したがって制限時間3時間

で書く羽目になってしまった。

分子研時代を思い起こしてみると、

天国だった、というのが第一印象で、

なぜかと考えてみると、研究費もあり

自由に研究できた、周りに分野の違う

研究者の方々が大勢いた、などが思い

つく。雑用も多かったような気がする

けれども、分子研での雑用は研究に絡

んだものが多いのに対して、今の雑用

は質的に違っていて、研究に何の関係

もない雑用が多い。数字合わせの学科

予算・決算書の作成とか、日常ですら

必要がないほどの特殊で完璧な日本語

の勉強とか、挙げるだけでもいらいら

するようなものが多い。周りに分野の

違う研究者の方々が大勢いるところは

今も分子研も同じだけれど、いらだっ

た研究者がいるのと暇そうな研究者が

いるのでは、まるで違う。

分子研を出る1年ほど前（2003年）

のある深夜に、東岡崎の安居酒屋で長

年の飲み友達であった岸根順一郎氏（当

時理論部門助手、2003-2011九工大、

現在放送大学教授）と、はじめて研究

に関して語り合った。明け方まで飲ん

だと記憶しているが、分子研に戻って

数時間後、さっきのキラル磁性の研究

の話を詳しく聞かせろと、再び岸根氏

が血相を変えてやってきて、議論をし

て共同研究が始まった。皮肉なもので、

分子研を去る直前になって始まったの

で、遠距離恋愛的共同研究になってし

まった。最初は二人でのた打ち回った

けれど、ここ10年で少しずつではある

が謎が解けてきて、着実に進展してき

ている。今では、10人を超える複数大

学にまたがるグループでの共同研究と

して進めている。このキラル磁性研究

グループの中で分子研出身者は、岸根

と井上の2名であるが、明らかに分子

研的雰囲気を引きずっていて、キラル

哲学を真面目な顔で議論するなど、楽

しく研究を進めている。

さて広島大学では、無機化学の担当

（！）で、現在の研究室メンバーはスタッ

フ3人（本人と准教授1、ロシア人女性

助教1）と博士後期課程学生3、前期課

程（修士）学生7、学部4年生6研究生

1の総勢20人である。キラル磁性体の

合成、物性、分子磁性、スピンラダー

化合物、強誘電体の研究を進めている。

マテリアル作成では有機合成から金属

間化合物（合金！）作製まで、手法で

は装置製作まで、手広くやっている。

研究室の雰囲気は、女性の比率が高い

せいか、明るくて和気藹々とした雰囲

気ながら、深夜まで誰か実験をしてい

分子研がもたらしたもの
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このたび、「高周期元素とナノ構造

の特性を利用した分子構築の理論と計

算」という研究題目で、第65回日本化

学会賞を受賞しました。このような賞

を頂けたことは、素晴らしい先生、先輩、

友人に囲まれたこと、研究を強力に進

めてくれたスタッフ、博士研究員、学

生が研究室にいたこと、国内外の素晴

らしい理論・計算グループと巡り会え

たこと、数多くの実験グループと強力

な共同研究ができたことで、非常に有

り難く思っています。

 これまで、（1）高周期元素を骨格に

もつ新規分子の設計、（2）機能性ナノ

分子の開拓、（3）量子化学計算の高速

化と高精度化を大きな3本の柱にして

研究を行ってきました。（1）では、理

論計算した多環状分子、多面体分子、

多重結合分子、芳香族分子等の数多く

が興味ある実験標的となり見事に合成・

単離されたことや予測した特性が実験

で実証されたことをいまでは懐かしく

思い出します。（2）では、たとえば金

属内包フラーレンの電子状態と構造の

解明は当時の重要課題でしたが、実験

との長期間の執念のインタープレイに

よってこれらを解明したことを鮮明に

回顧します。理論・計算と実験とのイ

ンタープレイによる研究推進はいまで

は当たり前ですが、この先駆的な役割

を元素化学とナノカーボン化学の黎明

期から果たしたと自負しています。

昨年の3月に分子研を退職する前は、

研究から離れることも考えていました

が、京都大学福井謙一記念研究センター

でシニアリサーチフェローとして研究

を行える機会を得ました。この機会の

話があった頃に、アジアー太平洋理論・

計算化学者学会（APATCC）から福井

メダル受賞の知らせがありました。こ

の受賞と福井センターへの移動とはな

にも関係しませんが、なにか大きな因

縁のようなものを感じました。福井セ

ンターでは、大御所の諸熊先生および

同世代の親友の榊さんと山辺さんらが

相変わらず活発に研究に没頭されてい

ます。このことに大きな刺激を受けて、

博士研究員と分子研時代の研究を継続

すると同時に新しい研究を模索する毎

日を楽しんでいます。最後に、分子研

でお世話になった皆様に感謝すると同

時に分子研のますますの発展を心より

願っています。

ることが多く、意欲的に研究を進めて

いる。

分子研を出所して数年経つと、分子

研出身者は皆さん分子研の雰囲気にも

う一度浸りたいと思うらしく、無計画・

場当たり的な“分子研出身者の会”み

たいなのが散発的にあちこちで開かれ

ていて、皆さん分子研時代そのままに

楽しんでいるようで、ある種の夢を見

ているような状況になっている。分子

研の雰囲気というものの、なにか偉大

な特殊性があるんだろうなぁ、と感じ

る。ある出身者なんかは、分子研OBで

“新分子科学研究会”を作ろうと画策

しているようで、何をたわけたことを、

と思うけれども、本人はいたって真面

目のようなので……。なんかとりとめ

のない話になってしまいましたが、分

子研の雰囲気、バンザイということで。

分子研出身者の今■受賞報告

永瀬茂名誉教授に第６５回日本化学会賞

永瀬　茂（ながせ・しげる）
1975年大阪大学大学院博士課程修了、ロチェスター
大学およびオハイオ州立大学博士研究員、分子
科学研究所技官を経て、1980年横浜国立大学
助教授、1991年同教授、1995年東京都立大学
教授、2001年分子科学研究所教授、2012年
京都大学福井謙一記念研究センターシニアリサーチ
フェロー。
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このたび「気相・液相分子の超高速

光電子分光の開拓」という題で、日本

化学会から第30回学術賞を受賞致しま

した。私は1988年に学位を取得後直

ちに、分子研分子構造研究系の廣田榮

治教授（当時）の技官に採用され89年

に助手に昇任しました。廣田先生が総

研大の副学長に転出されたのを機会に、

90年に分子研を辞し米国に転出しまし

たが、その後92年に再び電子構造研究

系に助教授として採用され、2001年に

理化学研究所に転出するまで、合計10

年以上岡崎で育てて頂きました。です

から、今回の受賞を御報告することは

心からの喜びです。

助手時代、私は高分解能赤外分光を

化学反応の研究に応用すべく、メタン

とオゾンの混合気体に紫外光を照射し

て、酸素の準安定状態O(1D)とメタン

の反応で生成するCH3ラジカルの振動

回転分布を測定しました。しかし、私

は反応機構を解明するためには、CH3

ラジカルの量子状態毎にその散乱分布

を測定する必要があると確信し、米国

コーネル大学とカリフォルニア大学

バークレー校で交差分子線法や画像観

測法の研究を行いました。92年に再び

分子研に採用される幸運に恵まれ、（資

金集めも含めて）装置開発に取り組み

ましたが、本当にO(1D)とメタンの反

応について思い描いた実験が実現され

たのは、実に2008年頃、理化学研究所

に転出してからです。未だ交差分子線

装置の建設に努力している1990年代半

ばに、私は画像観測法をフェムト秒レー

ザーを用いたpump-probe法と組み合わ

せれば、光電子の速度・角度分布をフェ

ムト秒の時間分解能で可視化でき、きっ

と面白いだろうと考えました。しかし、

分子研に提案した交差分子線装置の建

設すら終わっていない私が、あれもこ

れも研究に手を出すのは無責任かと逡

巡しました。その時、廣田先生が用事

で分子研を訪ねられ、私の打ち明け話

を聞かれると、「鈴木君は、組織や分野

のことに気を遣わず、面白いと思うこ

とだけを遠慮せずにやれば良い。それ

が本当に面白い仕事なら皆ついてくる

よ。」と言われました。1998年の春に

英国王立化学会のFaraday会議から招

待状が届いたため、この機会に是非と

も超高速光電子イメージングを実現し

てFaraday会議に示したいと思い、休

みなく実験に取り組み、何とか成功に

こぎ着けました。しかし、同時に私は、

超高速光電子分光こそ静電的相互作用

の大きな水溶液中の化学反応の研究に

適用されなければならないと新しい目

標を決めていました。

この新しい目標で、1999年にJSTの

さきがけ研究に採択されましたが、実

際に成功したのは2010年です。さきが

け研究が3年で終了した時に、総括の

国府田隆夫先生が「鈴木さんは3年で

はできそうもない目標を掲げていたか

ら、もう少し頑張りなさい」と期間延

長をしてくださったのですが、その間

にも目標には到達しませんでした。何

とか突破口が開けたのは、もういい加

減やめないと駄目かなと思った頃でし

た。

私は、私のような歩みの鈍い研究者

をも大事に育成している分子科学研究

所への愛着と、分子研の若手研究者の

挑戦に対する期待を岡崎に向けており

ます。最後に、私と同じ夢を見て努力

した共同研究者や学生の方々、応援し

て頂いた方々に心から感謝します。

鈴木 俊法（すずき・としのり）

鈴木俊法教授に第30回日本化学会学術賞

分子研出身者の今■受賞報告

1988年　東北大学大学院博士課程修了。
分子研技官、助手。コーネル大学、UC Berkeley
博士研究員。分子研助教授、理化学研究所主任
研究員を経て、京都大学大学院教授。
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このたび、「時間分解共鳴ラマン分光

法によるタンパク質ダイナミクスに関

する研究」の成果に対して、日本化学

会第30回学術賞をいただきました。こ

れは研究室のスタッフ、学生、多くの

共同研究者に恵まれた結果であり、お

世話になりましたみなさんに深く感謝

いたします。今回評価していただいた

研究成果は、分子研での研究が種になっ

てはいるものの、主要な部分は分子研

を出てから前任地の神戸大学、現任地

の大阪大学で得られたものです。それ

ゆえ今回の受賞は、分子研を出てから

の約10年を振り返る大変良い機会にな

り、その意味でも私にとって大変あり

がたいことでした。

オリバー・ストーンの作品に「Any 

Given Sunday」という、アメリカンフッ

トボールのプロチームを舞台にした映

画があります。この中で、アル・パチー

ノ演じるヘッドコーチが、「昔を振り返

り思い出すことは、トロフィーでも栄

光でもなく、試合中ハドルを組んだと

きに見た仲間の顔だ」という友人の言

葉を紹介するシーンがあります。賞を

いただいて少し時間がたった今はまさ

にそんな気持ちです。

この受賞はもちろんうれしいことで

したが、横軸に時間を、縦軸に喜び値

をプロットすると、受賞そのものの喜

びはデルタ関数のようなものです。ピー

クの値は大きいのですが、時間幅はそ

れほど広くはありません。それに比べ

て、日々の研究と教育の喜びは、値そ

のものは受賞の知らせほど大きくない

ものの、毎日のように新たなものが生

まれずっと継続しています。カーブを

積分した面積で幸せを評価すると、そ

の値は後者の方がはるかに大きいこと

をわかっていただけるでしょう。研究

のアイディアを考え、うまくいかない

実験に学生とともに試行錯誤し、その

結果に一喜一憂する、またおもしろい

実験データをもってきた学生を頼もし

く（そして少し羨ましく）感じる、そ

んな日々が送れることは大学教員とし

てとても幸せなことです。

それから今回の受賞は、小江誠司さ

ん（九大）、鈴木俊法さん（京大）と一

緒でした。同じ時期に分子研でご一緒

したおふたりと受賞できたこともとて

もうれしいことでした。思えば30代の

前半を分子研で過ごすことができたこ

とは幸せだったと思います。昨年度か

ら分子研の運営会議委員を務めており

ますが、外部の視点から分子研の発展

に少しでも貢献し、微力ながらご恩返

しをしたいと思っています。

美術館を出るとき、ライブ会場を後

にするとき、「ああ、僕もいい研究をし

たい！」と心の底から思い、そしてサ

イエンスは芸術なのだと理屈抜きに実

感します。分子のもつ面白さを表現で

きる研究成果を、少しでも多くあげら

れるよう、これからも研究と教育にが

んばろうと思います。今後ともどうぞ

よろしくお願いいたします。

水谷 泰久（みずたに・やすひさ）
1987年京都大学工学部工業化学科卒業、1992年
総合研究大学院大学数物科学研究科博士後期課
程修了、博士（理学）。日本学術振興会特別研究員、
分子科学研究所助手、神戸大学分子フォトサイエンス
研究センター助教授を経て、2006年4月より大阪
大学大学院理学研究科教授。

水谷泰久教授に第30回日本化学会学術賞

分子研出身者の受賞（広報室で把握しているもの）

藤田　誠教授（東大）（元分子研　助教授）に第65回日本化学会賞
細野秀雄教授（東工大）（元分子研　助教授）に第65回日本化学会賞
小江誠司教授（九大）（元分子研　助手）に第30回日本化学会学術賞および
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  平成25年度科学技術分野の文部科学大臣表彰受賞

分子研出身者の今■受賞報告
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分子研には、2007年1月の赴任以来

6年3ヶ月の間お世話になりました。赴

任してまもなく、当時の中村宏樹所長

から総合研究大学院大学（総研大）・物

理科学研究科の副研究科長を依頼され、

その2年後には研究科長をしなければな

らいのだろうと思っていました。しか

し、全く予期しなかったことに、1年も

経たないうちに、物理科学研究科の研

究科長代理を務めることとなり、その

年4月から2年間研究科長を拝命するこ

ととなりました。丁度、中期目標期間

に係る2007年度まで4年間の業務実績

評価に向けて、現況調査表の取りまと

めの最中で、全く準備も経験もないた

め、いろいろ皆様にご迷惑をおかけし

たと思います。2年間の間に、大学院教

育改革推進プログラム「研究力と適性

を磨くコース別教育プログラム」を実

現できたことは、多少とも研究科のお

役に立てたかと思います。また、2011

年度からは特別経費の支援により「統

合生命科学教育プログラム」を、総研

大の他の研究科や専攻と一緒に、実現

できたことも大変印象に残っています。

これらのプログラムが途切れることな

く継続することを切に願っています。

研究面では、分子研に来て大変良

かったことを、一点だけ紹介させてい

ただきます。それは、920 MHz超高磁

場NMR装置を使用する機会を十分に得

たため、それまでは想像も出来なかっ

た、新しい研究の展開を実現すること

が出来たことです。阪大蛋白研・後藤

祐児教授との共同研究により、透析ア

ミロイド症に関わる2ミクログロブリ

ンの、アミロイド形成に関与する微量

成分を検出し、その存在を初めて明確

に示すことが出来ました（J. Mol. Biol. 

425, 257-272 (2013)）。癌細胞を選択的

に細胞死に導き乳児癌の進行を抑制す

ることで知られる、ラクトアルブミ

ン -オレイン酸複合体の構造解析を行い、

オレイン酸結合部位を初めて同定する

ことが出来ました（J. Biol. Chem. 288, 

14408-14416 (2013)）。また、加藤晃

一教授グループとの共同で、大腸菌の

分子シャペロンの一つ、シャペロニン

GroES複合体の構造揺らぎを水素重水

素交換法で特徴付け、その機能との関

係を明らかにすることもできました（J. 

Mol. Biol.  425, 2541-2560 (2013)）。

現在は、総研大・学融合推進セン

ター・特任教授として週三日勤務し、

総合教育プログラムに関わる業務に従

事しています。総研大の大学院教育に

関しては、今後とも分子研の皆さんに

お世話になりますので、宜しくお願い

致します。7月末から2ヶ月間は、韓

国のKorea Institute for Advanced Study 

(KIAS)にKIAS Scholarとして滞在し、

蛋白質のフォールディング速度の統計

解析に関する研究に従事する予定です。

関連したテーマで、本年度より科研費

の支援も頂いており、研究も引き続き

進めてゆく予定です。

それでは、在職中は大変お世話にな

り、どうも有り難うございました。皆

様の研究のご発展お祈り致します。

総合研究大学院大学　学融合推進センター　特任教授
（前　岡崎統合バイオサイエンスセンター　教授）桑島 邦博

くわじま・くにひろ／ 1971年北海道大学理学部卒業、1975年5月同大学院博士課程中退、1975年6月北海道
大学理学部教務職員、1979年3月北海道大学・理学博士、米国NIH奨励研究員（スタンフォード大学生化学科、
Robert L. Baldwin教授）、北海道大学理学部助手を経て、1992年東京大学理学部（1993年より同大学院
理学系研究科）助教授、1999年同教授、2007年自然科学研究機構・岡崎統合バイオサイエンスセンター教授
（分子科学研究所兼務）、2013年より現職。

分子研を去るにあたり

分子研を去るにあたり

分子研を去るにあたり
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此の頃よく聞かれるのが、「国の研

究所から私立大学に移って大きく環境

が変わったと思いますがこの1年間ど

うでしたか？」という質問です。私は

「はい。長かったけれどとても濃い日々

でした！」と答えることに決めていま

す。少し安易に表現すれば、研究者の

都合で組織が回っている分子研に対し、

私立大学ではあらゆることが学生を中

心に動いていると言ってよいでしょう。

城西大学の化学科の学生数は1学年90

人程度ですから、4年生まで合わせて

約360人が在籍しています。毎年90以

上という入学者数を確保し、在学生に

化学の知識や勉強方法をしっかりマス

ターさせ、その稔りとしての卒業生を

毎年90人近く社会に送り出していく、

以上3つが化学科教員の第一義的な職

務となります。

私が分子研にいたときは、教育と言

えば大学院学生への研究指導と、1ク

ラス10人弱の大学院学生に向けた講義

だけでした。彼らは分子研に来る前に

日本または海外の大学で既に4年間勉

強してきているので、基礎知識や実験

技術は身に付いていました。つまり彼

らは勉強方法をすでに修得したうえで、

学問を続けたいという強い意欲を持っ

て分子研にやって来ていた訳です。そ

れに対して、城西大化学科に入学した

と言っても、大学で培う化学の実力を

生かして、将来、企業の開発部門や研

究所で働きたいと志している人は一握

りです。対照的に中学校・高等学校の

理科教諭や化学系企業の営業担当を目

指している学生は相当数いて、その中

には学習意欲が高く勤勉で成績がよい

人が随分含まれます。その反面、どん

な企業にでもいいから就職したいと考

えているだけの人達も少なくありませ

ん。悩ましいのは、他人と競争したり

会社組織に組み込まれることに気が進

まずに、気楽な今のパートのアルバイ

トを続けて行ければ十分だと変に達観

してしまっている者もいるという実情

です。

各学生に対してきちんと教育を施す

ことが教員に期待される当然の役割と

はいえ、個々の意識とスタンスがこれ

だけ異なっていると、ベテランの先生

方でもとても大変に見えます。常にカ

リキュラムを見直しして必要十分な（し

かし最近の学生の嗜好にも合った）科

目を割り当てたり、念入りに下準備を

して講義や高校訪問やオープンキャン

パスに臨んだり、登校拒否学生をなだ

めたり励ましたりして授業に向かわせ

たり等などなど、沢山の教育義務が存

在します。これらに加えて独創的な仕

事を行って研究業績を上げることも求

められる訳ですから、大学教員とはこ

れまで私が想像していた以上に大変な

職業であることがこの1年間で次第に

実感できるようになりました。

個人的に、昔に比べて学生の気質が

大きく変化したと思えるのは、何をし

たくて大学に進学したのか、あまりはっ

きりとした目標を持っていない人が増

えていることです。私が学生だった頃、

もう30年も昔になりますが、当時は

多くの大学生が問題意識を持って勉強

に励んでいましたし、授業や卒業研究

に熱心に取り組んでいたように覚えて

います。今の大学生が真剣に学問に向

き合わないのは色々な事情があるので

しょう。例えば課外活動やアルバイト

やスマートフォンやＳＮＳなど、一見

魅力的で目移りしてしまう誘惑が沢山

あるのも理由でしょう。もしかすると

教授が一方的に喋る授業や、ゼミの先

生がほとんどお膳立てしてくれる卒業

研究にあまり魅力が感じられないのか

もしれません。あるいは、いくら頑張っ

て勉強しても、企業が採用の際に大学

の成績を評価してくれない風潮に問題

の根っこがあるのかもしれません。学

生達のそういった気持ちは分からない

でもありませんが、だからと言って勉

強や卒業研究をおろそかにしていると、

授業やゼミの充実度は降下していくし、

世間の大学教育への信頼度も低下して

いく、といった慢性的な悪循環に陥る

ことになります。詳細には立ち入りま

せんが、日本の大学教育が今後きちん

と機能するか否かは、学生と教員と企

業の３者間の信頼関係が確立できるか

城西大学　理学部　化学科　教授
（前　光分子科学研究領域　 光分子科学第三研究部門　准教授）見附 孝一郎

みつけ・こういちろう／東京大学大学院 理学系研究科 博士課程修了。
東京大学 教養学部 自然科学科 助手、分子科学研究所 光分子科学研究領域 准教授を経て平成24年から現職。
専門は物理化学。

分子研から城西大に移って
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4年半、本当に多くの先生方にお世話

になりました。改めて深く御礼申し上

げます。2008年10月に分子研に着任

した際、実験棟5階の実験室からの岡

崎の眺めを見ながら、真空ガラスライ

ンを手分けして作り、少しずつ実験環

境を整えて一息ついたころ、実験棟の

耐震工事が決まり、目の前が真っ暗に

なったような気がしました。その後は、

耐震工事のため、所内で2回移転して、

やっと落ち着いたはずでしたが、縁あっ

て名古屋大学の方に異動することにな

りました。

分子研の良いところは、大学のよう

な教育業務負担が比較的少なく、プロ

フェッショナルな人たちが中心になっ

て、研究活動に専念できることだと思

います。ある程度のバックグラウンド

を持って、最先端の研究にすぐに取り

かかることのできるスタッフやポスド

クがいれば、非常に効率的に成果を挙

げることのできる体制が作れます。一

方で、ポスドクは 2、3年という限ら

れた時間の中で成果を出し、その成果

を基に次のポストを探していかなけれ

ばならないので、じっくりと取り組む

課題やハイリスクハイリターンの研究

をするにはそれなりに勇気が必要です。

どうしても事前にある程度成功するこ

とが見渡せる研究でないと取り組み難

どうかにかかっていると思っています。

今の状態は学生と教員と企業のそれぞ

れが、残りの2つに対して幻滅感と諦

め感を抱いてしまっているようにすら

感じられます。最後の意見は極論ですが。

ここまで読んで頂いた方に、私が

大学に移ったことを後悔しているので

は？といった誤解を与えてしまってい

るかもしれないので、本音はその逆だ

と言わせてください。異動後、研究に

使える時間が減ったのは紛いもない事

実ですが、学生に色々な分野の講義を

することで自分の研究を整理できたり、

これまで考えなかったアイデアを思い

ついたりなど、役に立つことが多々あ

りました。また、私の研究主題である

有機系太陽電池の発電メカニズムと電

子移動ダイナミクスの研究には、有機

化学、無機化学、理論化学、光物理学

などの多岐に渡る分野の研究者に協力

していただくことが重要です。その観

点から、城西大化学科の教員構成には

潜在的な強みがあり、学科内の教員同

士の興味が一致すれば何時からでも共

同研究がスタートできるという可能性

を秘めています。既にそういった協力

関係が芽生え始めています。

以上の二つの恩恵以外に、若い人か

ら躍動力を貰えるという効果がありま

す。これは1年以上前、私が異動の可

能性を初めてお伝えした際、大峯所長

が予告してくださったことでした。こ

の躍動力の根源が何であるか、私には

未だに良く分かりません。しかし、多

くの学生から沢山の刺激と仕事のやり

甲斐を継続的にもらい続けていること

は間違いないようです。また、この力

は作用・反作用の法則に従います。分

子研から異動した直後に研究を軌道に

乗せるために、卒研生に対して分子研

に研修に連れ出したり、器具を梱包さ

せたり、他大学の装置を利用しに行か

せたり、分子科学討論会や化学会年会

で発表させたり、今考えてみると骨が

折れることばかり要求してきました。

それでも皆、精一杯それに答えてくれ

て、ゼロからスタートした研究室の卒

業研究としては十分な成果を出してく

れました。学生達当人も、他の研究室

に比べて「どうも扱き使われているぞ」

とおそらく感付いてはいたのでしょう

が、私に色々ひっぱりまわされた1年

間を辛かった、無意味だった、と単純

に思ってはいなかったようです。

これから暫くは大学教育に本腰を入

れていくことになります。その最初の1

年から抽出されたいわば「初心」を書

き連ねたのが本稿です。これらの貴重

な感覚を忘れることなく着実に前進で

きればと思います。そして10年経って

も冒頭の質問に対して同じ答えができ

ればとも思っています。

名古屋大学　物質科学国際研究センター　教授
（前　物質分子科学研究領域　電子構造研究部門　准教授）唯 美津木

ただ・みづき／ 2004年東京大学大学院理学系研究科化学専攻博士課程中退、同年同助手（助教）、
2008年同准教授、同年分子科学研究所准教授、2013年4月より現職。

分子研を去るにあたり

分子研を去るにあたり



30 分子研レターズ 68　September  2013

ベートーヴェンの「歓喜の歌」は 

“Freude”（喜びよ）という呼びかけで

始まるが、本当は “Freiheit”（自由よ）

で始まるはずだったところ、自由主義へ

の弾圧が強かった当時の政治体制を意識

して自重したと言われている。かくも

ベートーヴェンは自由を愛し、若き日に

師事したハイドンをして「君は自由奔放

すぎる」と言わしめたそうだが、ハイド

ンも人のことは言えず、随分と自由奔放

な作品をたくさん残している。この師に

してこの弟子あり、である。

なぜこんな話から始めたかというと、

分子研で過ごした15年間は「自由だっ

た」の一言に尽きるからである。研究

グループが完全に独立しているだけで

はなく、「自由に発想することこそが

重要だ」という雰囲気が文化として根

付いている。自分が育ってきた学問分

野からはみ出して、妙な方向に向かっ

ていても、止めるどころか面白がって

焚き付けたりする。こういう空気こそ、

分子研が未来のために守るべき伝統で

あろうと思う。

もちろん、自由には責任が伴う。意

気込みの割に能力が不足していた私

には、2年ごとの外部評価は苦行だっ

た。レポートを受け取る所長やセンター

長にはご心配をおかけしたことと思う。

それ以上に、一緒に仕事をしてくれた

仲間たち（特に助手を務めてくださっ

た伊藤肇さんと長澤賢幸さん）には本

当にご迷惑をおかけした。まことに不

出来なPIであったが、みなさんがそれ

ぞれの分野で立派に活躍されているこ

とに救われる思いである。

准教授・助教にとって転出が実質的

に義務づけられている現行制度は、研

究者と組織の活性化に確かにつながっ

ており、これまた分子研が守るべき伝

統であると強く思う。一方、自由が奨

励されていることは転出にあたって別

の難しさも生み出す。私は縁あって有

機化学の教員として現職に採用してい

ただいたが、実は私の業績リストには

有機化学の代表誌である J. Org. Chem. 

の論文が一つもない。よく書面審査が

通ったものだと今から思えば冷汗もの

である。分子研のグループは規模が小

さいため、特定のテーマで突っ走るこ

とになりがちで、「業績リストを整え

るためにこまめに論文を出しておく」

戦略はなかなかとりづらい。もっとも、

こんなハードルは圧倒的に能力のある

人なら軽々と越えられるものだし、本

来はそういう人だけが分子研に職を得

るべきなのだろうけれども。

ともあれ、15年間の自由を満喫さ

せていただいた分子研に心からの感謝

を捧げるとともに、今後分子研が良き

伝統を守りつつ、ますます新しい発展

を遂げることを祈念したいと思います。

ご唱和ください。 “Freiheit!”

く、それぞれの課題に対してピンポイ

ントに成果を挙げていくことに専念せ

ざるを得ませんでした。4年半それなり

に頑張ったつもりですが、毎年限られ

た体制で成果を挙げることに必死で、5

年10年先に花を咲かせるための全く新

しい研究の芽を多くは育てられなかっ

たことを今更ながら反省しています。

久々に大学に戻り、活気に圧倒される

とともに色々な制度が走っていて、今は

それを覚えるのに大変ですが、分子研で

の経験を生かして、スタッフや学生と一

緒に、これまではできなかった新しい研

究に取り組んでいきたいと思っておりま

す。分子研は昇任がありませんので、若

い研究者は必ず外に出なければなりませ

ん。その多くは大学に戻っていくことに

なります。大学の若手教員を見ていると、

研究以外の業務で苦労しているのは事実

ですが、毎日の学生との研究や様々な業

務を通じて、自分の興味だけでなく幅広

い視点から様々なことを言われ、考え、

悩み、研究成果をあげていかなければな

らない環境にあります。分子研の持つ研

究に専念できる環境を生かして、かつ大

学で切磋琢磨されて育ってきた同年代の

研究者とも競い合って互いを高めていけ

るような研究者が、これからも分子研か

ら巣立っていくことを願っております。

名城大学　理工学部　応用化学科　教授
（前　分子スケールナノサイエンスセンター　准教授）永田　央

ながた・とおし／ 1987年京都大学理学部卒、1990年京都大学大学院理学研究科博士過程中退、
博士（理学）。京都大学理学部助手、日本学術振興会海外特別研究員を経て1998年より分子科学
研究所准教授、2013年4月より現職。

自由を満喫した15年間
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私が分子研の博士研究員として着任

したのは 2006年の春で、それから 7

年間在籍しお世話になりました。分子

研で過ごした7年間は、振り返ってみ

ると私にとって初めての出来事や、少

し大げさですが人生の節目のような出

来事がたくさん起きた、思い出深い時

間だったと思います。分子研は、自分

が学位を取って初めてのポスドク生活

の場でした。博士課程3年でその後の

職を探していた時に、当時分子研の助

教授だった米満先生に声を掛けて頂い

たのがきっかけでした。着任してから、

それまで学生だった自分にとって、研

究室のほとんどの人がポスドクで自立

した研究者ばかりがいる環境がとても

新鮮だったのを記憶しています。また、

大学時代とは違い、身近に分野外の研

究をする人が多くいたことも新しい経

験でした。研究の面でも、学生時代の

研究室では誰も取り組んでいなかった

非平衡現象が主要なテーマとなってい

きました。3年ほどポスドクをした後、

助教になり、今まで何となく避けて通っ

てきた計算機の管理もするようになり、

ポスドクとはまた少し違った立場で研

究することも学んだような気がします。

また、初めて実家を離れて一人暮

らしを始めたのも岡崎からだったた

め、生活面でも大きな変化がありまし

た。私は岡崎高校のすぐ近くに住んで

いましたが、車を運転しないので、自

炊するための食材を買いにイオンへ歩

いていく坂の上り下りがなかなか大変

でした。分子研とイオンを往復してく

れるバスがあればいいのにと、何度思っ

たか分かりません。また、2010年の冬

には結婚をし、分子研在籍中に子供も

授かりました。ポスドクとして着任し

た時には任期が2年だったこともあり、

岡崎でこんなにも色々な出来事が待っ

ているとは思いもしませんでした。

また、分子研では季節のイベントも

色々と楽しみました。春には乙川の桜、

夏は花火大会、秋には香蘭渓の紅葉や、

機構のソフトボール大会にも毎年参加

させて頂きました。研究仲間とホタル

を見に行ったこともありました。また、

週一回は研究仲間や秘書さん達とテニ

スをして楽しみました。研究会などで

は今後も分子研を訪れる機会があると

思いますが、いずれ家族で、これらの

イベントを楽しめたらと思っています。

7年間、大変お世話になりました。あり

がとうございました。

中央大学　理工学部　物理学科　助教
（前　理論・計算分子科学研究領域　理論分子科学第二研究部門　助教）田中 康寛

たなか・やすひろ／ 2001年3月 東京大学理学部物理学科卒業、2006年3月 東京大学大学院理学系研究科
物理学専攻博士課程修了、2006年4月 分子科学研究所博士研究員、2009年11月 分子科学研究所助教、
2013年4月から現職。

分子研を去るにあたり

分子研を去るにあたり

放送大学　教養学部　自然と環境コース　准教授
（前　理論・計算分子科学研究領域　理論分子科学第一研究部門　助教）安池 智一

やすいけ・ともかず／ 2000年3月慶應義塾大学大学院理工学研究科化学専攻後期博士課程修了、博士（理学）。
日本学術振興会特別研究員（PD）、東京大学学術研究支援員、京都大学福井謙一記念研究センター博士研究員
を経て2005年7月分子科学研究所信定グループ助手、2013年4月より現職。尚、写真のトロフィーは本文
中の理論シリウス（三軍）準優勝とは関係なく、別の年に理論プレアデス（一軍）が優勝したときにお借りし
たものです。専ら撮るばかりで自分の写真は殆どなく、こんなのになってしまいました。悪しからず。

分子研と私
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私が分子研に着任したのは2005年

7月だが、分子研との繋がりは随分前

に遡る。学部の指導教員は前々所長の

茅先生であるし、そもそも理論志望の

私が実験の研究室でお世話になったの

は岩田先生が分子研に転出されたこと

による。その後程なくして慶應に来ら

れた大学院の指導教員も分子研諸熊グ

ループの一員だった藪下先生であった

し、さらにはPDとして駒場でお世話に

なった染田先生、分子研で助手として

採用して下さった信定先生は共に、分

子研で前所長の中村先生の助手をされ

た経歴の持ち主だ。

この分子研と私の濃密な関係は一体

何なのだろうか。そんなことを考えな

がら、中村先生に辞令を頂いたことを

思い出す。分子研に来ることが昔から

決まっていたかのような心持ちの反面、

困ったことになったなとも思った。何

しろ（もちろん、面接でそんなことは

言えないが）、自分にはその任に耐え

る能力があるとは思えない。振り返っ

てみると、私の人生には時々私を買い

被ってくれる人が現れて、本人の能力

に見合わぬ高所に連れて行ってくれる。

そのたびにいつも大変困惑し、おっか

なびっくり一歩を踏み出し、そのうち

少しずつ楽しくなってくるのであるが、

分子研での生活もまさにそのように推

移した。

まず、上司の信定先生から言われた

ことは「オリジナルなら何をしてもよい。

自分自身は開放系に興味があるが、そう

でなくとも構わない。ただし、今までやっ

てたことは忘れるように。」であった。

アレやれコレやれ言われるのを期待？し

ていた社畜体質の私は、いきなりの大人

扱いにワナワナした。かくして半年以

上勉強だけをする日々が続くことになる。

こんなことは分子研でなければ、そして

今や分子研でも一部のPIの下でしか許

されないことであろう。勉強だけしてい

るのは気楽なようでいて、分子研のよう

なアクティブな環境においては、かなり

の焦燥を感じるものである。「分子研の

助手は研究だけしてればいいんだからか

らいいよね」という言葉も大変重かった。

研究しかしてないのにソレかよと聞こえ

るのである（実際そういう意味なのかも

だが）。

とは言いながらも（おそらく皆さん

ご存知の通り）基本的には楽しく過ご

していた。（一応）定職に就いたという

ことで、早速中古のアルファロメオを

購入して津々浦々に出かけたし、趣味

のパーカッションや写真の機材も着々

と増やした。助手仲間には旧知の根岸

君（現東理大）や十代君（現日大）が

居たことでスムーズに馴染むことがで

きたし、何しろ所内をうろつけば最先

端の分子科学のネタがゴロゴロ転がっ

ている。体裁が整った論文を読むより、

本人から現在進行形の話を聞く方が

よっぽど刺激的だ。そして、そんな所

内徘徊の中から研究のネタは降ってき

た。松本先生（現京大）のグループで

行われていた表面光科学の問題が、電

子の問題としては開放系として考える

方がよく、量子化学として手付かずで

あることに気が付いたのである。渡邊

さん（現京大）の話を聞いていると、

気相孤立分子の世界から一歩外にでる

だけで、分からないことだらけ。量子

開放系のある側面が量子散乱問題とし

て記述できることに気が付き、表面吸

着系を扱う新しいモデルを提出するこ

とができた。丁度その頃に出席した伯

林の会議で直接応用可能な系を見つけ

て、理論の問題としてだけでなく、表

面科学的にも意義のある話に発展させ

ることができた。プログラム開発のテ

スト計算から生まれたプラズモン研究

も、林さん（国立台湾大）との議論の

中でプラズモン増強ラマン散乱の理論

へと発展した。粘り強く待って下さっ

た信定先生をはじめ、グループの皆さ

ん、領域の皆さん、その他構って頂い

た大峯所長以下所内の皆さんには改め

て感謝の気持ちで一杯である。

7年9ヶ月も居たので、研究以外の思

い出も多い。ソフトボール大会で理論シ

リウス（三軍）でありながら準優勝した

こと、富士山頂で巨神兵となったこと、

花火委員長をしたこと、などなど。そし

ていよいよ転出努力が推奨されまくって

いた昨年10月、私事ながら第一子が生

まれた。分子研着任の一ヶ月前に結婚し

ているので、こちらの成果も研究さなが

ら時間がかかった。人生の変化とは何や

ら同時多発的に生じるらしく、程なくし

て転出が決まった。こうして分子研と私

の関係はひとまず幕を閉じた……はずで

あったが、新任地のたった10人しかい

ない自然科学系スタッフの中に、分子

研理論OBの岸根さんがいらしたのには

驚いた。この分子研と私の濃密な関係は

一体何なのだろうか。再びそんなことを

思いながら、一風変わった新しい職場で

おっかなびっくり一歩を踏み出したとこ

ろである。
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このたび分子研から転出するにあた

り荷物を整理していたところ、2002年

3月に参加した「岡崎レクチャー アジ

ア冬の学校」で記録したノートを発見

しました。そこから、私の個人的な分

子研との縁が思い出されます。

私が大学院生のときの指導教員は宗像

豊哲先生だったのですが、当時宗像先生

が分子研の客員教授をされていたことと、

また平田先生との動的密度汎関数法につ

いて華麗なる共同研究を目のあたりにし

たことが、岡崎にある分子研なるものを

知る初めての体験でした。

分子研の名前を知っていた大学院生

だった私が、実際に分子研に初めて訪

問したのがこのアジア冬の学校でした。

当時の谷村吉隆先生が世話人をされ、

海外からPeter Wolynes氏、Charles 

Brooks氏が、また木下一彦先生、北川

禎三先生、永山國昭先生、岡本祐幸先

生が講演され、タンパク質折れたたみ、

ガラス転移、単分子操作、超高速分光

について濃密な講義が展開されました。

特に私はガラス転移についてWolynes

氏の研究とオーバーラップする研究を

していて、2000年頃から氏が提唱して

いるランダム一次相転移理論について

直接熱い講義を受けることができ、ま

た自分の研究を氏に紹介することもで

きたことから、大きな衝撃を受けるイ

ベントとなりました。

しばらく時間が経過し、2回目に分子

研にやってくるのが4年後の2006年3

月にあった助手公募面接でした。2002

年の興奮を思い出しながら望んだわけ

ですですが、この時点でまさか分子研

からご縁をいただけるとは夢にも思っ

ていませんでした。幸いにも、斉藤先

生との議論から共通する問題設定がで

き、ガラス転移の動的性質について非

線形分光法から着想を得て多時間相関

関数を適用する新しい展開をすること

ができました。まさに分子科学の知見

が不可欠だった研究であり、圧倒的に

統計力学に偏るこの業界に対して分子

研から発信する研究としてインパクト

を与えられたのではないかと自負して

おります。また、この分野の世界最前

線ですでにご活躍をされていた平田グ

ループ元助教の鄭誠虎さんとの交流や、

谷村グループ元研究員の宮崎州正さん

との共同研究を通して、先輩研究者方

のタフさを感じることができたことも、

分子研で得た縁によるものでした。

斉藤先生をはじめ斉藤グループ、理論・

計算分子科学領域また計算科学研究セン

ターの皆様、そして分子研の皆様、良き

ご縁を頂きましてありがとうございまし

た。今後も分子研との縁が続くように精

進したいと思っております。

新潟大学　大学院自然科学研究科　数理物質科学専攻　准教授
（前　理論・計算分子科学研究領域　計算分子科学研究部門　助教）金　鋼

きん・こう／ 1998年京都大学理学部卒業、2003年京都大学大学院情報学研究科博士後期課程修了、
博士（情報学）の学位取得。JST研究員を経て、2006年6月分子科学研究所助手（斉藤グループ）、
2007年4月より同助教。2013年4月より現職。

分子研との個人的な縁

名古屋大学　大学院理学研究科物質理学専攻（化学系）助教
（前　物質分子科学研究領域　電子構造研究部門　助教）邨次　智

むらつぐ・さとし／ 2004年東京大学理学部化学科卒、2006年東京大学大学院理学系研究科修士課程
修了、2009年東京大学院理学系研究科博士課程修了、博士（理学）。同年4月より分子科学研究所物質
分子科学研究領域助教、2013年4月より現職。

分子研で得たもの

2009年4月より2013年3月までの4

年間、分子研にてお世話になりました。

在任中は唯美津木先生をはじめ、多く

の先生方、職員の皆様にお世話になり

ました。この場をお借りして心よりお

礼申し上げます。

分子研を去るにあたり
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分子研着任初日はダンボールが四、

五箱あっただけの、空っぽだけど広大

な研究室だった。いまその状況になっ

たら何にもできないなと途方にくれる

が、そのときはなんでもできるぞ、と

空っぽの研究室で希望に溢れていた。

いまも若いつもりだが、さらに若かっ

た。研究費のことなどよくわからない

ので、どっかから湧いてくるのだろう

と深く考えもしなかった。もちろんそ

んな埋蔵金は湧いてこず、時折、不満

が湧いてくることもあった。しかし、

グループリーダーの横山先生をはじめ

とする方々のお陰で実験装置が徐々に

揃い、実験ができるようになった。

しかし、よくよく考えると良い具

体的な研究アイディアが浮かばないし、

やりたいことは先を越されている。正

直、研究はあまり順調ではなかった。

たまごの大学院生を終えたばかりのひ

よこの助手なので、好きに研究してい

いよと言われても迷子になってばかり

だった（さらに反抗期もあって、分子

研の若手研究者はたいへんなのです）。

周囲の助手の目醒しい進歩に焦る日々

を過ごしていたが、たまたま持ってい

たレーザーの波長で磁性体の電子を励

起すると不思議なことが起こり、幸運

やセレンディピティのお陰でなんとか

研究を進めることができた。

そんなこんなで10年が経ち、空っぽ

の研究室はいつの間にか実験装置で埋

められていた。その間、法人化や改組

などあったが、そのことで我々若手の

業務が増えることもなく、エフォート

をほぼ100 %研究に費やせる、楽しい

経験をさせてもらった。海外に研究の

ために短期滞在させて頂いたこともい

い経験で、ポスドクと助手のいい部分

博士課程を修了してすぐに、唯Gの

助教として採用していただきました。

着任した当時は、唯先生が分子研に異

動されて間もなくで、新しい固体触媒

創製及び先端計測を駆使した触媒作用

原理解明の研究について本格的に立ち

上げる時期でした。着任日は、新しい

分野への挑戦という期待と、触媒につ

いて全くの未知状態からの出発という

不安を抱きつつ分子研の正門を通り来

所したのを覚えています。

それから4年間、唯先生には研究に

ついて常に厳しく指導していただきま

した。新しい表面固定化金属錯体触媒

を創製するテーマを通して、具体的な

実験方法からディスカッション、学会

発表や論文執筆、さらには研究に対す

る考え方まで大いに学ぶことができま

した。勿論、今後より一層精進しなけ

ればなりませんが、この時期の様々な

経験が、現在の研究生活を行う上で大

きな糧となっているのは言うまでもあ

りません。また、グル―プには国内の

学生、博士研究員、技術支援員の方々

に加え、外国（多いときで5か国）か

らのメンバーが半数近くおり、多国籍

軍さながらの様子を呈しておりました。

それぞれの国の料理を持ち寄った昼食

パーティーを催して交流を深めること

ができたのも良き思い出でした。

分子研では、理論からバイオまで、

幅広い分野の先生方と積極的に交流を

持つことができました。お邪魔した研

究室で、また飲み会の席において、実

験のアドバイスや研究のヒントが数多

く得られたとともに、科学についての

熱いディスカッションをしていただく

ことで、多くの刺激を得、視野を格段

に広げることができました。また、技

術課の方々には日々の実験においてあ

らゆる面でサポートしていただきまし

た。この4年間を思い返してみますと、

名前を挙げるだけで紙面が埋まるほど

多くの方々にお世話になりました。私

にとって、分子研で得たかけがえのな

い財産であると思います。厚く感謝致

します。

現在は異動した名古屋大学で、分子

研で見出した研究の芽をさらに発展さ

せつつ、分子研で培われた開拓精神で

新しい研究の芽を見つけ、自分の研究

の幹を創るべく日夜取り組んでいます。

今後も研究で分子研にお邪魔いたしま

す。どうぞよろしくお願い申し上げます。

九州大学大学院　総合理工学研究院　准教授
（前　物質分子科学研究領域　電子構造研究部門　助教）中川 剛志

なかがわ・たけし／ 1997年京都大学理学部卒、2002年京都大学大学院理学系研究科化学専攻博士課程修了、
2002年分子科学研究所助手（助教）。2012年11月より現職。

研究三昧の日々
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だけを味わえた。いまでも滞在先と共

同研究を続けることができていて、研

究の輪が広がるのが実感できた。

分子研から九州大学に異動し、「研究

院」、「学府」、「学部」、「専攻」の数々

の組織や肩書きに埋もれそうになりな

がらも、周囲の方々の有り難い援助で

ようやく実験できる目処がたってきた。

九州大学は本部を箱崎地区から伊都地

区へ移転中だが、我々の「学府」はそ

れとは別の筑紫地区にあり、キャンパ

スは主に大学院と研究所で構成されて

いる。その規模は分子研のある明大寺

地区と同じくらいだろうか。所属する

人数に比べ、広大な敷地とグラウンド

に恵まれている。研究室の窓から、キャ

ンパスのグラウンドで院生がソフト

ボールやサッカーをしている姿が毎日

見られて、大学は活気があっていいと

しみじみ感じる。キャンパスは博多駅

から電車で南へ10分くらいと便利な場

所で、立派な空港も直ぐ側にある。た

だ時折、パイロットの気まぐれか、キャ

ンパスの真上をジェット機が低空飛行

するので、着任直後は迫り来る飛行機

の大きさと音にいちいち驚いていた。

さらに、キャンパスは学問の神様がお

られる大宰府天満宮の近くにある。早

速、研究費の採択通知も届き、天神様

のご利益は間違いないようである。こ

れから学問を楽しむには恵まれた場所

である。

最後になりましたが、長い間にわたっ

てグループリーダーの横山先生はじめ

多くの先生方、職員、若手メンバーの

方々どうも有難うございました。これ

からもお世話になると思いますが、宜

しくお願いします。

11年 8ヶ月、分子研でお世話にな

りました。自分でも思っていた以上に、

長期間お世話になっていました。大学

で学位を取得してすぐに、岡崎にやっ

てきましたが、環境、設備、予算とあ

らゆる環境が、大学とは異なり面食らっ

た記憶があります。とても静かなこと

には違和感すら覚えました。当時、日

本で最初の高周波ESR装置が導入され、

それを使って研究が出来ると意気揚々

と岡崎にやってきました。日本での1

号機ということもあり、誰もよく知っ

ている人が居ない中、トラブルに見舞

われることもありました。しかし、出

てくる結果に関しては、文句のつけよ

うが無いもので、充実した研究生活を

送れました。また、この装置を利用し

た共同研究を展開して行くことで、多

くの人脈を築くことが出来たことが、

消えることの無い、大きな無形の財産

です。

また、何かを始めようと思ったと

きに、Heを潤沢に使用することがで

き、物性測定装置がおおよそそろって

おり、研究を支援してくれる技官の方々

が整っている……とても居心地の良い

場所でした。また、プライベートでも、

結婚して、子供が生まれ……と、人生

の大切な時間を岡崎で過ごしてきたよ

うに思います。この頃には、面食らっ

ていた環境が当たり前にもなっていま

した。

転出した今でも、岡崎で知りあった

多くの共同研究者が、自分の研究生活

を支えてくれています。ありがたい限

りです。現在は、賑やかな大学生活を

送っているわけですが、閑散とした研

究環境に飢えてくることもあるでしょ

う。そのときには、ユーザーとして分

子研を訪問することになりますが、居

ることが当たり前のような顔をしなが

ら歩いていると思いますので、気軽に

声をかけていただきたいと思います。

最後に、分子研在籍時に私の活動を

支えてくれた、中村敏和准教授をはじ

め、グループのメンバー、秘書の皆さん、

技術課の皆さんに、心から御礼申し上

げます。

新潟大学　研究推進機構機器分析センター　准教授
（前　物質分子科学研究領域　分子物性研究部門　助教）古川　貢

ふるかわ・こう／ 1997年 大阪市立大学理学部卒、2001年 大阪市立大学大学院理学研究科後期
博士課程修了（博士（理学））、同年 分子科学研究所分子構造研究系助手、2007年改編により分子科学
研究所物質分子科学研究領域助教。2012年12月より現職。

岡崎での生活

分子研を去るにあたり
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分子研を離れることになった機会に

分子研との関わりの中でなるべく古い

ものについて思い出してみました。分

子研の存在を初めて知ったのは卒研で

のセミナーの時であったと記憶してい

ます。指導教官の安積徹先生は、配

属になったばかりの我々に特別レク

チャーを行ってくださり、そのときに、

“研究するなら分子研をどんどん活用し

なければいけないよ”、と、熱っぽく語

られたのです。卒研の内容すらまだ何

も知らない我々です。物理化学のメッ

カが遠くにある、と聞いてもピンとく

るはずもなかったのですが、私たちの

意欲を鼓舞するためにアカデミズムの

先端の話題として語って下さったのだ

と思います。過日、残念ながら先生は

他界されてしまわれましたが、先生の

量子化学の講義ノートが公開されてい

るので、このような教育に対する先生

の情熱に今でも触れることができるよ

うになっています。

上のような経験で分子研のイメー

ジが刷り込まれていたので、初めて

の岡崎訪問には特別な感慨がありまし

た。その機会が訪れたのは、ある金属

錯体についてセミナーをするために小

杉研にお邪魔させていただいた時でし

た。当時、そこには、総研大の学生と

して初井君が所属していて、いつもの

通りニコニコしていました。初井君と

はそれ以前から知り合いだったのです

が、飲みに出かけたりしのはこのとき

が初めてでした。それ以来、彼から分

子研について教えてもらいました。大

学の付置研などとはちょっと違う雰囲

気や、若手はここで研究の種を見つけ

て大学に戻っていくような制度だとい

うことなど、いろいろです。

その時には予想もしていませんでし

たが、数年後、薬師先生に拾っていた

だき、助手としてここで活動できるチャ

ンスを頂きました。分子研の紹介をし

てくれた初井君も、ポスドクの後に

ひょっこりと戻ってきて、斜め前の部

屋の住人となりました。こういう偶然

も、研究者の交差点たる分子研ならで

はの出来事でしょう。その後、彼の方は、

研究の種をせっせと集めとっとと分子

研を去って行きました。愚鈍な私はそ

の後も長居したのですが、薬師研で研

究していた物質中から新しい強誘電体

を運良く見つけだし、転出の順番とな

りました。

大学に来てみると当然のことながら

環境の違いを痛感しますが、活動スタ

イルを適合させながら新たに研究活動

を進めていくつもりです。学部の頃の

私がそうであったように、学生には分

子研の名の浸透度が今ひとつのような

ので、外部ユーザーとしてお世話にな

りながら、分子研の存在を紹介してい

ければと考えています。所属大学の立

ち位置を考えると、効果はあまり期待

できないかもしれませんが、最近の分

子研はナノプラットホーム事業のよう

にアカデミックの枠を超えた発展にも

努力しているようなので、将来何かの

プラスになればと願っています。

最後になりましたが、薬師先生をは

じめとして、分子研でお世話になった

多くの皆様に改めて深くお礼を申し上

げたいと思います。これからも引き続

きお世話になるかと思いますのでご指

導どうぞよろしくお願いします。

岡山理科大学　理学部　応用物理学科　准教授
（前　物質分子科学研究領域　電子物性研究部門 助教）山本 薫

やまもと・かおる／ 1994年 東北大学理学部卒、1999年 東京大学大学院理学系研究科博士課程
修了（博士（理学））、1999年から分子科学研究所分子集団研究系助手、2007年改編により物質
分子科学研究領域助教。2013年4月より現職。

初めて来た分子研の記憶
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分子研には 2007年 1月から約 6年

間在籍させて頂きました。所属グルー

プのリーダーである西村先生をはじめ、

前所長の中村先生や現所長の大峯先生、

その他たくさんの研究者や事務の方々

に大変お世話になりました。この場を

借りて厚く御礼申し上げます。

まだ分子研を去って 3ヶ月弱しか

経っておりませんが、分子研時代を振

り返ると懐かしく感じられます。分子

研では研究時間をふんだんに取ること

ができ、色々な研究アイデアの考案や、

新たな挑戦を行うことができました。

もちろんその大部分は、よく考えると

間違っていたり、また理論的には正し

くても数値計算してみると実験条件が

非現実のため使えなかったり、でうま

くいかず、実現できたのはごく一部で

す。多くの失敗がありましたが、それ

らは必ず今後の研究に活かされると思

います。このようなことに費やす貴重

な時間を頂けたことに大変感謝してい

ます。

私の近況です。新しい所属は基盤教

育院という組織で、大学初年次教育が

教育の仕事のメインになります。異動

初日から4日間、終日大学で新人研修

があり、早速教育に向かい合うことに

なりました。最近の学生の様子などを

伺い、本質的な部分は我々の学生時代

と大差ないと思いましたが、実際に授

業をしてみると違うのかも知れません。

授業は後期から担当することになって

おり、今は授業の仕方などを勉強中で

す。また、来年度以降に開講する授業

についても構想を練っています。もち

ろん、研究も行っています。授業がな

いのは最初の半年だけですので、今の

うちにできるだけ……と少々焦りなが

ら仕事をしています。

今後、分子研の装置を使わせて頂く

ことも考えられますので、その際はま

た宜しくお願い致します。

山形大学　基盤教育院　准教授
（前　物質分子科学研究領域　分子機能研究部門　助教）飯島 隆広

いいじま・たかひろ／ 1997年金沢大学理学部化学科卒、2002年金沢大学大学院自然科学研究科博
士課程修了、博士（理学）。同年物質・材料研究機構博士研究員、2005年京都大学大学院理学研究科
博士研究員、2007年分子科学研究所助教を経て、2013年4月より現職。

ありがとうございました

私は5年と1ヶ月を分子研にお世話

になりました。大学には学部4年生か

ら6年間在籍しましたが、博士課程の3

年間は受託学生としてつくば市の産総

研にお世話になりましたので、大学に

は4年くらいいた印象があります。ポ

スドクは2年弱でしたので、分子研が

一番長く在籍した所だと感じます。

岡崎で過ごした5年、公私ともに多

くの事がありました。分子研に来た最

初の年に岡崎花火大会鑑賞会の委員長

を引き受け、奇麗な花火を見ながら右

往左往しました。三河湾に浮かぶ日間

賀島に行き、前任者と学生の3人で自

転車大会に参加してくたくたになった

こともありました。また、UVSORでは

結婚のお祝いパーティーまで開いても

らいました。先輩達と学生にめちゃ振

りをされたこともありました。そして、

2歳児になりつつある我が子が生まれた

事もこの間でした。

高エネルギー加速器研究機構 加速器研究施設 加速器第七研究系 助教
（前　極端紫外光研究施設　光源加速器開発研究部門　助教）阿達 正浩

あだち・まさひろ／ 2001年広島大学 理学部 物理学科卒。2006年広島大学大学院 先端物質科学
研究科 博士課程修了（博士（理学））。同年、日本原子力研究開発機構 高崎量子応用研究所 博士
研究員。2008年より分子科学研究所 極端紫外光研究施設 助教。2013年4月より現職。

岡崎で過ごした5年

分子研を去るにあたり
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Walmsley教授は原子分子光物理

学を代表する実験研究者であり、現

在 Oxford大 学 の 副 学 長（Pro-Vice-

Chancellor）の要職を務めておられます。

この度、分子科学研究所の外国人運営

顧問に就任されました。Walmsley教授

は1995年に、世界に先駆けて分子内

の波束運動を可視化したことで知られ

ています。また、1998年には、超短

レーザーパルスの位相と振幅を測定す

る新たな手法としてSPIDER (spectral 

phase interferometry for direct electric-

field reconstruction)を開発されました。

この手法は、その後商品化され、今や

超短レーザーパルスを評価する上で無

くてはならないものとして世界中に普

及しています。2000年以降は量子情

報処理を目指した研究を展開され、最

近では、室温で巨視的に離れた二つの

ダイヤモンド結晶の間に量子力学的な

もつれ合い状態を形成し、これを観測

することに成功されました。この他に、

アト秒（アト=10-18）レーザーパルス

発生のための研究も進めておられます。

このように、Walmsley教授の研究は多

岐に渡り、Science誌、Nature Physics

誌、Nature Photonics 誌、Physical 

Review Letters誌など世界的な一流科

学雑誌に掲載されるだけでなく、その

後の研究分野の動向を左右する影響力

の強い成果を発信し続けておられます。

また、大学運営においては、研究担当

の副学長としてOxford大学の研究全般

を統括し、優れた行政手腕を振るって

おられます。

筆者はここ数年来Walmsley教授と

おつき合いさ

せていただい

ておりますが、

同教授の卓越

した研究能力

と優れた行政

手腕の両立には常々驚かされるばかり

です。また、英国紳士然とした洗練さ

れたジョークとクールな物腰、その裏

に隠された温かい人柄は人々を惹き付

けて止みません。

研究担当副学長として培われた

Walmsley教授の研究全般に対する広い

視野と先見性、および際立った行政感

覚は、分子科学研究所の運営顧問とし

ても存分に発揮されることでしょう。

（大森 賢治　記）

Prof. Ian A. Walmsley
オックスフォード大学副学長

私は学部生から今まで、加速器の研

究に携わってきました。学生の頃には、

レーザーとプラズマを使った小型加速

器の開発に取り組みました。大学では

シミュレーションを、産総研では実験

を行い、そんな研究の興奮が冷めやら

ぬ私は研究者の道へと進みました。そ

の後、クラスターイオンビームという

超重粒子を使って研究しているよとい

う話に惹かれて群馬県高崎市へ、そし

て、レーザーを加速器に組み合わせて

研究をしているよという話に惹かれて

分子研に移りました。

UVSORを加藤さんに初めて案内し

て頂いた際、それまで扱ったどの加速

器よりも巨大な装置を前に、その装置

を運転するということがどのような事

なのかはまだ想像できず、ただただ興

奮したのを覚えています。その後、国

内外の多くのユーザーのために加速器

を動かすという責任の重さと難しさ

を私なりに理解してからの5年は、大

きな重圧を感じた5年でもありました。

UVSORの大改造と運転調整を行った分

子研での最後の1年は最も大きな重圧

を感じつつ多くの知見を得た年でした。

また、レーザーと加速器を組み合わせ

た研究では、国内外の共同研究者や学

生に刺激を受け、2つの異なる科学技術

を組み合わせて使う事の難しさと面白

さを経験できました。

こんな私がUVSORで感じた驚きは

沢山ありました。装置の規模の大きさ

に比べてコンパクトなグループが持つ

柔軟性や、そんなグループが生み出す

高いアクティビティーは、今度も見習っ

て行きたい驚きでした。

最後に、UVSORの発展を祈念しつつ、

公私ともにお世話になりましたUVSOR

関係者の皆様に心から感謝申し上げま

す。私を採用して指導して頂いた加藤

教授に重ねて感謝致します。そして、

これからもどうぞよろしくお願い致し

ます。

外国人運営顧問の紹介

分子研を去るにあたり
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平成25年度より2年間の予定で、分

子研外国人運営顧問を務めて頂きます

Thomas V. O'Halloran教授を紹介させ

て頂きます。O'Halloran教授は、学部

から大学院修士課程までをMissouri大

学化学科で過ごされた後、Columbia

大学でPh.D.を取得されています。学

位取得後、MIT（現Harvard大学）の

Christopher T. Walsh教授のもとでのポ

スドクを経て、1986年にNorthwestern

大学に赴任されました。現在は、同大

学Department of Chemistryならびに

Department of Biochemistry, Molecular 

Biology and Cell Biologyで教授を務

め る と と も に、Northwestern大 学

Chemistry of Life Processes Instituteの

Director、およびThe Robert H. Lurie 

Comprehensive Cancer Center of 

Northwestern Universityの Associate 

Director for Basic Sciences Researchも

兼務されています。また、バイオテク

ノロジー分野において、いくつかのベ

ンチャー企業の立ち上げにも参画され

るなど、まさに八面六臂の働きをされ

ておられます。

O'Halloran教授は、ケミカルバイオ

ロジー・生物無機化学の分野では世界

的リーダーの一人として研究分野の発

展を支えてこられてきました。ご自身

の研究においては、生体内において重

要な役割を果たしている亜鉛、銅、鉄

などの遷移金属イオンの細胞内恒常性

維持機構の解明、遷移金属イオンの取

込み、輸送、ならびに細胞内でのこれ

ら金属イオンの利用、生理機能発現

等における制御機構の解明、金属含有

（As、Mo、Pt等）抗がん剤の薬物輸送

機構および作用機構の解明等に取組み、

顕著な成果を挙げておられます。これ

らの研究を進めるにあたっては、遺伝

子工学、生化学・分子生物学、細胞生

物学、構造生物学（X線およびNMR）、

多核NMR（195Pt NMR、199Hg NMR）

を始めとする各種分光学など、多彩な

実験手法が駆使されており、読み応え

のある論文を数多く発表されています。

O'Halloran教授は、1990年に開催さ

れた岡崎コンファレンス「生体系金属

錯体の構造と動的側面“Structure and 

Dynamic Aspects of Metal Complexes 

in Biological Systems”」（山内脩（名大）、

森島績（京大）、北川禎三（分子研）の

3教授が代表者）で初めて来日してお

られます。それ以降、度々日本を訪れ

ておられますが、初めての来日は、ご

本人にとっても非常に印象深いもので

あったようで、外国人運営顧問をお引

き受け頂いた際の返事の手紙の中に、

初めて岡崎に来日したことに対する言

及もあったようです。O'Halloran教授

は、日本食、日本酒も大好きで、日本

国内に友人も多い親日家でもあります。

外国人運営顧問として分子研を訪問さ

れた際、オフィシャルな交流のみにと

どまらず、お酒を飲みながら……といっ

たフランクな交流も楽しみにされてい

るのではないかと思います。皆様方か

らも、是非、積極的に交流いただけれ

ばと思います。

（青野 重利　記）

Prof. Thomas V. O'Halloran
ノースウェスタン大学教授

外国人運営顧問の紹介

Hitchcock教授はカナダのオンタリオ

州ハミルトン（トロントとナイアガラ

の滝の中間）にあるマックマスター大

学の化学科の教授を長年勤められてお

ります。昨年から今年にかけてのサバ

ティカル期間中に三度分子研に来

られました。通算すると2ヶ月強

の滞在になります。分子研では連

続して3ヶ月以上滞在可能で教授

としてふさわしい外国人であるこ

Prof. Adam P. HITCHCOCK
from Canada

Ilonaさんと。愛妻家のHitchcock教授。

外国人研究者の紹介
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とが認められれば客員教授として雇用

できるのですが、Hitchcock教授は世界

各地から研究指導要請や講演依頼があ

るなど忙しい方で、3ヶ月以上のまと

まった滞在ができませんでした。その

ため、外部資金による国際共同研究者

として来ていただきました。

滞在中は、所長の要請に基づき、

UVSOR施設の評価、特に各装置の性

能と成果について国際的な視点での評

価、をしていただきました。その報告

書は今年出版された分子研リポートに

掲載されております。更に所長には各

研究者評価を含む非公開リポートも出

していただきました。世界各国のトッ

プクラスの放射光施設は複数の国際評

価委員による評価を定期的に受けてお

り、その結果に従い、重点化や将来計

画を定めているところです。UVSORも

二度の高輝度化後、UVSOR-IIIとして

世界トップクラスの国際競争力を持つ

施設となり、外国人研究顧問等の先生

方からも今後に向けて国際評価・諮問

の必要性が指摘されるようになりまし

た。そこで、最初の諮問として、世界

各地の高輝度放射光施設やVUV軟Ｘ線

関連国際学会の国際諮問委員（委員長

を含む）を務めておられるHitchcock教

授に依頼することになったわけです。

Hitchcock教授は、大学の研究室で

は30年以上前から高速電子線のエネル

ギー損失分光で、放射光施設では軟Ｘ

線吸収分光で、精力的に研究

を進めておられます。内殻励

起スペクトルのデータベース

化や関連文献のデータベース

化にも熱心です。軟Ｘ線分光

分野の研究者でHitchcock教

授のことを知らぬ者はもぐり

だと思います。特に、ここ15

年ほどは放射光の高輝度化に

伴い可能になった走査型透過

軟Ｘ線顕微分光（STXM）を

使った材料科学、環境科学、生

命科学（その場観測可能）等への応用

研究に力を入れています。STXM装置

は独自開発も可能ですが、開発期間も

長くかかり、高性能を得るのが難しい

ようです。最近、アメリカのバークレ

イにある高輝度放射光施設ALSでパイ

オニア的に開発された装置が市販され

るようになりました。Hitchcock教授

は利用研究の観点で開発に協力しまし

たが、製品化には関わっておらず、元

研究室メンバーでALSに職を得た研究

者が製品開発に関わっています。高価

な装置なので手に入れるのが困難です。

幸いにもUVSORでは昨年3号機を導入

することができました（1号機はスイス

の高輝度施設SLS、2号機はベルリンの

高輝度施設BESSY-II）。このような背景

でHitchcock教授自ら我々のSTXM装置

の立ち上げ（責任者は大東琢治UVSOR

助教）に協力を申し出て下さいました。

利用者として世界各地の高輝度放射光

施設で先導的な研究を展開されている

Hitchcock教授にようやく使ってもらえ

る装置がUVSORで動き出したことに

感慨深いものがあります。

実は私は、Hitchcock教授とは二十年

来の友人です（年齢もほぼ同じ）。現在、

一緒に電子分光分野の国際誌の編集長

を務めています。伊藤所長に許可をも

らって2ヶ月間ほど客員教授としてマッ

クマスター大学で共同研究したことも

あります。時期は冬でしたので、クロ

スカントリースキーなど冬のスポーツ

に毎週末、誘われました。そのお返し

というわけではないのですが、日本で

は登山（紅葉時や雪山）やスキーにお

誘いしました。今後はUVSORユーザー

として定期的に共同利用実験に来られ

る予定です。

（小杉 信博　記）

ルスツにて（Hitchcock教授、小杉、大東助教）

外国人研究者の紹介
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東京大学大学院工学系研究科にて博士課程修了の後、同技

術補佐員を経て、5月より統合バイオ加藤グループに加わり

ました。これまで専攻してきた有機化学・錯体化学を礎に、

心機一転、新しいサイエンスへ挑んでいこうと思っています。

研究分野においても駆け出しの、名実ともに新人ですが、

どうぞよろしくお願いいたします。

生命・錯体分子科学研究領域
生体分子機能研究部門　助教

Dhital Raghu Nath

I received the M. Sc. degree from Tribhuvan University in 
Kathmandu, Nepal and joined the chemistry graduate program 
at the Institute for Molecular Science (IMS), SOKENDAI in 
October 2009. I worked on the carbon-carbon bond construction 
by using gold-based bimetallic catalysts under the supervision 
of Professor Hidehiro Sakurai. In 2012, I received the PhD 
degree and joined as a postdoctoral fellow in Institute for 
Molecular Science (IMS) and currently doing research on the 
activation of non-activated bond by using gold-based bimetallic 
catalysts under the guidance of Professor Hidehiro Sakurai.

協奏分子システム研究センター
機能分子システム創成研究部門　研究員

In March 2012 I received PhD degree in Ecole Polytechnique, 
France for the development of novel materials and their 
application in solid-state lasers. Then I joined Professor 
Taira Lab as a post-doctoral researcher. I work mainly on 
the elaboration of anisotropic laser ceramics and their 
characterization.

ARZAKANTSYAN, Mikayel
分子制御レーザー開発研究センター
先端レーザー開発研究部門　研究員

東京大学大学院工学系研究科にて博士課程修了の後、同技

術補佐員を経て、5月より統合バイオ加藤グループに加わり

ました。これまで専攻してきた有機化学・錯体化学を礎に、

心機一転、新しいサイエンスへ挑んでいこうと思っています。

研究分野においても駆け出しの、名実ともに新人ですが、

どうぞよろしくお願いいたします。

生命・錯体分子科学研究領域
生体分子機能研究部門　助教

DALAPATI, Sasanka

I received my degree in Master of Science (M. Sc.) in 2008 from 
University of Calcutta, Kolkata, India. In 2012, I got my doctoral 
degree (Ph. D.) from the same University, supervised by Prof. Nikhil 
GUCHHAIT. My past research focussed on design, syntheses of new 
chemosensors towards environmentally and biologically relevant 
ions and molecules: A spectroscopic and theoretical investigation. 
From the latest March, I have been focussed on design, syntheses 
and functional exploration of Covalent Organic Frameworks (COFs) 
under Prof. Donglin Jiang guidance. I am pleased to give him my 
sincere thanks for giving me such compatible opportunity. 

Lastly, it’s my pleasure to join IMS, especially, I am very happy to 
stay in beautiful Japan.

物質分子科学研究領域
分子機能研究部門　IMSフェロー

東京大学大学院工学系研究科にて博士課程修了の後、同技

術補佐員を経て、5月より統合バイオ加藤グループに加わり

ました。これまで専攻してきた有機化学・錯体化学を礎に、

心機一転、新しいサイエンスへ挑んでいこうと思っています。

研究分野においても駆け出しの、名実ともに新人ですが、

どうぞよろしくお願いいたします。

生命・錯体分子科学研究領域
生体分子機能研究部門　助教

永　園　尚　代

2013年2月１日からお世話になっています。

岡崎生まれ、岡崎育ちの「おかざきっ子」ですが約１０年

ぶりに岡崎に戻ってきました。

そして、同じく約１０年ぶりにお仕事に復帰させていただ

くことになり戸惑うことも多々ありますが、周りの皆様に助

けていただき、最近では少しずつ慣れてきたと思います。

分子研での仕事を通して、自分が成長できるように頑張っ

ていきたいと思いますので今後ともよろしくお願い致します。

所長秘書室
国際共同担当秘書

ながその・ひさよ

昨年の11月から計算分子科学拠点でお世話になっていま

す。プロジェクトに関わる先生方に、ご迷惑をお掛けしない

よう、また、自分が成長できるよう、私なりに頑張っていき

たいと思います。

よろしくお願いいたします。

森　川　美枝子
もりかわ・みえこ
理論・計算分子科学研究領域
計算分子科学研究部門　事務支援員

東北大学で学位（理学）を取得後、2012年2月1日より

研究員として秋山グループに参加いたしました。専門は物理

化学で、これまでは電子スピン共鳴法を用いたタンパク質構

造解析法の確立と応用研究を行ってきました。今後はメソッ

ドドリブンではなくサイエンスベースで、物理化学的な視点

から生体分子、あるいは細胞の動態がおりなす生命現象の解

明を目指していきたいと思っております。

皆様どうぞよろしくお願いいたします。

協奏分子システム研究センター
階層分子システム解析研究部門　研究員

あべ・じゅん
阿　部　　　淳

新人自己紹介
NEW STAFF



新人自己紹介
NEW STAFF

42 分子研レターズ 68　September  2013

東京大学大学院工学系研究科にて博士課程修了の後、同技

術補佐員を経て、5月より統合バイオ加藤グループに加わり

ました。これまで専攻してきた有機化学・錯体化学を礎に、

心機一転、新しいサイエンスへ挑んでいこうと思っています。

研究分野においても駆け出しの、名実ともに新人ですが、

どうぞよろしくお願いいたします。

生命・錯体分子科学研究領域
生体分子機能研究部門　助教

初　井　宇　記

本年4月より、光分子科学第四研究部門にて客員准教授と

して着任しました。

Ｘ線自由電子レーザーの技術開発研究の経験を活かし、分

子科学研究所における軟Ｘ線利用技術開発に協力するととも

に、今後の放射光科学の進歩によって分子科学としてどんな

新しい知見が得られるか、分子科学研究所の研究者といっ

しょに考えてみたいとおもっています。

光分子科学研究領域
光分子科学第四研究部門　客員准教授

2007 Graduated from College of Chemistry, Jilin University 
(China). 2012 Completed the doctoral course in the State 
Key Laboratory of Supramolecular Structure and Materials, 
Jilin University, Ph.D, under the guidance of Prof. Yuguang 
Ma, focusing on the electrochemical polymerization to 
prepare highly-luminescent cross-linked conjugated polymer 
films for organic electronics. Apr. 2013, IMS Fellow in 
Prof. Donglin Jiang’s group, to explore electrochemical 
synthesis of conjugated microporous polymer fi lms and their 
applications.

GU, Cheng
物質分子科学研究領域
分子機能研究部門　IMSフェロー

はつい・たかき

東京大学大学院工学系研究科にて博士課程修了の後、同技

術補佐員を経て、5月より統合バイオ加藤グループに加わり

ました。これまで専攻してきた有機化学・錯体化学を礎に、

心機一転、新しいサイエンスへ挑んでいこうと思っています。

研究分野においても駆け出しの、名実ともに新人ですが、

どうぞよろしくお願いいたします。

生命・錯体分子科学研究領域
生体分子機能研究部門　助教

菊　地　　　満

愛媛大学大学院を卒業後、2013年4月より分子研、平本

グループで派遣研究員としてお世話になっております。学生

時代は有機合成の研究を行ってきましたが、現在は有機太陽

電池の研究をしており、新たな刺激を受けつつ、研究に邁進

していきたいと思います。

どうぞよろしくお願い致します。

物質分子科学研究領域
分子機能研究部門　研究員

きくち・みつる

東京大学大学院工学系研究科にて博士課程修了の後、同技

術補佐員を経て、5月より統合バイオ加藤グループに加わり

ました。これまで専攻してきた有機化学・錯体化学を礎に、

心機一転、新しいサイエンスへ挑んでいこうと思っています。

研究分野においても駆け出しの、名実ともに新人ですが、

どうぞよろしくお願いいたします。

生命・錯体分子科学研究領域
生体分子機能研究部門　助教

三　宅　伸一郎

総研大で学位取得のあと、大島グループにて2013年4月

より博士研究員としてお世話になっています。

これまでは主に光源開発を行なってきたので、こころをあ

らたに分子の研究をしていこうと思っています。

今後ともお引き立てくださいますよう、よろしくお願い致

します。

光分子科学研究領域
光分子科学第一研究部門　研究員

みやけ・しんいちろう

2013年4月より、客員教授を務めさせていただいており

ます。北陸先端大（三谷・岩佐研）にて学位取得後、ソニー

株式会社・東北大金研（岩佐研）を経まして、現在は早稲田

大学先進理工学研究科に在籍しております。研究分野として

は、有機半導体材料やナノカーボン材料の物性研究や半導体

応用に取り組んでおりまして、分子研では山本先生と協力し、

分子性固体と電気二重層トランジスタを融合させた電子相制

御に挑戦したいと考えております。よろしくお願い致します。

竹　延　大　志
たけのぶ・たいし
物質分子科学研究領域
物質分子科学研究部門　客員教授

京都大学で学位取得後、学振研究員として1年間分子研の

加藤立久先生のグループでお世話になりました。以後、大阪

市大の物理学科助手に着任し、現在は同准教授として勤務

しております。現在、有機半導体のデバイス物性を、ESRや

分光手法で評価する研究に力を入れています。こちらでは、

ESR設備を使った実験をメインに行う計画ですが、いろいろ

な分野の方々と共同研究を含めた交流をもつことを切に願っ

ております。

物質分子科学研究領域
物質分子科学研究部門　客員准教授

かねもと・かついち
鐘　本　勝　一
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東京大学大学院工学系研究科にて博士課程修了の後、同技

術補佐員を経て、5月より統合バイオ加藤グループに加わり

ました。これまで専攻してきた有機化学・錯体化学を礎に、

心機一転、新しいサイエンスへ挑んでいこうと思っています。

研究分野においても駆け出しの、名実ともに新人ですが、

どうぞよろしくお願いいたします。

生命・錯体分子科学研究領域
生体分子機能研究部門　助教

山　品　洋　平

和歌山大学システム工学研究科で修士号を取得後、4月1

日付で平本グループの派遣研究員として着任致しました。こ

れまでは導電性有機物質について研究していました。現在は

有機薄膜太陽電池について研究しています。学生時代とは研

究分野が異なるので色々と不慣れな点はありますが、少しで

も一人前に近づけれるよう、精一杯努力する所存です。何卒

よろしくお願いいたします。

物質分子科学研究領域
分子機能研究部門　研究員

やましな・ようへい

東京大学大学院工学系研究科にて博士課程修了の後、同技

術補佐員を経て、5月より統合バイオ加藤グループに加わり

ました。これまで専攻してきた有機化学・錯体化学を礎に、

心機一転、新しいサイエンスへ挑んでいこうと思っています。

研究分野においても駆け出しの、名実ともに新人ですが、

どうぞよろしくお願いいたします。

生命・錯体分子科学研究領域
生体分子機能研究部門　助教

PANDIT, Palash

Hi, I’m Palash Pandit, have received my Ph. D. degree from 
the department of Chemistry, University of Calcutta, India, in 
Chemistry in July’ 2011, under supervision of Prof. Dilip K. Maiti. 
My specialization was synthetic organic chemistry. Then I spend 
six months at National Cheng Kung University, Taiwan as a 
Postdoctoral Fellow. Then I moved to Tokyo where I joined Prof. 
Takahiko Sasaki’s group, department of complexity science, 
Graduate school of frontier science, University of Tokyo, Japan as 
a Postdoctoral Fellow till March 31st 2013.

From this April, I joined Prof. Hidehiro Sakurai’s Group to 
study the synthetic strategies and applications of bowl shaped 
-conjugated molecules with Prof. Shuhei Higashibayashi. I am very 
pleased and grateful to join IMS, from where I can not only get the 
growth exercise, but also give me the chance for good exchange of 
knowledge and meet more new colleagues, new friends. 

協奏分子システム研究センター
機能分子システム創成研究部門　研究員

東京大学大学院工学系研究科にて博士課程修了の後、同技

術補佐員を経て、5月より統合バイオ加藤グループに加わり

ました。これまで専攻してきた有機化学・錯体化学を礎に、

心機一転、新しいサイエンスへ挑んでいこうと思っています。

研究分野においても駆け出しの、名実ともに新人ですが、

どうぞよろしくお願いいたします。

生命・錯体分子科学研究領域
生体分子機能研究部門　助教

堀　内　新之介

昨年度に東京大学で学位を取得後、2013年4月1日より

分子研村橋グループにて IMSフェローとしてお世話になるこ

とになりました。学生時代は超分子化学、ホスト－ゲスト化

学を基礎とした物性制御、反応開発を行っておりました。こ

れまで学んできたことをうまく活かしながら、これからの研

究に邁進していこうと思います。

今後ともどうぞよろしくお願い致します。

生命・錯体分子科学研究領域
錯体物性研究部門　IMSフェロー

ほりうち・しんのすけ

東京大学大学院工学系研究科にて博士課程修了の後、同技

術補佐員を経て、5月より統合バイオ加藤グループに加わり

ました。これまで専攻してきた有機化学・錯体化学を礎に、

心機一転、新しいサイエンスへ挑んでいこうと思っています。

研究分野においても駆け出しの、名実ともに新人ですが、

どうぞよろしくお願いいたします。

生命・錯体分子科学研究領域
生体分子機能研究部門　助教

吉　田　将　己

平成25年3月に九州大学で学位を取得後、特別共同利用

研究員としてお世話になっていた分子研正岡グループに博士

研究員として4月1日から着任いたしました。これまで金属

錯体を酸素発生触媒として用いる研究を行ってきましたが、

これからは心機一転、酸化反応以外の新しい研究にも積極的

に挑戦していきたいと考えています。

未熟者ではありますが、どうぞよろしくお願い申し上げま

す。

生命・錯体分子科学研究領域
錯体物性研究部門　研究員

よしだ・まさき

2013年4月より分子機能研究部門江グループの事務支援

員として着任しました。研究所での勤務は初めてですので、

研究者の方が熱心に実験する姿や最先端の研究現場に触れる

ことが大変興味深く、新鮮に感じています。日々多忙な研究

者の皆さんが、研究に集中できるようにグループをサポート

するとともに、国際色豊かなメンバーとの交流を楽しみなが

ら仕事に取り組んでいきたいと思っております。

濵　田　雅　子
はまだ・まさこ
物質分子科学研究領域
分子機能研究部門　事務支援員

東京大学大学院工学系研究科にて博士課程修了の後、同技

術補佐員を経て、5月より統合バイオ加藤グループに加わり

ました。これまで専攻してきた有機化学・錯体化学を礎に、

心機一転、新しいサイエンスへ挑んでいこうと思っています。

研究分野においても駆け出しの、名実ともに新人ですが、

どうぞよろしくお願いいたします。

生命・錯体分子科学研究領域
生体分子機能研究部門　助教

白　井　英　登

香川大学工学研究科材料創造工学専攻にて学位取得後、

2013年４月より分子研レーザーセンターの藤グループの

IMSフェローとして着任いたしました。前研究室では、テラ

ヘルツ波と呼ばれる遠赤外の電磁波を用いた研究に従事して

きました。今後は遠赤外だけでなく中赤外を含む光源を利用

して、液相試料における分子振動および分子間の結合エネル

ギーの相関関係の解明などに取り組みたいと考えております。

どうぞよろしくお願い致します。

分子制御レーザー開発研究センター
先端レーザー開発研究部門　IMSフェロー

しらい・ひでと
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東京大学大学院工学系研究科にて博士課程修了の後、同技

術補佐員を経て、5月より統合バイオ加藤グループに加わり

ました。これまで専攻してきた有機化学・錯体化学を礎に、

心機一転、新しいサイエンスへ挑んでいこうと思っています。

研究分野においても駆け出しの、名実ともに新人ですが、

どうぞよろしくお願いいたします。

生命・錯体分子科学研究領域
生体分子機能研究部門　助教

檜　山　卓　也

東大理学系研究科で学位取得後、理研を経て6月から着任

いたしました。X線結晶構造解析の手法を用いて時計タンパ

ク質のメカニズムに迫ります。京都・奈良のことは詳しいで

す。分子研では様々な研究分野の方がいらっしゃるのでたく

さんお話できるのを楽しみにしております。どうぞよろしく

お願いいたします。

協奏分子システム研究センター
階層分子システム解析研究部門　研究員

ひやま・たくや

東京大学大学院工学系研究科にて博士課程修了の後、同技

術補佐員を経て、5月より統合バイオ加藤グループに加わり

ました。これまで専攻してきた有機化学・錯体化学を礎に、

心機一転、新しいサイエンスへ挑んでいこうと思っています。

研究分野においても駆け出しの、名実ともに新人ですが、

どうぞよろしくお願いいたします。

生命・錯体分子科学研究領域
生体分子機能研究部門　助教

水　口　あ　き

5月16日より極端紫外光研究施設で技術支援員としてお

世話になっております。子育てのためブランクはありますが、

前職は地質調査会社に勤務しておりました。

未知の分野に悪戦苦闘しておりますが、周りの皆様の支え

で少しずつですが仕事を覚えていくことに面白さを感じてい

ます。

至らぬ点もあるかと思いますが、どうそよろしくお願いい

たします。

極端紫外光研究施設
技術支援員

みなくち・あき

東京大学大学院工学系研究科にて博士課程修了の後、同技

術補佐員を経て、5月より統合バイオ加藤グループに加わり

ました。これまで専攻してきた有機化学・錯体化学を礎に、

心機一転、新しいサイエンスへ挑んでいこうと思っています。

研究分野においても駆け出しの、名実ともに新人ですが、

どうぞよろしくお願いいたします。

生命・錯体分子科学研究領域
生体分子機能研究部門　助教

MAITY, Prasenjit

I am Prasenjit Maity, an Indian citizen, recently joined as a 
postdoctoral researcher at IMS in the research group of Professor 
Hidehiro Sakurai from May-2013. I received my PhD degree in 
Chemistry from IIT- Mumbai, India, in 2008, under the guidance of 
Professor Goutam Kumar Lahiri. After fi nishing PhD, I joined the 
research group of Professor Michele Maggini, at The University 
of Padova, Italy as a postdoctoral researcher. From December 
2010, I joined the research group of Professor Tatsuya Tsukuda 
at Hokkaido University and later transferred to The University 
of Tokyo. My research work is mainly focused on synthesis and 
characterization of stabilized and protected metal clusters / 
nanoparticles and their catalytic application for selective chemical 
transformation under aqueous–organic biphasic medium. 

協奏分子システム研究センター
機能分子システム創成研究部門　研究員

I received B. Sc., M. Sc., and Ph. D. in 2001, 2003, 
and 2010, respectively from Physical chemistry division, 
Department of Chemistry, Kasetsart University, Thailand. I 
was a postdoc of Prof. Masahiro Ehara group at IMS during 
2011-2012 followed by a postdoc in Prof. Jumras Limtrakul 
group in Thailand (2012-2013). I'm currently a postdoc 
of Prof. Masahiro Ehara group with the responsibility of 
theoretical study of the reaction mechanisms occurred on 
gold, gold/pall adium bimetallic alloy, and transition metal 
complexes.

BOBUATONG, Karan
理論・計算分子科学研究領域
計算分子科学研究部門　研究員

平成25年5月1日より、江原正博先生のもと元素戦略プ

ロジェクト担当の事務支援員としてお世話になっております。

周りの皆さまにいろいろご指導いただきながら、楽しくお仕

事をさせて頂いております。ご迷惑をおかけすることもある

かと思いますが、お役に立てるよう努力してまいります。

どうぞ、よろしくお願いいたします。

理論・計算分子科学研究領域
計算分子科学研究部門　事務支援員

すぎもと・ゆかり
杉　本　　　緑

UVSORにてシンクロトロン室、ストレージリング室の冷

却水点検、冷却水装置送排風機点検等を行っています。よろ

しくお願いします。

極端紫外光研究施設
技術支援員

はやし・けんいち
林　　　健　一
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6月より岡崎統合バイオサイエンスセンター、加藤晃一教

授のグループに勤務しております。

新しい環境・業務に少しでも早く慣れて、研究活動の支援

がスムーズにできるよう、努力していきたいです。

仕事と小学生2人の子育てに奮闘する毎日ですが、新しい

スキル、新しい出会いに刺激を受けつつ、がんばります。

どうぞ、よろしくお願いいたします。

岡　田　　　知
おかだ・とも
岡崎統合バイオサイエンスセンター
生命動秩序形成研究領域　技術支援員

My name is Bundet Boekfa. I received the Ph.D. in 

Chemistry from Kasetsart University, Thailand in 2009 under 

supervision of Professor Jumras Limtrakul. I am currently 

on leave from a faculty member at Kasetsart University, 

Kamphaeng Saen Campus and am a postdoc with Professor 

Masahiro Ehara. My research involves the reaction 

mechanism on catalysts with computational calculation.

理論・計算分子科学研究領域
計算分子科学研究部門　研究員

BOEKFA, Bundet 
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筆者らは約10年前から遠紫外（FUV）

分光法の研究を始めた。最初は遠紫

外といっても水の第一吸収帯の長波長

側の裾を利用するというものであった。

その後減衰全反射（ATR）法をFUV領

域に適用することに成功し、140-200 

nmの領域のATR-FUV分光法を確立す

ることができた。この領域には様々な

電子遷移によるバンドが観測されるこ

とが予測されるが、これまでFUV域に

おける液体、固体試料のスペクトル測

定は、非常に強いバンドを観測できる

装置がなかったため極めて限られてい

た。筆者らはATR-FUV分光法を用い

てこれまでに水やアルコールといった

分子の第一吸収帯の観測を行い、電子

状態の変化に関する興味深い知見を得

た。その後、比較的構造の単純な液体

アルカンやケトンの炭素数や構造依存

性によるスペクトル変化の研究を行い、

FUV領域で観測される電子の関与す

る様々な電子状態に関する知見を得

た。FUV領域に観測されるスペクトル

がRydberg状態に強く寄与することや、

分子構造、特に炭素の分岐によって特

徴的な変化を示すことを明らかにした。

その後、FUV域に観測されるバン

ドの帰属や電子遷移の研究を深めるた

めに量子化学計算を用いた研究を始め

たが、量子化学計算による研究をさら

に発展させるためにはやはり量子化学

の専門家と共同研究することがぜひと

も必要と考え、分子研の江原教授に共

同研究を申し入れた。この共同研究に

は森澤勇介博士研究員（現近畿大学理

工学部講師）が中心的な役割を果たし、

現在も分子研－関学－近大という共同

研究体制で研究を進めている。また多

くの学生がこの共同研究に参画してい

る。これまでに得られた共同研究の成

果は以下の通りである。

図 1に液体 n-アルカン (CnH2n+2; 

n=5 -9 ) の 8 .55 -6 .53eV (145 -190 

nm)の領域のATR-FUVスペクトルと

TD-CAM-B3LYPの結果を比較する。測

定した全ての液体アルカンが8.3eV付

近にブロードな吸収を示し、それがア

ルキル鎖が長くなるとともに強度増大

を伴いながら、低エネルギー（長波長）

側にシフトしていることが分かる。理

論の結果はこの傾向を再現している

ことが分かる。SAC-CI法で計算した

n-ペンタンおよびn-ヘキサンの理論

スペクトルから吸収は、HOMO-2 ~ 

HOMOからRydberg 3s, 3p状態への遷

移が混合したバンドに帰属することが

できた。これらの遷移で重要な分子軌

道を図2に示す。

分枝アルカン研究では 8.3eV付近

のバンドはn-アルカンのそれに比較し

て低エネルギー側にシフトし、しかも

7.7eV付近のバンドの強度が強くなる

ことが分かった。また分枝が増えるほ

ど、8.3eVのバンドは低エネルギー側

にシフトしている。7.7eVのバンドは

Rydberg 3sへの遷移に帰属したが、禁

減衰全反射遠紫外分光法と量子化学計算による
凝縮層における有機化合物の電子状態の研究共同利用研究ハイライト

尾崎 幸洋 関西学院大学理工学部化学科　教授

共同利用・共同研究

 
 (a) 

 
( )

(b) 

 

図1　n-アルカン (CnH2n+2; n=5-9)のATR-FUVスペクトルおよび理論の比較
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(a) HOMO (ag) (b) HOMO-1 (bg) (c) HOMO-2 (ag) (d) HOMO-3 (au)

(e) Rydberg 3py (bu) (g) HOMO-3 (a1):  C7H16(f) HOMO-2 (a2):  C7H16

図2　アルカンの電子遷移に関連する重要な分子軌道

制遷移である3s遷移がn-アルカンから

分枝アルカンになるに従って対称性が

低くなり、強度が強くなったと考えら

れる。

さらに、アルカンの液体から固体へ

の相転移を追跡した低温温度変化実験

では、液体で観測された153 nmの吸

収が減少し、200, 230, 260 nmに 3

本の吸収が現れた。この実験結果を2

分子の距離を変化させたアルカンクラ

スターの計算結果と比較すると、アル

カンクラスターにおいても分子間距離

が短くなると、実験で見られたような

大きな長波長シフトが計算された。こ

のシフトは、十分距離を置いたクラス

ターにおいてはHOMO-2であった準位

が、アルカン距離の短縮によって、大

きな高エネルギーシフトを起こした結

果、遷移エネルギーが低エネルギーへ

シフトすることが原因であることが分

かった。

また、炭素鎖を主体とする骨格だけ

でなく極性基が骨格となるものとして

アミド、ナイロンについても研究を行っ

た。各種アミドと炭素鎖の異なる各種

ナイロンについて、ATR-FUVスペクト

ル測定を行った。また、計算としては

アミドと長鎖アルキル鎖を持つアミド

の計算を行った。ナイロンのスペクト

ル測定において、炭素鎖の異なるアミ

ド間で、*遷移とその短波長側に現れ

る遷移の比が異なることが解った。計

算からその原因は、短波長に現れる遷

移が炭素鎖に局在する電子状態による

ものであり、*遷移がアミド基に局在

する電子状態によるものであるからで

あることがわかった。

このように筆者らと江原教授らは共

同研究により、ATR-FUV法と量子化学

計算法を合わせ用いて液相における有

機化合物のFUV域における電子遷移を

研究する方法を確立した。今後この方

法を用いてさらにさまざまな有機化合

物の電子状態、電子遷移の研究を進め

るとともに固体の有機化合物、高分子

さらにはそれらの超薄膜の研究などに

も発展させたいと考えている。

おざき・ゆきひろ
1978年大阪大学大学院理学研究科博士課程修了、
1978年9月カナダ国立研究所（NRC）研究員
(Research Associate)、 1981年4月東京慈恵会医
科大学　助手、 1988年4月東京慈恵会医科大学
講師、1989年4月関西学院大学　助教授（理学部）、
1993年 4月関西学院大学　教授（理学部）、 
2001年4月学部改変により関西学院大学教授
（理工学部）。
〔専門〕分子分光学（特に振動分光学と遠紫外分光学）
ozaki@kwansei.ac.jp
http://sci-tech.ksc.kwansei.ac.jp/~ozaki/
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ultraviolet Spectroscopy and Quantum Chemical Calculations", J. Phys. Chem. A 116, 11957-11964 (2012).
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1．はじめに

可視光は、生物にとって第一義的に

重要なエネルギー源であり情報源であ

る。生物は、その光を有効に利用する

ため、様々な可視光受容タンパク質分

子を発達させてきた。ビタミンＡのア

ルデヒド型であるレチナールを発色団

する7回膜貫通型光受容タンパク質は、

総称してレチナールタンパク質と呼ば

れる。10年ほど前までは、比較的限ら

れた生物種のみが持つ稀なタンパク質

であると考えられてきたが、現在では

生物の三大ドメイン（古細菌、真正細菌、

真核生物）に万を超える分子の存在が

確認されている [1]。

これらレチナールタンパク質の光反

応は、約100フェムト秒で起こるレチ

ナールのトランス<->シス異性化とい

う“共通のイベント”により開始され

る。一方、最終的な生理機能は“多様”

であり、イオン輸送体としてエネルギー

産生に関わるだけでなく、光センサー

として情報伝達を司る [2]。私達は、様々

なテクニックを駆使して、微生物型レ

チナールタンパク質の単離・同定と機

能発現機構の理解を目指した研究を

行っており [1,2]、最近では、分子科学に

立脚した光操作ツール開発も行ってい

る [3]。本稿では、その過程で発見した

新規分子・ミドルロドプシン（MR）の

構造変化を、時間分解赤外分光法によ

り明らかにした結果について述べる [4]。

2． ミドルロドプシン（MR）

我々は、「多種多様なロドプシン分子

がどのように生まれて（進化して）きた

のか？」について興味を持っている。も

し、2つのレチナールタンパク質に進化

的な関係があれば、変異導入により互い

の機能変換が可能なのではないかと考え、

機能が異なる2つの分子、バクテリオロ

ドプシン（BR：光駆動プロトンポンプ）

とセンサリーロドプシン II（SRII：青色

光センサー）に着目した。高感度pH電

極による測定の結果、SRIIには弱いな

がらもBRと同様のプロトン輸送能が備

わっていること、BRからSRII様センサー

への変換は、3つのアミノ酸の置換によ

り実現できること [6]がわかった。この

研究により、両者の進化的関連性が示唆

され、わずか3箇所のアミノ酸置換で機

能変換が可能であることが明らかとなっ

た。一方で、両者で変化した性質は実質

的に機能のみであり、他の異なる性質（光

反応、吸収極大波長など）は、変化しな

かった。そのため、機能以外の性質がど

のように変化していったのかは不明で

あった。

そこで、次にBRとSRIIの分子系統

樹で中間に位置する分子（ミドルロド

プシン、MRと命名）に着目した（図

1A）。この分子の遺伝子を正方形をし

た古細菌・H. walsbyiから単離し、大腸

菌での組み換え体として発現させ、そ

の性質を主に分光学的に検討した [7]。

その結果、MRの光反応はBR型、吸収

波長（色）はSRII型であることがわか

り（図1B）、BR→SRIIへの分子進化の

過程で、まず色が大きく変わり、その

後センサー能を獲得するとともに光反

応（特にその速度）が大きく変化した

ことを考察した [7]。

正方形の古細菌が持つ光受容タンパク質の
特徴的な構造変化共同利用研究ハイライト

須藤 雄気 名古屋大学大学院理学研究科 准教授

図1　A) BR, SRIIとMRの分子系統樹。B)分光学的性質の比較。

A) 

B) 

共同利用・共同研究
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3．時間分解赤外分光法による構造変

化解析

生命・錯体分子科学研究領域・古谷

祐詞准教授と我々は、これまでにBRと

SRIIの光誘起差赤外スペクトルを取得

することに成功しており、両者で特徴

的な分子構造の変化をアミノ酸側鎖レ

ベルで明らかにしてきた [8-10]。本研究

ではこれまで培ってきた手法をMRに

適用し、構造変化はBR型なのか、ある

いはSRII型なのかを検討した。BRに

おいては、天然膜に高度に濃縮発現し

ている特性から、時間分解分光解析が

精力的に行われ、タンパク質内部の水

分子を含めた微細構造が明らかになっ

ている。一方、他の微生物型ロドプシ

ンでは赤外差スペクトルが微弱である

こと、試料調製の難しさなどから解析

が進んでいない。我々は、MRの界面

活性剤中での精製条件、及び脂質への

再構成条件を詳細に検討するとともに、

古谷グループの持つ高精度の赤外分光

装置と計測法により、高いS/N比での

測定に成功した（図2）。得られた振動

モードの帰属は、タンパク質部分やレ

チナール発色団に 13C安定同位体を導

入し、そのスペクトルとの比較から慎

重に行った。その結果、光励起後95s

で、シートに（レチナールの変化と比

較して）大きな構造変化が起こること

を見出した（図2）。この変化は、BRや

SRIIではどの時間領域でもみられない

MRに特徴的なものであった。これまで

構造が明らかになっているレチナール

タンパク質の構造は、互いによく似て

おり、共通して細胞外にシートを持つ。

そのため、レチナールと大きく離れた

この部位が、早い時間領域で大きく構

造変化を起こすと推察した（図2）。

4．おわりに

このように、MRの構造変化は、当

初、BRとSRIIのどちらかに類似したも

のと予想していたが、そのいずれでも

ない特徴的なものであることが明らか

となった。MRは、既存のレチナールタ

ンパク質の機能（イオン輸送能 [3]、光

センサー能 [6]、転写調節能 [11]）を示

さないため、全く新しい生理機能を持

つと考えられる。今回見出した変化は、

その独特の機能と関係しているのかも

しれない。最後に、本研究にご協力頂

きました神戸薬科大学・和田昭盛博士、

沖津貴志博士、大阪大学・水谷泰久博士、

水野操博士に心から感謝いたします。

  

図2 MRに特徴的なシートの構造変化。シートの振動数に対応するアミド I、
アミド II、アミド IIIの変化が観測された（左）。この変化は、BRの結晶構造
をもとに、細胞外側のシートの構造変化によるものと推察した（右）。

すどう・ゆうき
1977年神奈川県生まれ。2000年北海道大学
薬学部卒業。2005年同博士課程修了（うち
2年間は奈良先端大特別研究学生）。2005年
名古屋工業大学・ポスドク、2005-2007年
テキサス大学ヒューストン校・ポスドクを経て、
2007年名古屋大学大学院理学研究科・助教。
2009年より現職。2008-2012年JSTさきがけ
研究員兼任。専門は生物物理学、光生物学。
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5年ぶりに高性能分子シミュレー

タ（通称、汎用コン）を更新し、今

年 3月から運用を開始した。今回導

入したシステムは、演算サーバ（富

士通製 PRIMERGY CX250 S1 5888

コア）、外部磁気ディスク（富士通

製 ETERNUS DX80 S2 実 効 容 量

1.8PB）、運用管理クラスタ（富士通製

PRIMERGY RX200 S7 16ノード）な

どから構成されている。外部磁気ディ

スクは、ホームディレクトリーだけで

なく、短期保存ディスク等にも運用さ

れている。ファイルシステムは「京コ

ンピューター」にも使われているもの

であるが、計算科学研究センターの運

用ではファイルアクセスが遅いことが

顕在化しており、現在、その対策を行っ

ている。運用管理クラスタは仮想化の

ホストサーバで、計算科学研究センター

のウェブサーバなどのセンター用途の

サーバだけでなく、共同利用申請シス

テムや研究会ユーザー登録システムな

ど分子科学研究所向けのサービスを行

うためのサーバも稼働させている。

また、今回の調達では、耐用年数が

過ぎていた冷却設備の更新と汎用コン

システムの更新が同時期であったため、

計算性能だけでなく冷却設備や電気料

金も含めたものが最適となるように調

達を行った。その結果、空調パッケー

ジの台数を減らすことも可能となった。

さらに、昨年2月に更新した超高速

分子シミュレータ（通称、スパコン）

の一部更新も行った。高速 I/O演算サー

バをUV1000からUV2000というモデ

ルに更新し、CPUがSandy Bridge系へ

の更新を行うとともに、コア数も576

から1024に増強した。また、クラス

タ演算サーバは、全てのノードを8GB/

コアへと搭載メモリーの増強を行った。

汎用コンとスパコンのクラスタマシン

はCPUが同一で速度差がないために、

全体として 11360コアの大きなシス

テムとして同一キューによるシームレ

スな運用を行っている。導入当初は空

いているノードも見られたが、月を追

うごとに利用率・同時利用者数が上が

り、CPU待ちの状態のジョブも多くなっ

てきた。比較的使いやすく演算性能の

高いシステム（クラスタだけでも0.26 

Peta fl ops、全体では0.33 Peta Flops）

である。CPUが必要な際には是非ご利

用頂きたい。

なお、ユーザーの計算処理に対する

欲求はとどまるところを知らない。最

高速の計算機でも4年5年も経てば、研

究室にある普通のマシンよりも遅くな

りユーザー離れが見られる。そこで、

2014年9月には、演算サーバのCPU

の更新を行い、処理能力のさらなる向

上を進める予定である。

計算科学研究センター　高性能分子シミュレータの更新（2013年2月）施設だより
計算科学研究センター長　斉藤 真司

UV2000Primergy CX250
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分子科学の発展・深化を使命とする

研究拠点である分子研の役割を体現す

る上で、先端的研究施設群を整備して

広く国内研究者との（今後は国外とも）

協力・連携を強力に推進することは不

可欠である。比較的汎用性の高い装置

群の管理は、機器センターが集中的か

つ経常的に担当することとなった。現

在、JEOL JNM-ECA920型超高磁場

NMRやBruker E680型ESRを始めと

する磁気共鳴装置群の充実に力を注い

でいる。その取り組みの一環として、

理化学研究所と協定を結んで、同研究

所横浜キャンパスに設置されていた高

磁場NMR装置2台を本年度より分子研

に移設して、共同利用に供することと

した。以下に本装置の概要を説明する。

このたび山手4号館1階102室に設置

されたBruker AVANCE800型NMR装

置は、18.79 Tのシールド型マグネッ

トに、1H-13C-15N三重共鳴インバース

プローブであるTCI型クライオプロー

ブを実装している。これにより、1Hの

共鳴周波数800 MHzでの超高感度溶液

NMR計測を行うことができる。

超伝導コイルの周囲は、液体ヘリウ

ムを真空ポンプで減圧することで約2 

Kに保たれている。通常運転時および

液体ヘリウム充填時に生じるヘリウム

ガスは回収ラインを通して回収される。

また、液体窒素は再凝縮装置により維

持される。

TCI型クライオプローブは低温下に保

たれた 1Hおよび 13Cプリアンプを搭載

し、1H、13Cの高感度測定に最適化さ

れている。実測した感度（S/N）は、そ

れぞれおよそ8,800（1H, 0.1%エチル

ベンゼン）および1,900（13C, ASTM）

であり、特に 1Hの感度は通常プローブ

を使用した場合（2,100）と比較して4

倍以上向上した。そのため、分子研の

従来設備では計測困難であった低溶解

性の生体分子複合体をはじめ、不安定

化合物あるいは貴重な微量試料に対し

ても高分解能測定を実現することが期

待できる。測定には一般的な直径5 mm

のサンプルチューブを使用する。また、

測定温度は5℃～75℃の範囲で制御可

能である。ソフトウェアはTopSpin2.1

である。

一方、明大寺実験棟1階119室に設置

されたBruker AVANCE 600型NMR装置

は、14.1 Tのシールド型マグネットを有

し、周辺機器の切り替えにより、1H共

鳴周波数600 MHzでの溶液・固体NMR

の双方の測定が可能である。溶液NMR

では試料管外径 5 mmの 1H-13C-15N

の三重共鳴インバースプローブ、一

方、固体NMRでは試料管外径2.5 mm 

の 1H-13C-15N三重共鳴magic angle 

spinning （MAS）プローブを、各々実装

している。また、800 MHz NMR同様、

通常運転時、および液体ヘリウム充填

時に生じるヘリウムガスは回収ライン

を通して回収され、液体窒素は再凝縮

装置により維持される。また、溶液お

よび固体NMRでの測定温度は、各々、

-50～ 80℃、および -30～ 80℃の範

囲で制御可能である。ソフトウェアは、

800 MHz NMR同様にTopSpin2.1であ

る。

特に本固体NMRプローブでは、小径

コイルを採用しているため、各核種で

高出力ラジオ波照射が可能である。ま

た、15 l程度の少ない試料で、35 kHz

までの高速試料回転が可能である。こ

のため、分子研の従来設備では不可能

であった高速試料回転、高出力ラジオ

波照射を必須とする先端的な固体NMR

実験が可能となり、高感度、高分解能

の計測を実現できると期待される。

上記の2つのNMR装置は、ナノテク

ノロジープラットフォーム事業の一環

として、施設利用または共同研究に供

される予定である（詳細はホームペー

ジhttp://nanoims.ims.ac.jp/ims/に記載

予定）。多くの所外研究者の方々にご利

用頂き、分子科学の発展・深化に貢献

できれば幸いである。

高磁場ＮＭＲ装置の増強について施設だより
機器センター長　大島 康裕

Bruker AVANCE 600型溶液・固体NMR装置

クライオプローブを実装した
Bruker AVANCE800型NMR装置
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現在、バイオサイエンス（生命科学）

は大きなターニングポイントを迎え

ている。人類は昔から生命とは何か？

われわれはどのような仕組みで生き

ているのか？という疑問をずっと持

ち続けてきた（に違いない！）。生

物は細胞と言う単位からできてお

り、最小の生命は細胞であることが

分かっても生命の謎は全く解けな

かった。まず、細胞がどのような分

子からできているのか、を知るのが

先決であったが、1900年代半ばま

では蛋白質、核酸という水溶性巨大

分子の取り扱いができなかった。そ

こで、有機溶媒で抽出可能な低分子

化合物の構造決定が盛んに行われて、

然るべき成果を挙げてきたが、蛋白

質、核酸を抜きにして生命の本質に

迫ることは不可能であることは皆さ

んのご存知のとおりである。

しかし、ゲルろ過やDEAEセルロー

スクロマトグラフィーなどの開発に

より、われわれは蛋白質を扱えるよ

うになり、またゲル電気泳動法の開

発により核酸も扱えるようになった。

私も 1970年代から 80年はじめま

で蛋白質を精製していたが、蛋白質

を取り扱えるようになったとはいえ、

何年間もかけて一つの蛋白質を単一

にまで精製するのがやっとであった。

しかも、それができるのは細胞内で

圧倒的に存在量の多い蛋白質だけで

ある。私は核酸生合成系の酵素を精

製しようとしていたが、5年かけて、

結局部分精製しかできなかった。私

は大阪大学蛋白質研究所でこの研究

をしていたので、当時最新の機器が

揃っていたのに、である（今でも良

い研究所だが、1970年代は蛋白質

研究のメッカだった、と思う）。また、

精製したとしても大量にないと意味

がなかった。というのも蛋白質をペ

プチドに分解・精製し、それらの構

造をエドマン分解でN-端から順番

に決めていくのだが、大量の精製品

が必要で、いったいどれだけの蛋白

質の全構造が決まったのだろうか？

　しかし、エドマン分解が開発され

たから良かったものの、それ以前は

円偏光二色性を利用して、精製蛋白

質のヘリックス含量は何％という

情報それと酸加水分解してからのア

ミノ酸組成比くらいしか引き出せな

かった。

1970年代後半からｃDNAクロー

ニングとDNA塩基配列の決定法

（Sanger法とMaxium Gilbert法）が

開発され、蛋白質のアミノ酸配列は

DNA配列として決定されるようにな

り、飛躍的に構造決定が早くなった。

さらに、ｃDNAから組換え蛋白質が

作られるようになり、蛋白質の高次

構造を決定するための材料取りもか

なり容易になった。このような革新

的技術の開発を伴って生命科学は大

きな転換期を迎えた。この流れの延

長で2000年ころにヒトをはじめ多

くの生物の全ゲノム情報解読が行わ

れ、ヒトなどの全遺伝子数が推定さ

れた。私はヒト遺伝子数は100万は

あると思っていたのに、意外と少な

く3－5万程度ということが分かった。

遺伝子数がこの程度だと全遺伝子産

物を単離・構造決定（1次構造では

なく高次構造）するのが可能という

ことになり、各国でブルドーザー作

戦が展開された。また、遺伝子ノッ

クアウト技術も1990年代から用い

られるようになっていたが、全ての

マウス遺伝子を一つ一つ潰してやろ

うという意欲的（何も考えていない

が）な試みも開始されて、今も続い

ている。しかし、この流れで全ての

遺伝子の解析が終わった時、果たし

て生命が理解できるだろうか？　こ

れを自動車に例えるなら、自動車の

部品をすべて単離して、どのような

形をしているのか理解して、それを

つぶしたら自動車の動く仕組みが解

明できるだろうか？ということにな

り、「ハンドルを自動車からはずした

ら曲がることができなかった」とい

うことを全ての部品で行なっている

のが現状である。この流れの研究に

意味はあるけれど、生命の本質には

迫れないだろう。

ではどうしたら良いか？　これ

が現時点の生命科学のこわいところ

である。今まで生命科学研究で研究

の種のつきることはなかった。しこ

しこと蛋白質を精製していたころは

精製する蛋白質のなくなることがな

かった！しかし、今全遺伝子産物の

網羅的解析が終わろうとしている！

　今まで何度となく革新的技術が現

れてきたのに、次の革新的技術が

出てきていないのである。これはま

るで大航海時代の終焉とよく似てい

る。沿岸をちょろちょろ航海してい

たころは世界の大きさは無限にある

と思っていたのに違いない。それが

次世代バイオサイエンスに対する岡崎統合バイオサイエンスセンターの取り組み
岡崎統合バイオサイエンスセンター長　池中 一裕
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大航海ができるようになり、新大陸

を発見したころはどんどん領土を拡

大するぞ、と船乗りは大きな夢を抱

いていただろう。しかし、世界は地

球であって、地球の全ての地図がか

ける時代が到来した訳である。

岡崎統合バイオサイエンスセン

ターもこの現状に危機感を覚えてお

り、設立10周年にあたる2010年か

ら次世代のバイオサイエンスはどの

ようにあるべきか議論を重ねてきた。

3研究所長をはじめ9人の委員で「統

合バイオ在り方検討会」を組織し、2

年間検討した。統合バイオはもともと

分子科学、基礎生物学、生理学などの

学際領域にまたがる諸問題に対し、総

合的な観点と方法論を適用し、新しい

バイオサイエンスを切り開くことを

目的として、2000年4月に設立され

た。当時のバイオサイエンスを先取り

して、時系列生命現象、戦略的方法論、

生命環境の3つの研究領域から構成さ

れた。しかし、この遺伝子の大航海時

代の終焉に対応するためには大きく

研究領域の変換を行う必要があった。

前述したように、一つ一つの蛋白質 

の性質はかなり理解できたので、やは

り次はそれらが複合体を作ってどの

ように性質（構造や機能）が変化する

のかを基本において研究を進めるべ

きだとの基本姿勢で下記の3つの新研

究領域が組織された。

1）生命動秩序形成研究領域
・生命素子が自律的に柔軟かつロ

バストな高次秩序系を創発する仕組

みを理解する。

・生命機能分子や細胞などに関し

て蓄積されつつある一次情報を多階

層的に捉えることにより、新たに見

えてくる生命システムの非線形性に

着目し、生命システムのもつ頑強性

や可塑性に対する理解を深める。

2）生命時空間設計研究領域
・分子から個体の集団に渡るさま

ざまな生命現象において、固有の時

間周期の構築や個々の現象の起きる

タイミングと速度の規定に関わるメ

カニズムの解明を目指す。 

・分子集合から組織、個体に渡る

さまざまな階層において、それらの

大きさや空間内での位置、空間的パ

ターンを規定するメカニズムの解明

を目指す。 

3）バイオセンシング研究領域
・生物個体の細胞環境刺激センシ

ング機構をセンサー分子に焦点をあ

て解明する。（センシング情報の統合

機構の解析による個体応答の解明ま

でも含める。） 

・幅広い生物種のセンシング研究、

センサーやセンシング機構の進化に

おける変化の解析からセンシング機

能の本質の理解を目指す。 

この3つの研究領域では「パーツ

から全体へ」を目指し、できれば革

新的な技術を創出しながら、次世代

のバイオサイエンスの姿をつかめる

ように努力する予定である。当然統

合バイオ専任の教員だけではこのよ

うに壮大な計画は遂行できない（？）

ので、分子研をはじめ岡崎3研究所

の研究者の協力も頂戴しながら進め

ていく所存である。

協力をして頂くためには軍資金も

必要なので、3研究所および新分野創

成センターの研究者に対して公募研

究を7月中には開始する。このレター

ズが刊行されるころには公募研究の

選択も終わり、生命解明に向けて

多くの力が注がれていることであろ

う。今われわれは生命科学は永遠に

続く学問であると思っている。しか

し、ヒト全ゲノム情報が明らかになっ

たように生命の謎も解き明かされる

時がきっと近いうちに来るに違いな

い。その後には何がバイオサイエン

スのテーマになるのであろうか？　

定年まで20年以上ある人は是非この

問題を真摯に考えて欲しい。大航海

時代の後は先進国による植民地の場

所争いがおきたが、このようなこと

がバイオサイエンスの将来には起き

ないことを願うばかりである。

いけなか・かずひろ
生理学研究所教授、統合バイオサイエンスセンター　センター長、生理学研究所行動・代謝分子解析
センター　センター長、国立大学法人総合研究大学院大学生命科学研究科生理科学専攻・教授。
大阪大学理学部卒、同大学院理学研究科修了、理学博士。大阪大学蛋白質研究所助手、助教授を経て、
平成４年１１月から生理学研究所教授。
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共同利用・共同研究に関わる各種お知らせ

共同利用研究の実施状況（採択件数）について

種　　別 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度
（6月10日現在）

課題研究 2 2 1 0 1 1 2

協力研究 91 90 119 122 108 123 32

分子研研究会 9 4 5 6 4 10 4

若手研究会等 － 1 1 1 1 1 1

岡崎コンファレンス － － － － － 1 0

計 102 97 126 129 114 136 39

共同研究専門委員会よりお知らせ

共同研究専門委員会では、分子科学研究所が公募している課題研究、協力研究、分子研研究会、若手研究会、および岡崎コンファ

レンスの申請課題の審査を行っています。それぞれの公募の詳細については分子研ホームページ（http://www.ims.ac.jp/use/）を参

照いただきたいと思いますが、ここでは分子研研究会に「ミニ国際シンポジウム」のカテゴリーが新たに設けられたことを紹介し

たいと思います。「ミニ国際シンポジウム」は、「アジア連携分子研研究会」と「岡崎コンファレンス」の中間的な位置づけの研究

会です。「アジア連携分子研研究会」では、海外からの参加者についてはアジア地区の研究者に限られていましたが、「ミニ国際シ

ンポジウム」では欧米からの参加者も含めることができます。ただし現時点では、欧米からの参加者については、原則的に国内旅

費と滞在費のみの支給となっています。したがって、国内で開催される国際会議に来日している研究者を招へいし、その国際会議

とは異なる切り口での研究会を開催する、あるいは他の予算で来日している研究者を招へいするといった状況を想定しています。

共同研究の現状について、平成19年度から平成25年度前期（平成25年6月10日現在）までの採択数の推移をまとめたもの

を下記に示しました。平成24年度の協力研究、分子研研究会の件数は、やや増加傾向にありましたが、平成25年度前期分の協

力研究の件数がやや少なめであるのが気になります。協力研究、分子研研究は随時申請も受付けておりますので、積極的に申請

頂ければ幸いです。

前回の本欄でもお知らせしたように、現在共同利用研究の申請は、すべてWebシステムを利用した電子申請に全面的に移行

しています。電子申請システムについて、これまでにいくつかのコメントを頂いていますが、頂いたコメントには可能な限り対

応しています。皆様からのご意見をもとに、電子申請システムをより使い勝手のよいものに改善して行きたいと考えております

ので、電子申請について改善が必要と思われる点、要望等がございましたら、是非それらのご意見を共同研究専門委員会委員長

（青野重利　aono@ims.ac.jp）までご連絡下さい。

開 催 日 時 研 究 会 名 提 案 代 表 者 参加人数

平成 25年 1月 18日～ 21日
Japan-China Jo in t Sympos ium on Funct iona l 
Supramolecular Architectures

前田　大光（立命館大学薬学部）
48名

平成 25年 2月 5日～ 6日 生体配位科学の最前線と展望 伊藤　忍（大阪大学大学院工学研究科） 38名

平成 25年 2月 12日～ 13日 先端的レーザー分光技術による分子科学の新展開 大島　康裕（分子科学研究所） 40名

平成 25年 3月 13日～ 14日 金属錯体機能の根源を探る～分子構造とその変化様式の探
求最前線 村橋　哲郎（分子科学研究所） 38名

平成 25年 4月 4日～ 6日 レーザーフィラメンテーション技術の基礎と応用 寺嵜　亨（九州大学大学院理学研究院） 52名

平成 25年 5月 25日～ 26日 分子ダイナミクスの階層性－超高速分光から－分子測定 斉藤　真司（分子科学研究所） 60名

平成 25年 6月 14日～ 15日 日中合同若手シンポジウム－革新的配位材料
上野　隆史（東京工業大学大学院生命理工学研
究科）

42名

分子研研究会 ※6月15日時点で実施済研究会

共同利用・共同研究
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総合研究大学院大学 構造分子科学専

攻 5年一貫制博士課程4年の中村と申し

ます。このたび、おかしん先端科学奨

学金制度の奨学生に採択して頂きまし

た。本奨学金制度は2012年10月、総

研大3年生を対象に自然科学研究機構

のうち愛知県岡崎市に所在する3研究

所（分子科学研究所・基礎生物学研究所・

生理学研究所）で、岡崎信用金庫から

受入れる寄附金を原資に設けられまし

た。各研究所から1人、合計3人のおか

しん先端科学奨学生には年間110万円

が支給されます。

総研大の博士課程に進学するまでは、

岡山大学自然科学研究科で研究しており

ました。当時私は、修士課程修了後は企

業での研究職を志望していましたが、就

職活動をしているとき、企業で活躍し、

よりよく仕事をこなすためには、独立し

て研究しながら自ら問題を解決できる能

力が必要であると考え、進学することに

決めました。3年次編入試験を経て、昨

年の4月から、錯体物性研究部門 正岡グ

ループに所属しております。新たな環境

に慣れ、研究が進みだした8月末に、岡

崎信用金庫による奨学金制度が新設され

ると伺いました。それまでは日本学生支

援機構の奨学金を借りて生活していたた

め、もし採用されれば経済的な負担がと

ても軽くなると考え、応募することに致

しました。

採用試験では、「P-N型配位子を用い

た可視光吸収可能な錯体型還元触媒の

構築」というテーマで研究成果および

今後の展望について発表しました。現

代社会は再利用不可能な化石燃料に依

存しており、枯渇の恐れや化石燃料の

消費に伴う二酸化炭素発生に由来する

地球温暖化が懸念されています。この

ことから、太陽から半永久的に供給さ

れる光エネルギーを利用し、アルコー

ルなどの燃料分子を作り出す人工光合

成システムの開発は、地球の環境・エ

ネルギー問題解決のための重要な研究

課題です。その鍵となる反応の一つで

ある二酸化炭素の光化学的／電気化

学的多電子還元は、一酸化炭素、ギ

酸、ホルムアルデヒド、メタノールな

どの様々な物質の生成が考えられ、そ

れらの選択的合成は困難とされていま

す。P-N型配位子は反応調節・選択性

への優位性に加え、還元触媒能の向上、

光反応の効率化に優れていると考えら

れており、この配位子を用いて錯体型

光還元触媒を設計しました。これまで

に、目的とする錯体触媒の二種類の構

造異性体（cis型・trans型）を反応温度

の制御により選択的に合成できること

を見出しました。単離した2つの異性

体間で酸化還元特性、および分光・電

気化学的性質が大きく変化し、その相

関の解明に成功しました。両異性体と

もに二酸化炭素の還元能力を有するこ

とを確認し、P原子の導入が基質であ

る二酸化炭素の捕捉に対して優位には

たらくことを実証しました。これまで

は2電子還元体である一酸化炭素とギ

酸しか効率的な生成が達成されていま

せんが、二酸化炭素補足の優位性を示

した本研究成果によって、ホルムアル

デヒドやメタノールといった多電子還

元体生成の足がかりになると期待して

います。そのため今後は、構造制御に

よる触媒機能の調節や、中心金属の選

択による触媒機能の調節を行い、二酸

化炭素還元反応の効率化や選択性の向

上を目指して行きたいと思います。植

物から独立した光エネルギー変換シス

テムである人工光合成実現のための基

礎研究として多大な波及効果があると

考えられます。

奨学生として採用された後、2013年

2月28日に岡崎信用金庫本部で執り行

われた奨学金創設記念式典に出席しまし

た。そこでは記者からインタビューを受

け、その内容が、東海愛知新聞（3月1

日付）、中日新聞（3月6日付）に載りま

した。記事のコピーを大学院係から頂い

たとき、おかしん先端科学奨学生として

の責任を強く感じました。特に、中日新

聞から「岡崎からノーベル賞を」という

見出しで記事になっており、世界を代表

する研究者を目指す意気込みが湧きまし

「おかしん先端科学奨学金制度」について

中村 豪
総合研究大学院大学物理科学研究科構造分子科学専攻
5年一貫制博士課程4年

COLUMN

なかむら・ごう
2010年岡山大学理学部化学科卒業、2012年同大学院自然科学研究科博士前期
課程修了後、総合研究大学院大学物理科学研究科3年次編入。生命・錯体分子
科学研究領域の正岡グループにて、金属錯体による二酸化炭素の多電子還元反応
について研究を行っている。

大学院教育

「おかしん先端科学奨学金制度」創設記念式（前列の右端が筆者）
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2013年度の学生セミナーは4月8、

9日の二日間にわたって行われた。こ

の期間中の葉山は風こそ強かったもの

の晴天に恵まれ、富士山と相模湾が映

える絶好のセミナー日和となった。入

学式後、休憩も無いままいきなり連れ

出され、会場へと案内された新入生達

だったが、セッションが進むにつれ学

生間でだいぶ打ち解けていったよう

だった。それぞれのセッションは、直

前の綿密なリハーサルのおかげで思い

の他すんなりと進んでいたと思う。特

に「1円玉を様々な視点から捉え、そ

の価値観を共有することで他専攻を知

る意味について考える」というコンセ

プトの1円玉ワークショップでは、新

入生同士でしっかり

と議論が交わせるか

という不安要素が

あった。しかし私た

ちの心配をよそに、

本番では予想外の盛

り上がりを見せ、良

い意味で私たちの期

待を裏切ってくれた。

また、総研大の各専

攻の先生方に参加し

て頂くことで会場が

さらに活気づき、良い雰囲気を保つ事

ができたため、新入生やセミナー委員

にとっても非常に濃密で意味のある時

間を過ごす事ができたと思う。1年間

という非常に長い準備期間をこの2日

間に詰め込み、無我夢中のまま過ぎて

しまった学生セミナーだったが、無事

に成功で終わる事ができた。最後にな

りましたが、各基盤機関に籠っていて

は出会う事ができなかった仲間達との

貴重な経験を与えてくださった学融合

推進センターの岩瀬先生、奥本先生を

はじめ、学生セミナーに携わった全て

の方々に御礼申し上げます。

E V E N T  R E P O R T

物理科学研究科機能分子科学専攻　5年一貫制博士課程2年　岡部 佑紀

平成25年度前期学生セミナー教員報告

大学院教育

た。これからも、総研大生、分子研研究

員、そしておかしん先端科学奨学生とし

て分子科学の発展に貢献できるような研

究を続け、研究成果を岡崎の地から世界

へ次々に発信できるよう精進していく所

存でございます。

実は、応募するまで岡崎について

は分子研のことしか知らず、岡崎信用

金庫が日本で第3位の規模を誇る“メ

ガ信金”であることを後ほど知りまし

た。岡崎のことを全くわかっていない

と痛感し、最近は岡崎の活動にできる

だけ参加することにしています。そこ

で、大学生のときに打楽器を演奏した

経験があったので、市民オーケストラ

である岡崎フィルハーモニー管弦楽団

に入団し、月に2回程度、岩津にある

公民館で練習しています。毎年2回演

奏会を主催しており、次回は2014年

1月19日（日）の予定です（会場はお

隣幸田町の町民会館です）。研究生活

の羽休めにクラシック音楽を楽しんで

みるのはいかがでしょうか。また、岡

崎や分子研の良さを知っていただくた

めに、昨年度から研究室のメンバーと

一緒に研究室Twitter、そして facebook

ページの運営を始めました。オープン

キャンパスに来た学生から「Twitterやっ

ています。いつもつぶやきを見ていま

す！」と聞いたときは、学生とのつな

がりを実感することができ、嬉しく思

いました。今年の4月末に、中村敏和

先生が中心となって分子科学研究所の

facebookページを立ち上げられ、私も

僭越ながらページの管理人として参加

しております。日々のプレスリリース

をはじめ、分子研の近況について掲載

しています。

最後になりましたが、岡崎信用金庫、

大学院係の皆様にこの場を借りて厚く

御礼申し上げます。ありがとうござい

ました。

Yuki Okabe
東海大学理学部化学科を卒業後、
平成24年に総合研究大学院大学
物理科学研究科機能分子科学
専攻へ入学。協奏分子システム
研究センター櫻井グループにて、
バッキーボウルを用いた材料
科学への展開に取り組んでいる。1円玉ワークショップの様子
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2013年6月1日（土）に分子研オー

プンキャンパスを分子科学研究所にお

いて開催した。オープンキャンパスの

参加者構成は、北海道から沖縄まで、

学部学生15名、大学院生29名、ポス

ドク以上の大学関係者3名、教員・民

間等3名であり、合計50名（このほ

か分子研シンポのみの参加者が4名）

で昨年度より若干減少した。当日は

12:45より岡崎コンフェレンスセン

ター中会議室で、著者、横山教授、青

野教授、大峯所長の順番でオープン

キャンパス、総研大、共同利用、およ

び分子研の説明を行い、明大寺・山

手の両地区を14:00から17:00まで

各グループの実験室や研究室を自由に

見学してもらった。幸い雨もふらず、

天気には恵また一日であった。アン

ケートの回収率は昨年より良く37%

であった。参加情報の入手先は先生か

らの紹介54%、ポスター 19％、ホー

ムページ23%となっており、例年と

同じく大学におけるOB等の分子研に

縁のある先生方に支えられた形で成立

していることを表していると思われ

る。実際、分子研

OB・OGの教授が

指導学生を引き連

れて見学していた

のは印象的であっ

た。また、大学共

同利用機関のこと

を知っているのは50%と低かった一

方で、総研大をよく知っていたのは

昨年度の11%から30%へとジャンプ

アップしており、徐々にではあるが知

名度が向上していると感じた。最後に、

今回のオープンキャンパスの開催にあ

たりご協力頂いた皆様に、この場を借

りて厚く御礼申し上げます。

分子研シンポジウムが平成25年5

月31日（金）午後から6月1日（土）

午前にかけて岡崎コンファレンスセン

ター中会議室で開催されました。こ

のシンポジウムは土曜日のオープン

キャンパスに連動する企画として、平

成19年から始まり今年が7回目にな

ります。所内4研究領域から推薦を受

け、分子研に縁のある7名の先生方に

講演をお願いしました。お話をいただ

いた講師と講演題目は以下のとおりで

す（講演順に記載）。

森田 明弘（東北大学）「分子シミュレー
ションによる溶液界面化学の新展開」

伊藤 肇（北海道大学）「金イソシアニド
錯体の結晶構造と発光特性：分子ドミノ」

小江 誠司（九州大学）「水素からの電
子抽出」

奥村 剛（お茶の水女子大学）「レーザー
多次元分光理論から印象派物理学への道」

菱川 明栄（名古屋大学）「数サイクル
強レーザーパルスによる超高速反応イ

メージング」

西原 康師（岡山大学）「クロスカップ
リング反応を用いるフェナセン型分子

の合成と物性」

松井 敏高（東北大学） 「ヘム代謝の多
様な戦略」

全国の修士課程の学生を主な対象

として、各講演者の研究分野の紹介か

ら、最新の研究の様子、さらには将来

展望などをお話しいただきました。参

加登録者は所外54名で、所内参加者

や当日に所外から来た人たちを含める

と70名の聴衆が集まりました。所外

の参加登録者の内訳は、学部生16名、

修士課程29名、博士課程1名、大学

の職員4名、その他4名でした。総研

大への進学や共同研究の提案・申請を

促すことを意図して、各講師の先生に

は分子研との関わりや接点について触

れて頂きました。総研大や分子研で若

く多感な時期を過ごされたお話しなど、

各講師のお話には随所で分子研や総研

大への愛着が感じ取られ、我々にとっ

ても大いに励まされるものでした。ま

た、高度な研究内容を分かり易く講義

され、参加学生からは積極的な質問も

ありました。また初日の夕方には、所

内外の学生、研究者の交流を深めるた

めの懇親会が行われ、別の角度からの

熱い議論が交わされました。参加者の

皆さんには分子科学の多様性とともに、

その基礎を支えている分子研の存在意

義を感じ取って頂けたものと思います。

これも周到な準備をされた講師の先生

方のご尽力の賜物かと思います。お忙

しい中、ご協力いただきました講師の

先生方にこの場をお借りして厚くお礼

申し上げます。

E V E N T  R E P O R T

2013年度担当教員　極端紫外光研究施設　准教授　木村 真一

2013年度担当教員　分子制御レーザー開発研究センター　准教授　平等拓範

オープンキャンパス2013

分子研シンポジウム2013

担当教員

担当教員
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2013年初旬に行われた、愛知県主
催の若手研究者イノベーション創出奨
励事業「第7回わかしゃち奨励賞」に
おいて、題目『短時間×低予算の創薬
を目指す、シミュレーションによる新
規自由エネルギー計算方法の開発』の
提案を行い、優秀賞を頂きました。わ
かしゃち奨励賞は、全国の40歳以下の
若手研究者から、愛知県内の企業との
共同研究や事業化に繋がる可能性があ
る研究テーマを募集する事業です。私
の提案は、2012年に総研大の海外学
生派遣制度を利用し、ケンブリッジ大

学化学科へ留学した時から継続してい
る研究「タンパク質の機能発現メカニ
ズムの解明」の一部に基づいています。
また、2013年4月に、総研大主催

の平成25年度（第4回）学長賞を頂き
ました（課題名『氷の融解過程と水溶
液の局所構造に関する理論研究』）。本
賞の審査では、シミュレーションを
用いた「氷の融解ダイナミクスの分
子機構の解明」 [K.Mochizuki et al., 
Nature 2013]と分子研放射光施設の
軟X線分光実験と共同で行った「メタ
ノール水溶液の局所構造の解明」につ

いて、発表を行いました。
今回、このような栄誉ある賞を頂き、

大変光栄に思っております。本研究を
支援して下さった、大峯巌所長、小杉
信博教授を初め多くの先生方に感謝致
します。

受賞者の声

望月 建爾（物理科学研究科 機能分子科学専攻 5年一貫制博士課程4年）

平成25年度総研大学長賞および第7回わかしゃち奨励賞

このたび、「表面における磁性ナノ
物質の形成および磁気特性に関する研
究」に関して平成25年度（第4回）学
長賞を頂きました。本賞の審査では、
すでに論文として発表している研究 [ 
K. Eguchi et al., Phys. Rev. B 85, 174415, 
(2012). ]とその後新たに始めました研
究について口頭発表・ポスター発表、
それから質疑応答を行いました。学長
賞は、今回が第4回目ということから
も分かりますように、設置から日が浅
い賞であり、博士3年と4年の学生の
みが応募することができます。2009

年4月に入学した同期の学生が様々な
理由で減少していくなか、昨年は同期
の学生が受賞しており、今回、私だけ
でなく他の研究科の同期の学生も受賞
されたことは喜ばしく、日本（世界）
各地で研究に励んでいる学生と賞を通
じて関わることができたことに感謝し
ています。
今後も、基板表面における磁性ナノ

物質の電子状態・スピン状態に関する
研究に注力し、受賞の勢いをそのまま
に学位取得に向けて精進してまいりた
いと思います。今回受賞しました研究

は、横山利彦教授をはじめ、多くの方々
にご指導、ご協力いただきました。こ
の場を借りて深く御礼申し上げます。

 I am proud that I was granted a student 
presentation award in the 93rd Annual 
Meeting of the Chemical Society of Japan, 
held in Ritsumeikan University. Attending 
the annual meetings is one of my favorite 
things in my doctorate study, because I can 
not only get in touch with the frontier area 
in chemistry but also make new friends.

  The title of my presentation was 
“Construction of Two-Dimensional Donor-
Acceptor Covalent Organic Frameworks 

and Po lymers and Ins igh t in to the 
Electron Transfer Events”. Science on 
covalent organic frameworks is a new 
field in chemistry. The topic of my work 
was the design and synthesis of two-
dimensional covalent organic frameworks 
with new functions. This is a result of the 
collaboration with other researchers. I feel 
lucky that I could have a chance to learn 
such a new area in chemistry because 
it will give us some new phenomena or 

unexpected results. The collaboration 
is also a process of learning something 
new, such as new techniques and new 
knowledge in other areas.

江口 敬太郎（物理科学研究科 機能分子科学専攻 5年一貫制博士課程5年）

平成25年度総研大学長賞

JIN, Shangbin （物理科学研究科 機能分子科学専攻 5年一貫制博士課程5年）

日本化学会第93回春季年会 学生講演賞
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日本化学会主催の第2回CSJ化学
フェスタ（2012年10月14日～ 17日）
において「8-（ジフェニルホスファニ
ル）キノリンを含むルテニウム (II)錯
体の合成と酸化還元反応」という題の
ポスター発表に対して優秀ポスター賞
を受賞しました。本フェスタは産学官
の交流と化学の社会への発信を目的と
しており、私の発表においても異なる
分野の研究者や企業の方々と議論致し
ました。専門分野の学会とは違った視
点の意見をいただき、大変刺激になっ
たと感じております。企画の一つであ
る「未来を創る最先端研究」セッショ

ンでは多彩な触媒技術や太陽光発電に
ついて学ぶことができました。また、
2013年3月18日に平成25年度（第4回）
総合研究大学院大学 学長賞審査発表会
があり、「P-N型配位子を用いた錯体型
光還元触媒の構築」と題した研究発表
について、学長賞を頂きました。審査
過程の一つであるポスター発表で、審
査していただいた先生のご指摘により、
学位研究課題の方向性をより明確にす
ることができました。2つの名誉ある
賞を続けて賜り、大変嬉しく思います。
今回の受賞にあたり、研究をご指導い
ただきました分子研の正岡重行准教授、

近藤美欧助教、岡山大学の鈴木孝義准
教授をはじめとする共同研究者の皆様
にこの場を借りて厚く御礼申し上げま
す。今後も研究に一層励んでまいりま
すので、よろしくお願いします。

受賞者の声

中村 豪（物理科学研究科 構造分子科学専攻 5年一貫制博士課程4年）

平成25年度総研大学長賞および第2回CSJ化学フェスタ優秀ポスター賞

 I was allowed to give a 25 min oral 
presentation. Even though I gave several 
presentations before and practiced many 
times, I still felt a little nervous. Fortunately, 

because of the practice before the meeting, 
I could give my presentation smoothly. I did 
not think that I could have a chance to get 
an award after the presentation. After about 

two months, I got a mail from the Chemical 
Society of Japan. When I got the news, I 
was so excited. This award makes me more 
confi dent for the future.

2012年 10月に開催された第 2回
CSJ化学フェスタ2012において、「鉄
5核超分子クラスターを用いた革新的な
酸素発生触媒の創製」という題目でポス
ター発表を行い、優秀ポスター賞（2012
年11月6日）を受賞いたしました。研
究活動において賞を頂いたのは今回が
初めてであり、大変嬉しく思います。
酸素発生を促進する触媒の開発は、

人工光合成における最重要課題の一つ
です。しかし、高活性かつ貴金属を使
わない分子性触媒の開発は、依然とし
て困難とされています。今回の研究で
は、安価な鉄を用いた鉄5核錯体を触媒

に用いることにより、酸素発生反応を
非常に高い反応速度で実現することに
成功しました。人工光合成における大
きな前進となることを期待しています。
日本化学会の秋季事業であるCSJ

化学フェスタは、他の学会と比べて企
業や異分野の方々が多く、様々な分野
の方々の発表は、私にとって良い刺激
となりました。また、ポスター発表を
通して活発な議論を交わすことができ、
今後の研究に活かせるものとなりまし
た。
今回の成果は、私一人だけではなく

非常に多くの人々に支えられて得られ

たものです。研究や発表方法などの指
導してくださった正岡准教授と近藤助
教、測定や様々な見識の提供を行なっ
てくださった共同研究者、合成や測定
を丁寧に行なって頂いた技術支援員に
感謝いたします。これからもこの受賞
を励みに、より一層の高みを目指して
研究に邁進したいと思います。

岡村 将也（物理科学研究科 構造分子科学専攻 5年一貫制博士課程3年）

第2回CSJ化学フェスタ優秀ポスター賞

私は、本学会にて「アルコールを用
いた籠型亜鉛錯体による補酵素NAD+
モデル還元反応系の構築」というタイ
トルでポスター発表し、優秀ポスター

賞を頂きました。
本テーマは、近年の厳しいエネル

ギー事情を打破し、環境と調和した新
しいエネルギー源を創造し、重要課題

村瀬 雅和（特別共同利用研究員 （現在豊田中央研究所研究員））

第2回CSJ化学フェスタ優秀ポスター賞
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昨年10月14～ 17日に東京工業大
学で行われた第2回CSJ化学フェスタ
2012におきまして、「ルテニウム単核
錯体を触媒とする水からの酸素発生反
応」という題目で優秀ポスター賞をい
ただきました。
私はこれまで、講演題目にもありま

すようにルテニウム錯体を用いて水を
酸化し、酸素を発生させるという研究
を行ってきました。酸素は空気中にた
くさん存在するため「なぜ酸素をわざ
わざ作るのか？」ということはよく聞
かれますが、酸素発生は人工光合成を
達成し、エネルギー問題を解決するた
めにとても重要で、かつ難しい反応な

のです。この酸素発生を効率的に行う
ための触媒を開発し、その反応メカニ
ズムを詳しく解明したのが私の研究で
す。
この学会が行われた当時、私は博士

後期課程3年で、おそらくこれが博士
論文提出前の最後の大きな学会になる
だろうと予想しました。そこで、この
学会で学生生活の集大成としての発表
ができるよう心がけました。特に、本
学会が産学連携を掲げる学会であった
ことからも、これまで以上に「なぜこ
のような研究を行うのか？」「短期的・
長期的な展望は何か？」という点を重
要視しました。その結果、聞きに来て

下さった方々に楽しんでいただき、ま
た賞までいただけたことをとても嬉し
く、光栄に思います。
最後になりましたが、この研究を支

えてくださった分子研の正岡重行准教
授、近藤美欧助教、九州大学の酒井健
教授、および後輩の皆様方に深く感謝
申し上げます。

受賞者の声

吉田 将己（特別共同利用研究員）
第2回CSJ化学フェスタ優秀ポスター賞

専　　攻 氏　　名 博　士　論　文　名 付記する専攻分野 授与年月日

構造分子科学
郭　浩 Investigation of measurement conditions of surface-enhanced infrared 

absorption spectroscopy and its application to membrane proteins 理　学 H25. 3.27

三宅　伸一郎 新規高輝度狭帯域レーザーによるコヒーレント分布操作 理　学 H25. 3.27

機能分子科学 石山　仁大 Design of the Energy Structures of Photovoltaic Organic Co-deposited 
Films by Impurity Doping 理　学 H25. 3.27

平成24年度3月総合研究大学院大学修了学生及び学位論文名

総合研究大学院大学平成25年度（4月入学）新入生紹介

専　　攻 氏　　名 所　　属 研究テーマ

構造分子科学

深津　亜里紗 生命・錯体分子科学研究領域 金属錯体の光励起状態における電気化学的挙動の探究

深堀　由季乃 生命・錯体分子科学研究領域 窒素を有する金属錯体の酸化還元化学の探究

劉　柯 生命・錯体分子科学研究領域 多電子移動を触媒する金属クラスターの合成と性能評価

GAO、Jia 物質分子科学研究領域 二次元高分子の合成と構造物性に関する研究

正井　航平 協奏分子システム研究センター 不飽和共役ポリエン系不飽和炭化水素類を用いた、パラジウム
クラスターの合成と解明

機能分子科学 王　進政 岡崎統合バイオサイエンスセンター 有機合成手法を活用した糖鎖の構造・機能解析

の解決の糸口になればという想いのも
とスタートしたものです。私の扱う金
属錯体は、有機合成化学から錯体化学
と幅広い知識と技術が必要なものです。
それ故に、乗り越えることが非常に困
難な壁もいくつもありました。しかし、
だからこそ、失敗を繰り返していくう
ちに、私は金属錯体にこの重要課題を
解決できる可能性を感じていきまし

た。研究を開始してから2年以上経過
し、この度、受賞できたことは、諦め
ずに信じて研究に打ち込んだ成果だと
感じています。また、分子科学研究所
という優れた人材、設備が整った環境
で、先生方、諸先輩のご助言ご協力が
あったからこそ、今があるものと感じ
ています。
現在は、アカデミックの世界からは

離れ、企業研究所にて、新エネルギー
創造のための研究に全力で取り組んで
います。今いる環境は以前と異なっては
いますが、私の目指すものはいつも一つ
であり、変わりません。この度の受賞と、
それに至るまでの経験を糧として、これ
からも科学者として、研究活動に邁進し
ていきたいと思っています。
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異動年月日 氏 名 区 分 異 動 後 の 所 属・ 職 名 現（ 旧 ） の 所 属・ 職 名 備 考

■人事異動（平成24年11月2日～平成25年6月1日）

■分子科学フォーラム

■分子研コロキウム

回 開 催 日 時 講 演 題 目 講 演 者

第 97回 平成 25年 5月 24日 取材現場から見たサイエンス
尾関 章（朝日新聞科学記者）
古田 彩（日経サイエンス記者）

第 98回 平成 25年 7月 17日 自然界の輝く色の秘密を探る 木下 修一 （大阪大学大学院生命機能研究科 教授）

回 開 催 日 時 講 演 題 目 講 演 者

第 844回 平成 25年  2月 15日
Local Coupled-Cluster Methods for Chemical Reaction 
Pathways Involving Large Molecular Systems

Piotr Piecuch（Michigan State University 教授）

第 845回 平成 25年  4月 30日 Interfacing Cold Atoms and Solids Jozsef Fortagh （University of Tubingen 教授）

第 846回 平成 25年  5月 27日

Coherent Multidimensional Spectroscopy of Excitons with Classical and Quantum Light
Shaul Mukamel（University of California 教授）

Raman Optical Activity of Single Molecules and the Symmetry of "Plasmonic Molecules"
Gilad Haran（Weizmann Institute of Science 教授）

Making the Molecular Movie": The Chemists' Gedanken Experiment Enters the Lab Frame
R. J. Dwayne Miller（University of Hamburg & University of Toronto 教授）

第 847回 平成 25年  6月 21日 Self-Oscillating Polymer Gels as Novel Biomimetic 
Materials

吉田 亮（東京大学大学院工学研究科　教授）

第 848回 平成 25年  7月 19日 生体分子システムの階層性：化学反応と運動 高田 彰二（京都大学大学院理学研究科　教授） 

24.11.16

24.11.16

24.11.15

24.11.30

24.11.30

24.12. 1

24.12. 1

24.12.24

24.12.31

24.12.31

25. 1.17

25. 1.31

25. 2. 1

25. 2. 1

25. 2.20

25. 3. 1

採 用

辞 職

辞 職

辞 職

辞 職

採 用

採 用

採 用

辞 職

辞 職

辞 職

辞 職

採 用

採 用

採 用

採 用

理論・計算分子科学研究領域　計算
分子科学研究部門　事務支援員

新潟大学　研究推進機構機器分析セ
ンター　准教授

名古屋工業大学　産学官連携センタ
ー　特任助教　

理論・計算分子科学研究領域　計算分子
科学研究部門　研究員（IMSフェロー）

岡崎統合バイオサイエンスセンター
戦略的方法論研究領域　特任研究員

分子スケールナノサイエンスセンター
ナノ分子科学研究部門　研究員

岡山大学　助教

京都大学　化学研究所　博士研究員

生命・錯体分子科学研究領域  生体
分子情報研究部門  研究員

分子科学研究所　事務支援員

分子制御レーザー開発研究センター
先端レーザー開発研究部門　研究員

物質分子科学研究領域　分子機能研
究部門　研究員（IMSフェロー）

物質分子科学研究領域　分子機能研
究部門　研究員 （ IMSフェロー ）

理論・計算分子科学研究領域　計算
分子科学研究部門　事務支援員

物質分子科学研究領域　電子物性研
究部門　助教

極端紫外光研究施設　光源加速器開
発研究部門　研究員

北海道大学大学院　薬学研究院　博
士研究員

物質分子科学研究領域　電子構造研
究部門　特任研究員

岡崎統合バイオサイエンスセンター
戦略的方法論研究領域　特任研究員

岡崎統合バイオサイエンスセンター  
生命環境研究領域  研究員

分子スケールナノサイエンスセンター
ナノ分子科学研究部門　技術支援員

森　川　美枝子

LIN, Jianbin

相　澤　雅　子

古　川　　　貢

石　川　理　沙

小　野　純　一

北　辻　千　展

DHITAL, Raghu 
Nath

脇　　　　　稔

竹　中　健　朗

柳　　　浩太郎

三　浦　崇　宏

阿　部　　　淳

永　園　尚　代

ARZAKANTSYAN、
Mikayel

DALAPATI、
Sasanka

各種一覧
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異動年月日 氏 名 区 分 異 動 後 の 所 属・ 職 名 現（ 旧 ） の 所 属・ 職 名 備 考

25. 3.31

25. 3.31

25. 3.31

25. 3.31

25. 3.31

25. 3.31

25. 3.31

25. 3.31

25. 3.31

25. 3.31

25. 3.31

25. 3.31

25. 3.31

25. 3.31

25. 3.31

25. 3.31

25. 3.31

25. 3.31

25. 3.31

25. 3.31

25. 3.31

25. 3.31

25. 3.31

25. 3.31

25. 3.31

25. 3.31

25. 3.31

25. 3.31

25. 3.31

25. 3.31

25. 3.31

客 員
終 了

客 員
終 了

客 員
終 了

定 年
退 職

辞 職

辞 職

辞 職

辞 職

辞 職

辞 職

辞 職

辞 職

辞 職

辞 職

辞 職

退 職

退 職

退 職

退 職

退 職

退 職

退 職

退 職

退 職

退 職

退 職

退 職

退 職

辞 職

退 職

退 職

（慶應義塾大学　理工学部　教授）

（広島大学　大学院理学研究科　教
授）

（京都大学　高等教育研究開発推進
機構　教授）

総合研究大学院大学　学融合推進セ
ンター　特任教授

名城大学　理工学部　教授

名古屋大学　物質科学国際研究セン
ター　教授

新潟大学　理学部　准教授

山形大学　基盤教育院　准教授

高エネルギー加速器研究機構　加速
器研究施設　助教

名古屋大学　大学院理学研究科　助
教

岡山理科大学　理学部　准教授

理化学研究所　放射光科学総合研究
センター

中央大学　理工学部　助教

放送大学　准教授

生理学研究所　研究支援員

物質分子科学研究領域　電子構造研究部門（名古屋
大学物質科学国際研究センター勤務）　特任研究員

総合研究大学院大学

光分子科学研究領域　光分子科学第
二研究部門　特任研究員

物質分子科学研究領域　電子構造研究部門（名古屋
大学物質科学国際研究センター勤務）　特任研究員

日本学術振興会特別研究員　PD　
（分子科学研究所）　　

兵庫県立大学　大学院生命理学研究
科　助教

岡崎統合バイオサイエンスセンター
生命環境研究領域　特任研究員

光分子科学研究領域　光分子科学第
四研究部門　客員教授

物質分子科学研究領域　物質分子科
学研究部門　客員教授

物質分子科学研究領域　物質分子科
学研究部門　客員教授

岡崎統合バイオサイエンスセンター
教授

分子スケールナノサイエンスセンター
ナノ分子科学研究部門　准教授

物質分子科学研究領域　電子構造研
究部門　准教授

理論・計算分子科学研究領域　計算
分子科学研究部門　助教

物質分子科学研究領域　分子機能研
究部門　助教

極端紫外光研究施設　光源加速器開
発研究部門　助教

物質分子科学研究領域　電子構造研
究部門　助教

物質分子科学研究領域　電子物性研
究部門　助教

生命・錯体分子科学研究領域　生体
分子情報研究部門　助教

理論・計算分子科学研究領域　理論
分子科学第二研究部門　助教

理論・計算分子科学研究領域　理論
分子科学第一研究部門　助教

技術課　機器利用技術班　機器利用
技術一係　係員

物質分子科学研究領域　電子構造研
究部門　特任研究員

物質分子科学研究領域　電子構造研
究部門　特任研究員

理論・計算分子科学研究領域　理論
分子科学第一研究部門　研究支援員

物質分子科学研究領域　電子構造研
究部門　研究員

生命・錯体分子科学研究領域　錯体
物性研究部門　技術支援員

物質分子科学研究領域　電子構造研
究部門　研究員

光分子科学研究領域　光分子科学第
二研究部門　研究員

物質分子科学研究領域　電子構造研
究部門　研究員

物質分子科学研究領域　電子構造研
究部門　事務支援員

極端紫外光研究施設　光源加速器開
発研究部門　研究員

分子スケールナノサイエンスセンター
ナノ分子科学研究部門　研究員

物質分子科学研究領域　電子構造研
究部門　研究支援員

理論・計算分子科学研究領域　理論分子科
学第一研究部門　研究員（IMSフェロー）

岡崎統合バイオサイエンスセンター
戦略的方法論研究領域　特任助教

岡崎統合バイオサイエンスセンター
戦略的方法論研究領域　特任助教

岡崎統合バイオサイエンスセンター
生命環境研究領域　特任助教

近　藤　　　寛

安　倍　　　学

加　藤　立　久

桑　島　 邦　博

永　田　　　央

唯　　　美津木

金　　　　　鋼

飯　島　隆　広

阿　達　正　浩

邨　次　　　智

山　本　　　薫

木　村　 哲　就

田　中　康　寛

安　池　智　一

齊　藤　　　碧

才　田　隆　広

早　出　　　彩

SECHRIST, 
Jeremiah S

KITYAKARN、
Sutasinee

LIU, Ke

MAITY, Niladri

SOMMER, 
Christian

ZHANG, 
Shenghong

安　井　裕　子

新　井　秀　実

森　田　悠　紀

石　黒　　　志

飯　田　健　二

澤　井　仁　美

中　村　　　敬

矢　木　真　穂

各種一覧
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異動年月日 氏 名 区 分 異 動 後 の 所 属・ 職 名 現（ 旧 ） の 所 属・ 職 名 備 考

25. 3.31

25. 3.31

25. 3.31

25. 3.31

25. 5.31

25. 3.31

25. 4. 1

25. 4. 1

25. 4. 1

25. 4. 1

25. 4. 1

25. 4. 1

25. 4. 1

25. 4. 1

25. 4. 1

25. 4. 1

25. 4. 1

25. 4. 1

25. 4. 1

25. 4. 1

25. 4. 1

25. 4. 1

25. 4. 1

25. 4. 1

25. 4. 1

25. 4. 1

25. 4. 1

25. 4. 1

25. 4. 1

25. 4. 1

25. 4. 1

退 職

退 職

退 職

退 職

辞 職

併 任
終 了

称 号
付 与

併 任

配 置 換

配 置 換

配 置 換

配 置 換

配 置 換

配 置 換

配 置 換

配 置 換

配 置 換

配 置 換

配 置 換

配 置 換

配 置 換

配 置 換

兼 任
委 嘱

客 員
委 嘱

客 員
委 嘱

客 員
委 嘱

採 用

採 用

採 用

配 置 換

配 置 換

名古屋大学　物質科学国際研究セン
ター　研究員

（物質分子科学研究領域　電子構造
研究部門　教授）

分子科学研究所　名誉教授

協奏分子システム研究センター長

理論・計算分子科学研究領域　理論
分子科学第一研究部門　教授

物質分子科学研究領域　分子機能研
究部門　教授

物質分子科学研究領域　分子機能研
究部門　助教

協奏分子システム研究センター　階
層分子システム解析研究部門　教授

協奏分子システム研究センター　階
層分子システム解析研究部門　助教

協奏分子システム研究センター　機
能分子システム創成研究部門　教授

協奏分子システム研究センター　機
能分子システム創成研究部門　教授

協奏分子システム研究センター　機能
分子システム創成研究部門　准教授

協奏分子システム研究センター　機能
分子システム創成研究部門　准教授

協奏分子システム研究センター　機
能分子システム創成研究部門　助教

協奏分子システム研究センター　機
能分子システム創成研究部門　助教

協奏分子システム研究センター　機
能分子システム創成研究部門　助教

協奏分子システム研究センター　機
能分子システム創成研究部門　助教

安全衛生管理室　助教

物質分子科学研究領域　電子構造研
究部門　教授（兼任）

光分子科学研究領域　光分子科学第
四研究部門　客員准教授

物質分子科学研究領域　物質分子科
学研究部門　客員准教授

物質分子科学研究領域　物質分子科
学研究部門　客員教授

光分子科学研究領域　光分子科学第
二研究部門　特任研究員

物質分子科学研究領域　電子構造研究部門（名古屋
大学物質科学国際研究センター勤務）　特任研究員

物質分子科学研究領域　電子構造研究部門（名古屋
大学物質科学国際研究センター勤務）　特任研究員

協奏分子システム研究センター　階層分子システム
解析研究部門　特任准教授（若手独立フェロー）

協奏分子システム研究センター　階層分子システム
解析研究部門　特任准教授（若手独立フェロー）

岡崎統合バイオサイエンスセンター戦略的
方法論研究領域　専門研究職員（特任助教）

岡崎統合バイオサイエンスセンター
戦略的方法論研究領域　研究員

岡崎統合バイオサイエンスセンター
生命環境研究領域　研究員

岡崎統合バイオサイエンスセンター
生命環境研究領域　技術支援員

岡崎統合バイオサイエンスセンター生
命環境研究領域　研究員（IMSフェロー）

分子科学研究所　分子スケールナノ
サイエンスセンター長

（協奏分子システム研究センター
階層分子システム解析研究部門　教授）

理論・計算分子科学研究領域　計算
分子科学研究部門　教授

分子スケールナノサイエンスセンター
ナノ分子科学研究部門　教授

分子スケールナノサイエンスセンター
ナノ分子科学研究部門　助教

生命・錯体分子科学研究領域　生体
分子情報研究部門　教授

生命・錯体分子科学研究領域　生体
分子情報研究部門　助教

物質分子科学研究領域　電子物性研
究部門　教授

生命・錯体分子科学研究領域　錯体
物性研究部門　教授

分子スケールナノサイエンスセンター
ナノ分子科学研究部門　准教授

分子スケールナノサイエンスセンター
ナノ分子科学研究部門　准教授

物質分子科学研究領域　電子物性研
究部門　助教

生命・錯体分子科学研究領域　錯体
物性研究部門　助教

分子スケールナノサイエンスセンター
ナノ分子科学研究部門　助教

分子スケールナノサイエンスセンター
ナノ分子科学研究部門　助教

分子スケールナノサイエンスセンター
ナノ分子科学研究部門　助教

（名古屋大学　物質科学国際センター
　教授）

（理化学研究所播磨研究所　放射光科学総合研究
センター XFEL研究開発部門　チームリーダー）

（大阪市立大学　大学院理学研究科
　准教授）

（早稲田大学　先進理工学部　教授）

光分子科学研究領域　光分子科学第
二研究部門　研究員

物質分子科学研究領域　電子構造研
究部門　研究員

物質分子科学研究領域　電子構造研
究部門　研究支援員

理論・計算分子科学研究領域　理論・計算分子
科学研究部門　特任准教授（若手独立フェロー）

理論・計算分子科学研究領域　理論・計算分子
科学研究部門　特任准教授（若手独立フェロー）

CHEN, Jin

CONG, Zhiqi

植　草　義　徳

鈴　木　万里子

棚　田　法　男

横　山　利　彦

桑　島　邦　博

秋　山　修　志

齊　藤　真　司

平　本　昌　宏

嘉　治　寿　彦

秋　山　修　志

向　山　　　厚

山　本　浩　史

村　橋　哲　郎

鈴　木　敏　泰

櫻　井　英　博

須　田　理　行

山　本　浩　二

阪　元　洋　一

東　林　修　平

田　中　彰　治

唯　　　美津木

初　井　宇　記

鐘　本　勝　一

竹　延　大　志

SOMMER、
Christian

KITYAKARN、
Sutasinee

石　黒　　　志

石　﨑　章　仁

鹿　野　　　豊
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異動年月日 氏 名 区 分 異 動 後 の 所 属・ 職 名 現（ 旧 ） の 所 属・ 職 名 備 考

25. 4. 1

25. 4. 1

25. 4. 1

25. 4. 1

25. 4. 1

25. 4. 1

25. 4. 1

25. 4. 1

25. 4. 1

25. 4. 1

25. 4. 1

25. 4. 1

25. 4. 1

25. 4. 1

25. 4. 1

25. 4. 1

25. 4. 1

25. 4. 1

25. 4. 1

25. 4. 1

25. 4. 1

25. 4. 1

25. 4. 1

25. 4. 2

25. 5. 1

25. 5. 1

25. 5. 1

25. 5. 1

25. 5. 1

25. 5. 1

25. 5. 1

配 置 換

採 用

採 用

採 用

採 用

採 用

採 用

採 用

採 用

採 用

採 用

所 属 換

所 属 換

所 属 換

所 属 換

所 属 換

所 属 換

所 属 換

所 属 換

所 属 換

所 属 換

所 属 換

所 属 換

採 用

配 置 換

命 ず る

配 置 換

配 置 換

配 置 換

配 置 換

配 置 換

機器センター　特任専門員

協奏分子システム研究センター　機能
分子システム創成研究部門　研究員

協奏分子システム研究センター　機能
分子システム創成研究部門　研究員

生命・錯体分子科学研究領域　錯体
物性研究部門　研究員

生命・錯体分子科学研究領域　錯体物
性研究部門　研究員（IMSフェロー）

物質分子科学研究領域　分子機能研
究部門　研究員（IMSフェロー）

分子制御レーザー開発研究センター　先端レ
ーザー開発研究部門　研究員（IMSフェロー）

光分子科学研究領域　光分子科学第
一研究部門　研究員

物質分子科学研究領域　分子機能研
究部門　事務支援員

岡崎統合バイオサイエンスセンター
生命環境研究領域　特任研究員

岡崎統合バイオサイエンスセンター生命
環境研究領域　研究員（IMSフェロー）

協奏分子システム研究センター機能
分子システム創成研究部門　研究員

機器センター　研究員

物質分子科学研究領域　電子物性研
究部門　事務支援員

協奏分子システム研究センター　階層分
子システム解析研究部門　事務支援員

協奏分子システム研究センター機能分
子システム創成研究部門　事務支援員

物質分子科学研究領域電子構造研究
部門　事務支援員

理論・計算分子科学研究領域理論分子科
学第一研究部門　研究員（IMSフェロー）

協奏分子システム研究センター機能分子シス
テム創成研究部門　研究員（IMSフェロー）

協奏分子システム研究センター機能
分子システム創成研究部門　研究員

岡崎統合バイオサイエンスセンター
生命環境研究領域　技術支援員

岡崎統合バイオサイエンスセンター
生命環境研究領域　技術支援員

岡崎統合バイオサイエンスセンター
生命環境研究領域　事務支援員

理論・計算分子科学研究領域　計算
分子科学研究部門　研究員

技術課　学術支援班長

技術課　課長補佐

技術課　電子機器開発技術班長

技術課　機器利用技術班長

技術課　電子機器開発技術班　電子
機器開発技術係　主任

技術課　光技術班　極端紫外光技術
一係　主任

技術課　学術支援班　学術支援二係
長

分子スケールナノサイエンスセンター
特任専門員

岡崎統合バイオサイエンスセンター
生命環境研究領域　特任助教

分子スケールナノサイエンスセンター
ナノ分子科学研究部門　研究員

分子スケールナノサイエンスセンター
研究員

生命・錯体分子科学研究領域　生体
分子情報研究部門　事務支援員

分子スケールナノサイエンスセンター
ナノ分子科学研究部門　事務支援員

分子スケールナノサイエンスセンター
ナノ分子科学研究部門　事務支援員

分子スケールナノサイエンスセンター
ナノ分子科学研究部門　事務支援員

理論・計算分子科学研究領域計算分子
科学研究部門　研究員（IMSフェロー）

分子スケールナノサイエンスセンター　ナ
ノ分子科学研究部門　研究員（IMSフェロー）

分子スケールナノサイエンスセンター
ナノ分子科学研究部門　研究員

岡崎統合バイオサイエンスセンター
戦略的方法論研究領域　技術支援員

岡崎統合バイオサイエンスセンター
戦略的方法論研究領域　技術支援員

岡崎統合バイオサイエンスセンター
戦略的方法論研究領域　事務支援員

技術課　機器利用技術班長

（技術課　学術支援班長）

技術課　電子機器・ガラス機器開発
技術班長

技術課　低温技術班長

技術課　電子機器・ガラス機器開発
技術班　電子機器開発技術係　主任

技術課　計算科学技術班　計算科学
技術一係　主任

技術課　電子機器・ガラス機器開発
技術班　ガラス機器開発技術係長

金　子　　　靖

KODI RAJAN、
Selvakumar

PANDIT, Palash

吉　田　将　己

堀　内　新之介

GU, Cheng

白　井　英　登

三　宅　伸一郎

濵　田　雅　子

矢　木　真　穂

棚　田　法　男

黒　田　康　弘

中　尾　　　聡

阿　部　仁　美

鈴　木　博　子

陌　間　　梢

渡　邊　葉　子

小　野　純　一

杉　石　露　佳

DHITAL, Raghu 
Nath

池　田　由佳子

水　木　寛　子

田　中　　　景

BOBUATONG、
Karan

山　中　孝　弥

山　中　孝　弥

吉　田　久　史

髙　山　敬　史

内　山　功　一

手　島　史　綱

永　田　正　明

各種一覧
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異動年月日 氏 名 区 分 異 動 後 の 所 属・ 職 名 現（ 旧 ） の 所 属・ 職 名 備 考

25. 5. 1

25. 5. 1

25. 5. 1

25. 5. 1

25. 5. 1

25. 5. 1

25. 5. 1

25. 5.13

25. 5.16

25. 5.16

25. 5.16

25. 6. 1

配 置 換

配 置 換

配 置 換

配 置 換

配 置 換

配 置 換

配 置 換

採 用

採 用

採 用

採 用

採 用

技術課　学術支援班　学術支援一係
主任

技術課　機器利用技術班　機器利用
技術二係　主任

技術課　計算科学技術班　計算科学
技術一係　係員

技術課　計算科学技術班　計算科学
技術二係　係員

技術課　計算科学技術班　計算科学
技術三係　係員

技術課　学術支援班　学術支援一係
係員

技術課　学術支援班　学術支援一係
係員

協奏分子システム研究センター  機能
分子システム創成研究部門　研究員

技術課（装置開発室）　技術支援員

極端紫外光研究施設　技術支援員

極端紫外光研究施設　技術支援員

協奏分子システム研究センター階層
分子システム解析研究部門　研究員

技術課　学術支援班　学術支援係　
主任

技術課　低温技術班　低温技術係　
主任

技術課　計算科学技術班　計算科学
技術二係　係員

技術課　計算科学技術班　計算科学
技術三係　係員

技術課　計算科学技術班　計算科学
技術一係　係員

技術課　学術支援班　学術支援係　
係員

技術課　学術支援班　学術支援係　
係員

原　田　美　幸

水　川　哲　徳

長　屋　貴　量

松　尾　純　一

澤　　　昌　孝

賣　市　幹　大

南　野　　　智

MAITY, Prasenjit

和　田　照　美

林　　健　一

水　口　あ　き

檜　山　卓　也



分子研レターズ68号をお届けします。2回目は

無いと思っていた編集担当を、今回拝命すること

になりました。本号をまとめるにあたりサポート

を頂いた皆様、また、ご多忙の中お時間を割いて

ご寄稿頂いた執筆者の皆さまに深く感謝を申し上

げます。

前回編集担当をさせて頂いた60号当時から4年

が経ちました。この間に分子研の構成メンバーも

多数入れ替わり、4月から協奏分子システム研究

センターも新たに発足しました。今号も受賞報告

が多数寄せられており、このような人材の流動が

分子研の高いアクティビティの源であることが伝

わってきます。

本号が皆さんのお手元に届く頃には、暑さも和

らぎ、秋の気配が感じられるようになっているこ

とと思います。

編集担当　西村 勝之

編 集 後 記 分子研レターズ編集委員会よりお願い

■ご意見・ご感想

分子研レターズ編集委員会
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■住所変更・送付希望・
　送付停止を希望される方

本誌についてのご意見、ご感想をお待ち
しております。また、投稿記事も歓迎し
ます。下記編集委員会あるいは各編集委
員あてにお送りください。

ご希望の内容について下記編集委員会
あてにお知らせ下さい。
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